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　とある朝、通学路。




「はい、ハル。ここで問題です」




　毒どく空うつ木ぎは前触れもなくそう言った。

「女の子がぁ、男の子にされてぇ、一番きゅんときちゃうことってなんでしょう？」

　なんだよ、唐とう突とつに。

「ヒント、絶対に下ネタではありません」

　考えてもいないわ、そんなこと。

「はい、時間切れー。正解は、『強引にされるお姫様抱だっこ』でしたー」

　お姫様抱っこて。クイズ形式にするほどのもんか。

「強引にね？　強引にってとこがポイントだから。こっちは嫌だって言ってるのに、無理やり抱かかえ上あげられちゃうの。そんで、『軽いな、お前は。もっと食えよ』とか言われちゃって、くはー！　たまらん！　これたまらんわー、鼻血出そう！　ふんがー、あたしも強引に抱え上げられたいよー！」

　朝からなんちゅーテンションだよ。つーか、もう完全にお前の趣味の話だろう、それ。

　――毒空木美み也や子こ。

　美少女ばかりを集めて作られた最強のヒロイン養成学校、聖セントシンデレラ学がく園えん（通称デレ園えん）の中でも群を抜く美び貌ぼうと凶暴性から『猛もう毒どくの妖よう精せい』と呼ばれる超ＤＱＮ。

「女の子はね、いつの時代も男の強引さってのに弱いもんなのよ。はい、とゆーわけで、みゃーこちゃんは早速このキーワードをツアーに応用することにしてみました」

　蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしとあだ名され学園中の女子達から忌き避ひされる僕に、デレ園全ぜん告コクツアーという無茶ぶり祭りを課した張本人。

「ほら見て、あそこ！　車道キワキワをスマホいじりながら歩いてるあの女子がターゲットよ！　すれ違いざまにあのバカ女の手を強引に引いてこう言うの、『危ないだろ、もっと内側歩けよ。そして俺おれと付き合えよ』ってね」

　いや、最後最後！　強引どころじゃ済まされないワードがくっついてるぞ！　そんなバカな告白出来るわけが――

「今だ！　行け、ボンクラ！」




「危ないだろう、もっと内側歩けよ！　そして、僕と結婚しろよ！」




　まあ、やるんだけどさ。

　だって、怖いもん。断ったらあの猛毒女に何をされるかわかんないもん。

「え……ちょ……は？」

　ああ、ごめんなさいね、名前も知らない女の子。朝一から見ず知らずの人間に腕を引かれて求婚されて………君が一番の被害者だよね。いいですよ、こんなわけのわからない男、遠慮なくふっていただいて。

「あ、ありがとう」

　……え？

　女の子はスマホを胸の前で握り締めてそう言った。

「あなたって優しいのね。それに強引で素す敵てき」

　気は確かか、君。うそだろう、車なんて一台も走ってないじゃん。まさか、ホントに効果あったのか、この告白！

「でも、ごめんなさい。私はまだ自分磨みがきの途中だから。こんな中途半端な状態であなたと付き合う事はできないの。いつか、私が本当に自分に自信を持つ事が出来た日に、もう一度告白してくれますか？」

　なんですと？

「それじゃあ」

　向日葵ひまわりのような笑顔を夏の日差しに輝かせ、女の子は返事を待つことなく駆け去った。




　えーっと………………………………あれ、今のどっちだ？




　フラれた……んだよな？　フラれたって理解でいいんだよな。

　ああ、でもなんだろう、この気持ち。たとえフラれたのだとしても、女の子にこんなに優しい言葉をかけてもらったのは、デレ園入学以来初めてだ。

　何だ、この水は。涙？　泣いているのか、僕。フラれてなお、こんな幸せな気持ちになれるなんて。ありがとう、名も知らない女の子……。

「なにアイツ。要はキープってことじゃん。ふるならちゃんとふれよ、たちわりーな」

　うっさいうっさい、毒空木。そんな急角度で現実を刺し込んでくるんじゃない。

「しょうがないよ、みゃーこ。ほら、もうすぐ期末試験だから」

　おお、いたのか、時とき宗そうさん。相変わらず人間離れした慎つつましさだね。

「ああ、なるほど。人気取りってわけか、くっだらねー」
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　髪の毛を人差し指でクルクルと弄もてあそびながら、忌いま忌いましそうに吐き捨てる毒空木。

　…………そうか。

　ツアーやらなんやらですっかり忘れていたけれど、明日からもう七月……。

　いよいよ始まるのか。

　待ちに待った期末試験。そして、シンデレラグランプリが。




　真新しい朝日を浴びて校門をくぐる女の子。

　その背中にくっきりと浮き上がるブラ紐ひもを、僕はいつまでも見つめていた。
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　僕の名前は石つわ蕗ぶきハル、15歳。

　今年の四月に、日本で唯ゆい一いつのヒロイン養成学校聖セントシンデレラ学がく園えんに希少な男子枠わくとして首席入学を果たした高校一年生。

　僕がこの学園の名前を初めて耳にしたのは、小学生の頃だった。

　当時十歳にも満たなかった僕は、両親やねーちゃんが嬉うれしそうに連呼するおとぎ話のお姫様の名前を不思議な気持ちで聞いていた。

　ただ………。

「どうだ、ハル。ねーちゃん、可か愛わいいか？」

　真新しい制服に身を包んだねーちゃんは子供心にも眩まぶしくて。

「見てろよ。ねーちゃん、絶対にデレプリで優勝してやるからな」

　そう言って微笑ほほえんだねーちゃんの笑顔は、僕の心に鮮やかに焼き付けられた。




　……なんか、死んだみたいな書き出しですが、ねーちゃんバリバリ健在です。

　いやになるほど、いつみても家にいます。
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「うーっす、ハル！　今日もいい天気だなー！」




　七月の太陽が容よう赦しやなく照りつける通学路。本領を発揮し始めた夏の日差しをいい天気の一言で片づけて、手て島しま猛たけしは白い歯を覗のぞかせた。

「ああ、おはよー。手……」

「おい、『手』ってなんだ、『手』って！　そこまで来たら『島』までもう一息だろーが」

　ああ、朝から元気に突っ込むなあ、手島は。僕は一言喋しやべるのすら億おつ劫くうだよ。

　…………暑い。




　聖シンデレラ学園は、小高い丘の頂いただきに鎮ちん座ざましましている。

　なので、僕らデレ園生徒はうだるような猛暑の中、うねうねと曲がる坂道を太陽に向かって上っていくという苦行を毎朝課せられることになるのだけれど…………それにしたって今日は酷ひどすぎないか？　どうなってんだこの暑さ。

　まるで地ち軸じくがずれて赤道が日本列島におっかぶさった挙あげ句く、太陽が極限まで膨ぼう張ちようして、海底火山のマグマが…………ああ、もういいや。とにかく暑いなーっと。

「たとえろよ、ちゃんと！　グダっとしすぎだろ、シャキッとしろや」

　うるさいな、手島。擬音ばっかで喋るんじゃないよ。つーか、なんでお前はそんなに元気なんだ。お前の活力は一体どこから湧わいてくるんだよ。

「彼女か――――！　彼女から湧いてくるのか、手島あああああああああああ！」

「うお、びっくりしたあ、急にどうした！」

「愛いとしい彼女に会うためなら地じ獄ごくの業ごう火かもへっちゃらだいってか、この野郎ぉぉぉ！　地獄の炎ほのおを舐なめると承知しないぞ！」

「何目線で怒ってんだよ、お前は。つーか、まだ彼女のことでグズグズ言ってんのか、しつけーな」

　言うに決まってんだろ！　解決すると思うなよ、この問題が。僕に彼女が出来るまで延々言うわ！

「ハルにも彼女が出来たってのによ」

　ええー、うそぉぉぉ！　彼女出来たの、僕！　いつのまに？　誰だれ誰？　相手は誰？

「とぼけんなよ、俺おれが気づかないと思ったか？」

　手島は冬ですら暑苦しいニヤケ面をグイと寄せると、

「付き合ってんだろ、猛もう毒どくの妖よう精せいと」




　……とんでもないことを言い出した。

「とんでもないこと言い出すな、お前は！」

「あれ、違うのか？」

「違うわ、全っっっ然違うわ！　どーゆー根拠があってそんな暴論に至ったんだ！」

「毎日会いに行ってるから」

　行ってるけども！　昼休みと放課後の度たびに会いに行ってるけども！　なんだったら週末に会ったこともあるけれども！

　でも、それは違うだろ、そこは逆だろ！　そうだよ、僕が何のためにデレ園えん全ぜん告コクツアーなんて苦行に励はげんでいると思ってんだ。すべてはあの猛毒女の彼氏という地獄のようなポジションから逃れるためだろうが！

「僕はあの猛毒女と付き合わなくて済むように、毎日顔を合わせに行ってるんだよ！」

「すまん、ハル。日本語のはずなのに、何言ってるか全然わからん」

「とーにかく！　絶対付き合ってねーから！　ありえねーから！　僕があの女と関わってしまったために、どんな悲ひ惨さんな目に遭あってるか。聞くか？　二、三日かかるけど聞く体力あるか？」

「わかった、わかったよ。なんか…………大変なんだな、ハルも」

　……大変なんだよ。

　多分、お前の想像を絶するほど大変なんだよ。もう、身も心もボロボロなんだよ……。

「おー、おー。何か知んねーけど、えれー弱ってんじゃねーか。そんなんじゃ一日もたねーだろ、ハル」

　手島はがっくりとうなだれる僕の顔をなぜか嬉しそうに覗きこむと、

「……朝練やっとくか？」

　ドヤ顔で親指を立ててみせた。

「朝練って、昨日もやったとこじゃん」

「いいんだよ、部活なんて毎日やるもんだろうが。気分が滅め入いった時こそ朝練だ！」

「そうか………そうだよな！　よーし、やるかあ！」

「そうこなくっちゃあ！　よし、いくぞ、テンション上げ部、朝練開始だー！」

「おうよー！」

　僕と手島はお互いの気合を確かめ合うように拳こぶしを天に突き上げると、さしあたっては大人おとなしく坂道を上る作業に専念した。




　歩調を速めて坂を上っていくと、汗ばむ姿も麗うるわしいデレ園女子に混じってチラホラと異質な人影が見え始める。その人影は坂を上れば上るほどに数を増やし、

「おおー、今日も光の道は大盛況だな」

　校門に到達する頃には、道路の両端をぎっちりと埋うめ尽つくすほどの大集団が形成されていた。




『山やま田ださーん、こっち向いてくださいーい！』――カシャカシャカシャ。

『吉よし田ださん、目線下さーい。笑って笑ってー』――ピロリーン、ピロリーン。

『あかりちゃーん、可愛いー！　こっち向いて―』――ピピッ、カシャ。




　そして、聞こえる野太い声援と、様々な種類のカメラのシャッター音。

　そこには撮影会と見まがうばかりの光景が広がっていた。

　道路の両脇にギッチリと立ち並び、一心不乱にシャッターを切っているのはデレ園公式ファンクラブの方々だ。デレ園女子を愛し、デレ園女子に青春を捧ささげると誓ちかった彼らは、毎日こうやって校門前に集合し、女の子の出待ちならぬ入り待ちを行っているのだ。

　……平日の、朝からだ。

　この一事をとっても、彼らの並々ならぬデレ園愛がおわかりいただけるだろう。

　女子生徒の管理にうるさいデレ園が唯一この場所、この時間でのみ撮影を黙認していることもあり、朝の校門前にはさながらレンズの壁とでもいうべき行列が出現する。大小様々なレンズが朝の日差しをキラキラと照り返すこの道は、いつからか『光の道』と呼ばれるようになっていた。

　もちろん、朝一からの写真攻めを嫌う生徒は裏門からの登校も可能なのだが、期末試験が迫ったこの時期はファンの好感度アップを狙ねらって光の道を選ぶ女の子が圧倒的に多くなる。




「よーし、ハル。俺達もファンの人に負けてらんねーぞ。朝練開始だー！」

「おうともよー」

　そんな光の道で、手島は一カ月ほど前からテンション上げ部という奇妙な部活を（もちろん非公式で）立ち上げていた。全く身に覚えのないことだが、どうやら僕もその部活に加盟しているらしい。

　ちなみに、その高こう尚しような活動内容は……

「見ろ、ハル！　Ｂ組の渡わた辺なべだ―――！　やべええええ、今日もスカートみじけー！」

「うひょー、やっぱり火曜日の渡辺さんは神かみ憑がかってるなあ。月曜日に何があるんだよ」

「おお、Ｃ組の山やま本もとさんバッサリ髪切ってんぞ、ハル！」

「ぐは―――っ！　いい！　ショート可愛い！　大正解だー！」

　……ファンに混じって女の子を眺ながめて盛り上がる、ただそれだけ。

　これがまた楽しいから困るんだ。お花もいいけどやっぱりいいよね、デレ園女子。

　ん？　なんですか？　そんなことならわざわざ校門でやらなくても？　校内どこでもできるじゃないかですって？　そうですね。確かに、眺めるだけなら教室だろうが、校庭だろうが、トイレだろうがどこでも出来ます。

　もちろんあるのですよ、光の道には。ここでしか手に入らないものが。今の僕にとって何よりも貴き重ちようなお宝が。

　…………それを今からいただきに行こうじゃないか。

「おい、ハル、来たぞ！　青あお桐ぎりさんだ！　やべー、今日もきれいすぎる！」

「よーし、今日の一発目は青桐さんに決めたー！」

　言うが早いか、僕はファンの群れから飛び出した。そして、無数の歓声とカメラを独ひとり占じめにして悠ゆう々ゆうと登校してくるロングヘアーの前に立ち、

「青桐さーん、おはよーございま―――っす！」

　九十度のお辞儀から、フルテンションの挨あい拶さつをブチかました。

「ぐえっ、蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし！」

　泣く子も黙る嫌われ者の来襲に青桐さんの端たん整せいな顔が恐怖に歪ゆがむ。

　――が、それも数瞬。

　青桐さんは素早く視線を左右に走そう査ささせ、状況を認識し直すと、

「お…………おはよう、石蕗くん」

　すぐさま天使も蕩とろけるような笑顔を綻ほころばせた。

　むっは――――――――！

　美し――――――――――！

　なんて、なんて素す敵てきな笑顔なんだろう。あの青桐さんが、僕のためだけに口角を上げ、僕だけのために小首を傾かしげ、僕だけのために白い歯を光らせてくれている。これぞまさしく天使の微笑み。ありがたやありがたや。

「ハル、後ろ！　五ご色しきだ！　五色も来てるぞ！」

「どこどこ？　五色さんどこ？　あ、いた！　五色さん、おはざーっす！」

「うえ、蟯虫齧り虫……じゃない、石蕗くん。お……おはよう」

　一年きってのセクシークイーン五色ダリアさんも、反射的に浮かんだ苦り顔を一瞬にして宣材写真のようなスマイルへと修正する。

　その笑顔がまた素晴らしぃぃぃぃ！　むひいいいいいいいい！

　ああ、やっぱり女の子の笑顔はいい。見ているだけで、夏の暑さも心の痛みも消えていくかのようだ。

　…………はい。もう、おわかりですね？

　そうです。この笑顔です。

　蟯虫齧り虫と忌いみ嫌きらわれるこの僕に、決して与えられるはずのない美少女達の全力の笑顔こそが、光の道の最大の収穫なのです。もし、仮に僕が他の場所で同じことをしようものなら、彼女達からは笑顔どころか丸一週間は立ち直れないような罵ば詈り雑ぞう言ごんが機き関かん銃じゆうのように発射されていただろう。

　しかし、ここではそうはいかない。

　温かくも厳しいファンの視線に晒さらされる光の道で、悪態の一つでもつこうものなら彼女達の評判は一瞬にして地に落ちることになるからだ。そして、それは光の道通学を選ぶ女子達が最も恐れることでもある。

　光の道を通るのは、何よりもファンの評判を気にする子、ファンの好感度を大事にする子、ファンにチヤホヤされるのが三度の飯より好きな子ばかりだから。

　そして、そーゆー女の子は、ファンの前では決して笑顔を崩くずさない。たとえ相手が僕のような蟯虫齧り虫と忌み嫌われる存在であったとしても。

「あ、鯉こい川かわさん、おはよーございまーす！」

「ふんぎゃあ、蟯虫齧り虫！　ぐぐ……お、おはよー」

　……ああ、これだよ、これ。僕が欲しかったものは、これなんだ。

　恋人になりたいとか、お近づきになりたいとか、そんな大それたことはもう言いません。美少女達と笑顔でかわす朝の挨拶。それさえあれば、僕は充分生きていけるのです。

　ああ、素晴らしきは光の道。

　ここでは誰も僕を傷つけない。誰も僕を嫌わない。皆が笑顔で、皆が優しい。

　そうだ、ここに僕の家を建てよう。僕はここで一生美少女の笑顔に包まれながら暮らすんだ。

　……ちなみに。彼女達がなぜここまでファンの評判を気にするのかというと。彼女達の一部は後々必要になってくるからだ、彼らの好感度というやつが。




『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




　とその時、ファンの一群から一際大きな歓声とシャッター音が沸き起こった。

　…………どうやらかなりの大物が登校して来たようだ。時間的にもそろそろ限界。朝練の仕上げに、あれをいただく！

「おい、あれはやべーぞ、ハル！」

「わかってる！　これを逃して今日という日が始められるかー！」

「いや、そっちの『ヤバい』じゃなくて！　行くな、ハルー！」

「おっっっはよ――――――ございま――――――――す！」

　ごちゃごちゃと言いすがる手島を捨て置いて、僕は歓声と注目の只ただ中なかへと力一杯飛びこんだ。




「…………おはよう、ハル」




　――ら、ふわふわの髪の毛を腰まで伸ばした妖精のような美少女が、鬼おにのような形ぎよう相そうで振り返った。




　ど、ど、ど、どくうつぎゃああああああああ！




　バ、バ、バ、バカなあああああああ―――！　なんでお前が光の道にぃぃぃぃぃ！

「……デレ園生であるあたしが、デレ園の校門前にいちゃいけないの？」

　お前、ファンのご機嫌取ったりするタイプじゃないだろう――――！

「……随ずい分ぶんと朝から機嫌が良さそうじゃん、ハル」

　そう言う毒どく空うつ木ぎさんは随分と機嫌が悪そうですね！

　はぁっ、いけない！　毒空木の右半身が微かすかに沈しずんだ。来るっ！　みなさん、シャッターチャンスですよー！

「鬱うつ陶とうしいんじゃ、ごらあああああああああああああ―――――――――――――！」

「ふんぎゃあああああ！」

　ほうらね。

　ストライプの下着が丸見えになるような、見事なハイキックが飛んできた。さすが猛毒の妖精さん。ファンの視線とか全然関係ないんですね……。

「こら、みゃーこ！　だめだろ、光の道で回まわし蹴げりなどしたら！」

　完全に遅すぎるタイミングで毒空木の体を押さえにかかるのは、すらりと背の高いショートカットの女子生徒。体育科二年の秋しゆう海かい棠どうゆずり先輩だ。切れ長の目が印象的なデレ園きっての美人さんだが、同時に先月まで頭にパイナップルを載のっけて生活していたデレ園きっての変人さんでもあったりする。

「だあああああ、暑苦しい！　抱きつくなって言ってんでしょ、パグ！」

「な、なんだ、照れてるのか、みゃーこ？　か、か、可愛いヤツだな、すーはーすー」

「髪を匂うなー！　太ももをさわさわするなー！」

　人目も憚はばからず、長い手足を毒空木の体に絡からめていくゆずり先輩……ああ、そうか、そう言えば付き合ってるって設定だったな、この二人。なるほど、毒空木の尋じん常じようじゃない不機嫌さは、ガンガン深入りしてくるゆずり先輩のスキンシップが原因というわけか。なんてはた迷惑な人なんだ。

「もぉぉぉぉ、いい加減にしろ、バカ女！　そんなに絡まったら歩けないでしょうが！」

　毒空木はどうにかこうにかゆずり先輩の腕から脱出すると、そのままピョンと一歩を踏み出して、

「一メートル！　これからは一メートルの距離を保って歩くこと！　それが出来ないのなら一緒に登校しないから！」

　びしっと人差し指を突き出した。

「空中はセーフと考えていいのだな？」

　その人差し指をゆずり先輩が両手でそっと包む。

「空中もダメ―――――！」

　……なんか、大変そうだな、毒空木も。

　ただでさえ暑いのに、こんなにベタベタされた日にゃあ、そりゃイライラも募つのるってもんだ。しようがない、この場はそっとしておいてやりますか……。

「って、待て、こらボンクラ！」

「ぐえっ！」

　思い切りネクタイを引ひっ摑つかまれた。

「なに他ひ人と事ごとみたいな顔して退場しようとしてんのよ、この浮気者～～～～～～」

「浮気ってなんだよ！　ごほっごほっ、やめろ、ネクタイを締めるな！　なんだよ、僕が何したっていうんだよ」

「………何してたのよ？」

「は？」

「女の子の周りをちょろちょろ飛び回って………何してたのよ？」

「何って、そりゃあ………挨拶だよ。朝の挨拶」

「はぁ？　挨拶だと～～～～～～～～～～～」

「な、なんだよ。睨にらむなよ」

「あんたさあ……」

　毒空木は全てを見透かすような視線を僕の頰ほおに突き刺すと、




「……虚むなしくないの、そんなことして」

「ぐはぁっ！」

　そこから一直線に核心を抉えぐってきた。

「ファンの視線を盾たてにして、反撃できない女の子から純度１００％の作り笑顔掠かすめ取とるような真ま似ねして嬉しいの？　ねえ、本当に嬉しいの？　情けないにもほどがあるわ」

　もう、やめて。折れてるから！　もう心バッキバキだから！

「そんなんだからフラれ街道まっしぐらなのよ、クソ童どう貞ていが」

「やめろって言ってんだろ―――――――――！　なんだよ、いーだろ、別に。僕の生いき甲が斐いなんだよ、文句あるか！　誰にも迷惑かけてないだろ！」

「みんな死ぬほど迷惑してるわよ」

「うるさいうるさい。つーか、毒空木こそ何やってんだよ、こんなところで！　いつも裏門から入ってるくせに、なんで今日に限ってこっち来るんだよ！」

「ふん、来たくて来たんじゃないっつーの」

　毒空木は伸び切った僕のネクタイの先っぽを乱暴に投げつけると、言いつけどおりに一メートル後ろで控ひかえているゆずり先輩をキロリと見やった。

「パグがどうしてもって言うから光の道通学してみたけど、やっぱりやめときゃよかったわ。人は多いし、パグはベタつくし、ハルはデレついてるし、おまけにカメラはパチパチ鬱陶しいし！」

　現在進行形でシャッターを切り続けるカメラの群れを睨みつける毒空木。

「平日の朝から何やってんだ、お前らはー！　絶対他にやることあるだろー！」

　やめろ、ファンの方の核心まで突こうとするな！

「撮るなっつってんだよ、おらー！　次勝手に写真撮りやがったらカメラぶっ壊してやるからなー！　何ニヤニヤしてんだよ、お前だ、お前！　そこのバンダナのお前に言ってんだからなー！」

「しつこいな、毒空木！　ファンの人に絡みすぎだろ。ゆずり先輩も止めてくださいよ」

「止めろと言われても………ああ、そうか。みゃーこは腰を舐めれば大人しくなるんだったな。どっこいしょ」

　白昼の路上で、先輩は躊ちゆう躇ちよなく毒空木のスカートに頭を突っ込んだ。

「それは、外ではやっちゃダメです、センパ―――――イ！」

「ひぃぃぃ！　やめろ―――、気持ち悪いぃぃぃ！」

　と、その時。

　―――ピピピ、カシャ。

　聞こえた。

　右後方。デジタルカメラのシャッターが切られる音。

「うほー、猛毒の妖精と天然少女の百ゆ合りシーン！　いただきー！」

　振り向けば、ほくほく顔でデジカメの画像を確認しているファンの方（バンダナ）。

「……てめー」

　瞬時に毒空木の顔色が変わった。

　ああ、いけない。この人達は知らないんだ。猛毒の妖精から出る言葉は、決して脅おどしじゃないってことを。

「やめろ、毒空木！」

「撮んなって言っただろうがあああああああああああああああああああ！」

　止める間もなく、毒空木の真しん打うちの左が唸うなりを上げた。ムチのようにしなるハイキックが空を切り、

「ふんがばあっ！」

　―――飛び出した僕の顔面に炸さく裂れつした。

「……え、ハル？」

　ぐ、ぐう、間に合った……。

「ちょ、なんで、ハル？」

　本日二度目のパンモロを晒しながら、眼をパチつかせる毒空木。

　なんでじゃねーわ。部外者の、それもファンの人に手ぇ出して、無事に済むと思ってんのか。僕を殴なぐるのとはわけが違うんだぞ………。

「ひいいいいい、頭おかしいよ、この女！」

　すんでのところで被害を免まぬかれたファンの人は、一眼レフのデジタルカメラを大事そうに抱えて逃げ去っていく。

　頭おかしいか……僕も賛成に一票だ。……ああ、痛い。でも、何はともあれ無事に……お互い無事にすんだ……




　ピピ――――――――――――――――――――ッ！




　……わけないか。

　僕の希望的観測は、鳴り響いた甲かん高だかい笛の音に無情にもかき消された。

　そりゃあ、そうだ。光の道で暴行騒ぎなんて起こしておいて、彼女達に見つからないはずがない。

「何やってんだお前らあああああああああああああああああ！」

　笛の音に続いて響いたのは、笛の音に負けないほどの怒ど鳴なり声。ややあって、美女とファンの群れをかき分けて、




「美化委員の倉くら橋はし菜な花ばなだ！　お前ら全員そこを動くんじゃねー！」




　一人の女の子が僕らの前に飛び込んできた。

　それは飛び込んできたという以外に形容しようのない登場だった。第一印象は、大砲みたいな女の子。第二印象は………体育会系丸出しの女の子。動きやすいよう短く切りそろえられた髪の毛といい、ぎらぎらと光る野心的な目といい、引き締まった体といい、膝ひざ頭がしらまでを覆うスパッツといい。

　唯一、不ふ釣つり合あいなのは、左の胸を誇らしげに飾る花形のバッジ。美化委員の証あかし、ガーベラの白バッジだ。

「―――美化委員、まためんどくさいヤツが」

　毒空木が酸すっぱい物でも飲んだように顔を顰しかめた。

　美化委員とはデレ園の美と秩序を守るために結成された自主的生徒組織の名称である。　基本的に学年ごとに組織され、生徒会とならんで学園内に絶大な影響力を持っている。

　ちなみに活動内容は、主にデレ園女子の規律面の統制なのだけれど………。

「またお前か、毒空木！　毎度毎度問題ばっかり起しやがって！　光の道で乱闘騒ぎって、頭おかしいのかっっ！」

　さっすが、猛毒の妖精さん。すでに美化委員にはマークされ済みのようだ。菜花さんと名乗った美化委員の少女は、毒空木の顔を見るなり火を噴くように吠ほえ立たてた。

「うるさいなー、乱闘なんかしてないし。ファン様にパンチラサービスしてただけだし」

「ウソつくな！　ちゃんと見てたぞ。写真一枚撮られただけで、なんだ、あのえげつないハイキックは。人に当たったらどうすんだ！」

　いや、当たってる当たってる！　いつの間に人のうちから外されたの、僕！

「写真撮影が嫌なら裏門を通れ。なんで、わざわざこっちから来たんだよ！」

「無理矢理連れてこられたのよ！　あたしはもともと写真なんて撮られたくな―――」

　――ピピピッ、パシャ。

　誰だ、このタイミングで！

　爆発寸前の毒空木に油を注ぐようなシャッター音。発生源を振り返れば、食い入るように画像を確認している………

「むむ、ボケボケじゃないか。電子のカメラはよくわからんな」

　……ゆずり先輩。あんたって人はもう……

「パグ―――、あんたこの状況でなに堂々と盗撮してのよ―――！」

「落ち着け、みゃーこ。光の道での写真撮影は義務だ。だから、私も撮らせてくれ」

「それが狙いだったのか―――――――！」

　懸命に腕を伸ばしてゆずり先輩の襟えり首くびを引っ摑まえる毒空木。

「おい、やめろって言ってんだろ！」

　その腕をさらに菜花さんが引っ摑まえる。

「ひっこんでろ、脳筋女！」

「誰が脳筋だ、この猛毒女！」

「やんのか、こらああああああ！」

「やったらあああああああああ！」

「ちょ、だめだって、二人とも。落ち着いて！」

　早い早い！　バトルからバトルまでのペースが早いって！　なんでこんな、仲悪いんだ、この二人。泡食って止めに入るも、双方収まる気配はない。そして、光の道に乱闘のゴングが鳴ろうとしたその瞬間、




「いい加減にしなさい！」




　凜りんとした声が辺りに響いた。

　それは、鼓こ膜まくから侵入し、脳を直接鷲わし摑づかみにする声。

　写真を撮っていたファンの人、笑顔で撮影に応こたえていたデレ園女子、そして、今まさに拳を合わせんとしていた毒空木と菜花さん、あらゆる人間があらゆる作業をうっちゃって、その主を振り返らずにはいられない声。




『うおお―――――、来た――――――！』

『女神が降こう臨りんしたぞ―――――――――！』

『きゃあ――、今日も素敵ぃぃぃ―――！』




　光の道に歓声が爆発した。

　ファンクラブの方々だけではない。登校中の女の子達までが一斉に悲鳴にも似た嬌きよう声せいを上げていた。やがて、カーテンが開くようにサーッと人垣が割れ、

「あなたたち、神聖な学園の門前で何をやっているの！」




　美化委員一年生代表、椿つばき玲れい奈なさんが姿を現した。




　………で………で…………で………。

　で、で、で、で、でたあああああああああああああ！

　トレードマークの大きなリボン、サラサラの髪の毛、紫外線をねじ伏せるような白い肌、深い知性を覗かせる澄すんだ瞳ひとみ。

　忘れもしない。忘れられるはずもない。その姿、その名前、そのオーラ。並み居る美少女達を押しのけ記録ずくめのぶっちぎりの成績でデレ園首席入学を果たした才女にして、入学初日で僕の中の付き合いたいランキング一位を獲得した無敵のビーナス。

　一年Ｇ組、椿玲奈。

　この僕の頰と両手に極上の温もりと柔らかさと、蟯虫齧り虫というあだ名を与えてくれた始まりの女神。




「菜花、わたしは騒ぎを収めてきてと言ったのよ。なのに、なんであなたが乱闘に参加してるの」

　同じく美化委員らしき数名の女生徒を引き連れて、椿さんはゆっくりと人垣の中心へと歩いてくる。

「うう、ごめん、お嬢じよう。でも、毒空木が、毒空木がぁ……」

　あれだけ猛たけ々だけしかった菜花さんも、椿さんに見み据すえられて子犬のように従順だ。

「その話は後でいいわ。もうすぐ予鈴だから、今いるメンバーでとにかく生徒の誘導を。菜花は迷惑をかけたファンの方のフォローをお願いね。あとは……って、うわっ！」

　テキパキと指示を飛ばしていた椿さんの表情に突然戦せん慄りつが走った。

　ああ、どうやらお気付きになられたようだ、この僕の存在に。同時に入学式でのトラウマも蘇よみがえったのだろう。椿さんはわなわなと唇くちびるを震ふるわせると、

「あなた怪け我がしてるじゃない！」

　僕のこめかみに手を添えた。




　…………え？




『きゃああああ何してるの椿さああああああああああ――――――ん！』

『そんなものに触っちゃダメぇぇぇぇぇぇぇ―――――！』

『今すぐ手を消毒してぇぇぇぇぇぇぇぇ――――！』




　その瞬間、女の子の一群に雷かみなりのような悲鳴と衝撃が走る。

　いや、待て。気持ちはわかるけれど、一番衝撃を受けているのはこの僕だ。

　なんだ、何が起きた？　なんで、椿さんの手が僕の顔に触れている？　なんで、椿さんの心配そうな目が僕を覗き込んでいる？　なんで、椿さんがこんなに近くにいるんだ？

「な、な、な、何やってんだ、お嬢！　手を離せ、手が腐くさる！」

「そんなわけないでしょ。大丈夫、石蕗くん？　痛くない？」

　名前を……僕の名前を。

　椿さんは僕を僕だと認識している。入学式のスピーチを、一世一代の晴れ舞台を台無しにした蟯虫齧り虫だとちゃんと認識している。なのになんで……

「どうやら血は出てないみたいだけど、少し腫はれているわ。後でちゃんと保健室に行ってきてね」

　……僕の身を案じてくれるんだ。

「わかった？」

　あまりの衝撃に言葉も出ない僕の胸に、椿さんは念押しの人差し指を突き立てる。

「わ、わかりました」

　思わず敬語がこぼれ出た。

「結構です」

　椿さんは、いたずらっぽく微笑んで僕の敬語に付き合うと、

「さてと、あとは…………あなたね」

　いよいよ、最大の難物である毒空木を振り返った。

「な、なによ、やんのか、おら！」

　毒空木は抜ぬき身みの刀のような視線で迎え撃つも、

「女の子がそんな目つきしないの」

　椿さんは涼しい顔で受け流す。

「綺き麗れいな顔が台無しでしょ」

　そして、毒空木の額ひたいに親指を添えて、頭ず蓋がい骨こつまで歪んでいそうな深い皺しわを伸ばしにかかった。

「うわ、なにしてんのよ、触んな！」

「じっとして。表情ってそのまま顔を作っちゃうんだから。ほら、ここ押したら気持ちいいでしょ？　それから髪。綺麗な髪だけどボリュームが……ほら、こうやってピンをちょっと使うだけで、ね、すごくすっきりした」
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「え、ピン？」

　まるで指先から発生させたかのようなスムーズな手つきで、戸と惑まどう毒空木にヘアピンを差していく椿さん。

「あと、シャツがだぼっとしすぎ。成長したらまた買えばいいからワンサイズ小さくして。小物は腰から上、ポイントを上半身につくって、スカートの丈はそれでＯＫ！　小柄さんはとにかく縦のラインを意識して」

「ちょ、え？　うわ」

　抗あらがう隙すきなく次々と毒空木の体に手を入れていく椿さんは最後にもう一度前髪の量を調節すると、

「はい、完成。すっごく可愛いよ」

　とどめに、極上の笑顔を輝かせた。

　むっは―――！　か―――わいい―――！　違う、毒空木。お前じゃなくて、椿さんが超可愛いぃぃぃぃ！

　長年、光の道で数多あまたの作り笑顔を見てきた僕だからわかる。この笑顔は、本物だ。真心の塊かたまりだ。僕だけじゃなく、問題児の毒空木にまで惜おしげもないこの笑顔。

「写真撮られたくらいで怒っちゃだめよ、毒空木さん。ここはファンの方がわたし達の一日を見送ってくれる光の道なの。あなたもデレ園女子なら出来る限りの笑顔で応えてあげて」

　…………聖女。

　椿さんはこの汚れた地上に舞い降りた、最後の聖女だ。

　聖女の言葉でにわかに撮影会場の空気を取り戻す光の道。一心不乱にシャッターを切る集団の中心で、椿さんは毒空木と腕を組みながら、にこやかに、それでいてどの角度からも邪じや魔まにならない絶妙な振り方で手を振った。

　ああ、なんて素敵な笑顔だろう。決して押し付けがましくなく、見るものの気持ちを30％くらい引き上げる、ちょうどいい笑顔。一日中でも眺めていられる笑顔。

　僕も撮っちゃっていいのかな？　いいよな、ここは光の道なんだし。それでは、早速…………いて、いててて！　なんだ？　痛い、頰がチクチクと痛いぞ。何だ、刺すタイプの虫か？　ああ、なんだ。毒空木が睨んでるのか。なんでアイツの視線には質量があるんだよ。

「ちょ、毒空木さん！　だめだって言ってるでしょ。ファンの前でそんな顔しちゃ！」

　慌あわてて毒空木の仏ぶつ頂ちよう面づらを覆い隠そうとする椿さん。しかし、

「あああああああ――――！　もう、うっせーよ、ば――――か！　そんなに、ファンが大事だったら、お前が自分でシャッターチャンス作っとけぇぇ！」

　いかん、なんか毒空木が意味不明のタイミングでキレ出した。

　荒ぶる猛毒の妖精は身を沈めて椿さんの手をすり抜けると、そのまま聖女のスカートを引っ摑み、

「きゃあっ！」

　神に捧げる供物のごとく天高くめくり上げた。




『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




　本日一番の歓声が飛び交う中、椿さんの下着が―――全国的に有名な白しろ兎うさぎのキャラクターがプリントされた下着が、下界に晒されるのだった……って、何やってんだ、毒空木ぃぃぃ！

「い、いきなり何するの、毒空木さん！」

　さすがの椿さんもスカートを押さえる顔が真まっ赤かだ。

「うっへー、人の服装に偉そうにダメ出ししといて、何そのダサいパンツ、恥ずかしー」

「てめー、お嬢がダサいだとぉ？」

　今度は番犬がキレる番だ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんすぎる毒空木を射抜くように睨みつける菜花さんは、右手をグッと握りしめると、

「これのどこがダサいんだ、こらあああああああああああああああああ！」

　左手で椿さんのスカートをべローンとめくり上げた。

「何してるの、菜花――！」

　何をしてるの、菜花さ―――ん！

「ほらほら、よーく見ろ！　東京の専門店でしか手に入らない期間限定品だぞ！　わざわざ学校休んで開店前に並んで買ったんだからな！　そうだよな、お嬢？」

「手を離してー！」

「みんなもよーく見ろ！　前列しゃがめ、中列は中腰、後列は中列の間に入れー！」

「何の指揮をしてるの、菜花！」

　おかしなことになってきた！　何かおかしなことになって来たー！　色んな意味ですごい子だぞ、菜花さん！

「いや、待て。どうせなら後ろからの角度も見てみたい」

「あなた誰よー！」

　でも、躊躇なく後ろから捲めくるゆずり先輩がもっとすげぇー！　初対面だろあんたー！

「ちょっとちょっと、ホントにやめて！　なにこれ、なにこれぇー！」

　まさかのパンモロ祭りに祭り上げられた椿さん、顔を真っ赤に染めながら全方位に開放されたスカートを押さえ込もうとするが…………って、いや、違う。方位はまだ、一つ残っているじゃないか。

「よーし、わかった！　じゃあ、僕が真下からの角度をしっかりとカメラに――」




「「いや、お前はだめだろぉぉ――――っ！」」




　股また下したに滑すべりこもうとしたら、毒空木と菜花さんのダブルフットスタンプが降ってきた。
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「ううう、あだだだ……」




　通学路でのハッピーな気持ちとは一転、僕は重い足取りで、もはや別宅とも呼べるほど通いなれた保健室へと向かっていた。『理科室』、『音楽室』、『職員室』―――学校の中に『室』のつく部屋はたくさんあるけれど、まさか『保健室』への訪問率がブッチギリで高くなるなんて。誰だれもが羨うらやむ美少女学園に入学が決まった当初は想像だにしなかった。

「痛みますか、ハルくん。少し休みます？」

「ああ、うん、大丈夫だよ。ありがとう、時とき宗そうさん」

「お礼なんてやめてください。わたし保健委員ですから」

　そう言うと、時宗さんは眼鏡めがねのレンズを持ち上げて柔らかく微笑ほほえんだ。

　……ああ、時宗さんは今日も優しいなあ。

　一年Ｇ組時宗愛あ結ゆ、僕の数少ない女友達の一人。保健室への道すがら、偶然この子に出会えたことが唯ゆい一いつの慰なぐさめだよ。時宗さんの穏おだやかな顔を見ていると、なぜだか元気が湧わいてくる…………ちなみに、顔からもう少し視線を下げると、さらに元気が湧いてきたりして。お腹なかまで下げちゃうと行き過ぎだ。首から下と鳩みぞ尾おちから上の莫ばく大だいな隆りゆう起きが最も活力をいただけるパワースポットで、それはもう引き込まれるようなスペクタクルが……。

「あ、あの、ハルくん、なんでそんなにわたしのブラウスを凝ぎよう視ししてるんですか………そんな至近距離で」

「え？　うわあっと、ごめんごめん！」

　い、いかん。本当に目の前の五センチの距離まで引き込まれていた。油断のならないパワースポットだな。

「ち、違うんだよ、時宗さん。僕が見てたのは決して胸ではなく、その……名札！　名札を見てたんだ。『時宗』ってそんな字を書くんだなーと思ってさ。あははは」

「今の今まで知らなかったんですか？」

「完全に知らなかったんだ。ところで時宗さん、本当によかったの？　保健室までついてきてくれて。早朝レッスンで疲れてるんでしょ？」

　聖セントシンデレラ学がく園えんでは、試験期間が近づくと希望を募つのって早朝レッスンが開講される。時宗さんはここのところ毎日のようにそのレッスンに通っているようだ。

「え、ああ、大丈夫ですって。怪け我が人にんは自分の心配だけしていてください」

　不自然極まりない話題転換にも笑顔でついてきてくれる保健委員の髪の毛は、毛先が微かすかに湿っている。

「今日はダンス？」

「はい。わたし、振り覚えが悪くって。何度もレッスン受けないと不安なんです」

「そっか。頑張ってるんだね、時宗さん」

「や、やめてください。ドンくさいだけですよ。ははは」

「出られるといいね、シンデレラグランプリ」

「そ、そんな、わたしなんかがそんな大それた大会！」

「でも、出たいと思ってるんでしょ？」

「そ、それは、まあ……」

　時宗さんはブンブンと振っていた両手を胸の前で組み合わせると、

「いつかは………ですけど」

　壁に貼はられたポスターを見つめてそう言った。

　校内のあらゆる場所に何百枚と貼り出された告知用ポスター、螺ら旋せん階段とガラスの靴くつをモチーフにしたデザインの上部には大きな白抜き文字で、




『第二十二回　シンデレラグランプリ新人戦　～燃えよ、女の子～』




　シンデレラグランプリ、略してデレプリ。

　それは、体育祭、文化祭をしのぐデレ園の最大イベントだ。

　定期試験の成績上位八名によって競われるナンバーワン美少女決定戦。毎年学外のお客さんもいれて盛大に執とり行おこなわれているのだが、その注目度は千人収容のデレ園ホールに十倍以上の観覧希望が殺到すると言えば、おわかりいただけますでしょうか？　各業界の重じゆう鎮ちんゲストも招かれるこの大会に出場することは、デレ園女子にとって最大の名誉であり、将来に直結するリアルにおいしい話なのである。

　あ、もちろんあれですよ、期末試験といったって、女子は男子と同じ五教科じゃありませんよ。

　泣く子も黙るヒロイン学校聖シンデレラ学園の女子部の期末試験は、十五教科。

　世間一般の高等教育に共通する国語数学理科社会英語のいわゆる五教科にくわえ、デレ園独自の特別教科、通称『美少女学』の十教科で審査される。美少女学は、ダンス、演技、メイク、ファッション、声楽、茶道、華道、礼儀作法等々多た岐きに渡り、単位数は普通科目を遥はるかに上回る。

　これら、女の子の美を磨みがく教科で万まん遍べんなくハイレベルな成績を収めたものだけが、誰もが羨む美の祭典、シンデレラグランプリに出場することができるのだ。

　とはいえ、美少女学を学び始めて一年にも満たない新入生と、すでに磨き上げられている二、三年生が同じ土俵に立っては勝負になるはずもない。なので、デレプリは、二学期の成績をもとに上級生が参加する本戦と、一学期の結果を元に一年生だけで行われる新人戦とに分けられている。

　さしあたって時宗さんが目指すのもその新人戦ということになるのだが……




「やっぱり無理だろうな～～、わたしみたいな地味な子は……」

　ポスターから目をそらすようにしてため息をつく時宗さん。

「ちょっと、なんでそんなこと言うの。地味じゃないよ、時宗さんは」

「今日のレッスンでも、あんた何組の子って聞かれちゃいました………クラスメートに。すごい笑顔で」

　たいがいだな、時宗さん！

「あー、あれはショックだったな～。何度か宿題見せてあげた子だったのにな～。どうせわたしなんか試験受けてもいることすら気付かれずに、零れい点てんになるんですよ……」

「暗い暗い！　暗いって、時宗さん！　自信持ちなよ。もったいないよ、時宗さんこんなに可か愛わいいんだから」

「どぅええええええええええ！　ふげ、あんっ、いたっ、ぐぅっ」

　突然すっ飛んだ時宗さんが、柱→壁→天てん井じよう→もっかい壁→床の順番に跳はね回まわった。

「大丈夫か、時宗さん！　スーパーボールみたいになってたけども」

　いよいよずっこけ方が神かみ憑がかってきたな、このドジっ子は。

「ハ、ハルくんが変なこと言うからじゃないですか！」

「いや、別に変なことは言ってないでしょ、時宗さん可愛いじゃん」

「うひぃぃぃぃ！　も、もういいです！　やめてください！　うそばっかり」

「うそじゃないって。なんでみんな気付かないのか、歯は痒がゆいくらいだもん。時宗さんの……莫大な魅力に」

「怒りますよ、ハルくん！」

　なんで怒られるんだよ、難しい子だな。

　時宗さんは鼻の下までずり下がった眼鏡を定位置に戻すと、スカートでごしごしと両手を拭ぬぐい、

「わ、わたしは誰にも見てもらえなくてもいいんです。その………一人にだけ見てもらえたら」

　頰ほおを真まっ赤かに染めてそう言った。

「ああ、お兄ちゃんだね」

「違いますよ！」

「いや、わかってるわかってる、二番目の方でしょ？」

「そっちでもなくて！」

「まさかの妹!?」

「せめて弟っ！　違う、もう兄弟はいません！　わたしが見て欲しいのは……」




　キ―――――ンコ―――――ンカ―――――ンコ――――――ン。




「あ、授業始まるよ、時宗さん。もう戻りな。こっからは一人で行けるから」




「ハルくんのばか――――――！」




　時宗さんは泣きながら廊ろう下かを駆けて行った。

　どうゆう心理変化なんだ、時宗さん。てゆーか、君が廊下を走ったりしたら………。

「きゃあああああああああああああああああ！」

　ドンガラガッシャ――――――――――――ン！　ズガッバキッドカッ、ズンッ！　　ジリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ！

「誰じゃー、非常ベル押したのはー！」、「ご、ごめんなさ―――い」




　……そうなるんだってば。

　頼むから気付いてよ、自分が背負った宿命に。本当に、色々もったいない子だよな、時宗さんって……。生徒指導の黒くろ灰ばい先生に引っ立てられていく背中を見送りながら、僕は湧き出るため息を抑えることが出来なかった。
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「先生、ただいまー」

「あ、お帰り石つわ蕗ぶきくん。今日は早かったねー、って、ばかー！」




　自宅の玄関の扉を開けるような気安さで保健室の扉を開けると、リンゴちゃんのノリのいい怒り声が返ってきた。

　姫ひめ林りん檎ご鈴りん。二十四歳、独身。極端な童どう顔がん低身長のため、生徒からリンゴちゃんと呼ばれ妹のように可愛がられているデレ園のマスコット………じゃない、養護教諭である。

「あんたって子は毎日毎日、怪我ばっかりこさえてきてー！　いったい、どんな生活送ってるの、闘牛士なの？」

「は、はあ、すみません」

　ピンとこない喩たとえだなあという思いを胸に秘めつつ、僕はリンゴちゃんを見上げて小さく頭を下げた。

　どういうわけかリンゴちゃんは僕のことを度外れた腕わん白ぱく少年だと思い込んでいるようで、毒どく空うつ木ぎと知り合ってからこっち、調子のいい時は週四で保健室を訪れる僕を、精一杯の怒り顔（これがまた可愛いんだ）で、どやしつけるのが習慣になっている。

「石蕗くんが入学してきてから消毒液の消費量が三倍になってるんだからね。今じゃ、理事長から消毒液の横流しを疑われる始末よ。給料減ったらどうしてくれるのー！」

「はあ、本当にすみません」

　リンゴちゃんを見上げつつ再び頭を下げる僕。

「わかったらもういいから、そこ座って。お薬塗ってあげるから」

　僕を見下ろして言うリンゴちゃん。

「……あ、あの姫林檎先生……」

　僕はリンゴちゃんを見上げつつ、

「それ、なにやってるんですか？」

　我慢できずにそう聞いた。

「うん？　何が？」

　一人用の鉄棒のようなものにぶら下がりながら、リンゴちゃんは愛らしく首をかしげた。

「いや、何がじゃないでしょ、何がじゃ。なんですか、この鉄棒は」

「えへへへー、いーでしょー。新しく買った背伸びグッズなの。高かったんだから。一日五分ぶら下がっているだけで身長がみるみる伸びるって優すぐれものなのよ」

　なんか見たことありますよ、そんな健康器具。

「朝から二時間はぶら下がってるからね。これは相当な背伸びが期待できるわー」

「に、二時間って！　大丈夫なんですか、そんなぶら下がってて。ちょっとした拷ごう問もんじゃないですか！」

「平気平気。怪我人が他人の心配なんてしないの。よっと！」

　リンゴちゃんは小さな掛け声をあげて着地すると、

「ほら、早くここに座って。重傷者に貴重な貴重な消毒液を塗ってあげるから……って、あれ？　あれ？　うんっ！　うんっ！」

「どうしたんですか、先生」

　不思議そうな顔で、小さな肩をブルブルと震ふるわせるリンゴちゃん。

「両肩脱だつ臼きゆうして、腕が上がらない…………」

「先生の方が重傷じゃないですか！」

「だ、大丈夫だよ！　保健の先生舐なめないでよね、脱臼ぐらい日常茶飯事なんだから」

　そんな激務だったのか、保健の先生って。

「ぐぎぎぎぎ、ぺっ。ほら、消毒液の蓋ふたくらい口で開けられるし、あとは綿棒を口に咥くわえて液を浸して…………ふぁい、ふぁおをわひて（はい、顔を出して）」

「痛々しすぎんでしょ！」

「ふぁーく！　うぇひふぁふぁふぁふっ！　（早く！　液が乾く！）」

　口に咥えた綿棒をずずいと突き出すリンゴちゃん。自然、リンゴちゃんの丸顔が僕の顔に急接近することになる。

「ちょ、近いですよ、先生。この絵面やばいですって！　変則的なポッキーゲームみたいになってますって！」

「ふぃいふぁらふぁーふ！　（いいから早く！）」
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「膝ひざの上に乗らないで！　足を腰に回さないで！　いよいよ、言い訳できないですって、この体勢！　こんなところを、理事長や生徒指導や生活指導や風紀指導の先生に見られでもしたらー！」




　――――――ガラガラガラ。




「姫林檎先生、最近消毒液の消費量が……………（理事長）」

「先生、さっきの非常ベルの件じゃが…………（生徒指導）」

「鈴、実は生徒から相談があって………………（生活指導）」

「姫林檎さん先月貸したお金をそろそろ………（風紀指導）」




　勢せい揃ぞろいで来た―――――――――っっ！




　理事長と生徒指導と生活指導と風紀指導を納得させるのに、まるまる一時間を要した。
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「えーっと。それじゃあ、ありがとうございました」




　心身ともに疲ひ弊へいして、保健室を後にすると、待ち構えていたように携帯電話が震えてメールの着信を知らせた。






　差出人：手て島しま

　件名　：おーい


　本文　：保健室で何やってんだー。リンゴちゃんとエロいことでもしてんのかー。二時間目は視聴覚室だぞ。お前の教科書持って行ってやってるからそのままこい







　……手島。時々奇跡的にカンが鋭いんだよな、こいつ。

「リンゴちゃん膝に乗せて……綿棒ゲーム……やっちゃったー……送信っと」

　携帯電話をポケットに突っ込み、僕は特別教室棟へと歩き出した。




　保健室のある本館から一階の渡り廊下を通って特別教室棟へ。絵画室、茶室、和室の前を通り過ぎて階段を上に。視聴覚室は最上階なのでダンス室、演劇室のある二階もスルーして三階へ…………。

「うおっ」

　……行きかけて、思わず階段で足を止めた。

　演劇室から、壮絶な群唱が聴こえてきたからだ。

　テンポよく、リズミカルに刻まれる何十人もの少女達の声。

　ややあって、声は始まった時と同じように、何の前触れもなく静まった。恐らく生徒の誰かが外に出るかして、瞬時に防音扉を開いたのだろう。それにしてもすごい声だったな。演劇の授業か。楽しそうだと思っていたけど、こうやって聴くとこれはこれで大変そうだ。今度はダンスレッスン室の扉が開いたらしい。ずんずんと腹に響くベース音が漏もれてくる。それに混じって聴こえるのは、先生の手て拍びよう子しと容よう赦しやのないダメ出し、そして、先生の声より大きな生徒の返事。期末試験を間近に控えて、授業も熱を帯びているようだ。一年生の誰もが新人戦出場を目指して、必死にレッスンに打ち込んでいる。

　ああ…………楽しみだなあ、シンデレラグランプリ。

　今ほどこの学園に入学出来て良かったと思うことはない。あの、デレプリを生ナマで観戦できるなんて。内部生の最大の特権だ。頑張ってくれよ、美少女達、僕が応援してるからな。

　レッスンに励はげむ少女達に心の中で最敬礼を贈りつつ、僕は今度こそ階段を上………………らなかった。

　なんだ、何か聞こえるぞ。

　足音だ。

　今まさに僕が上ろうとしている階段を猛烈な勢いで下ってくる足音がする。

　嫌な予感がする。この足音には関わってはいけない気がするぞ。早く逃げろ、僕。ほーら、言わんこっちゃない。踊おどり場ばを折り返して現れたのは、

「あ、ハル！」

　レッスン着姿の猛もう毒どくの妖よう精せいだ。

「ど、毒空――ぐぇ！」

　己の進路上に僕の姿を認めた毒空木は、減速するどころかむしろ加速して階段を駆け下りると、そのまま僕の襟えりぐりを引ひっ摑つかみ、

「ハル――――――！」

「ぐええっ！」

　体当たりの要領でビターンと突き当たりの壁に叩たたきつけた。

「協力して、ハル」

　まず謝れ！

　そう言い返そうとした瞬間、

「待てえええええええええ、毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　毒空木の後を追って雷かみなりのような怒ど鳴なり声が降ってきた。見上げれば、階段の角を削り落とすようにして駆け下りてくる美化委員の菜な花ばなさん。

「って、うわああああああ！　蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしぃぃ！」

　菜花さんは僕の姿を見るなり、下ってきたのと同じ勢いで階段を飛とび退すさった。すごい運動神経だな、この子。

「な、なんで、お前がこんなところに！」

　話せば長くなりますが、あなた達に保健室送りにされたのが始まりですよ。

「くそー、数的不利か。卑ひ怯きようだぞ、毒空木！」

　毒空木となぜか僕まで睨にらみつけて菜花さんが吠ほえる。

「知らんわ、そんなもん。つーか、あんた、どんだけ追っかけてくんのよ、しつこいな！」

「お前が授業サボるからだろうが！　さっさと教室に戻れ！」

「やーだー。絶対戻らない」

　僕の背中に隠れて、肩口からべーと舌を突き出す毒空木。

「ふん、このあたしから逃げられると思ってんのか？」

　じりりと、菜花さんが右足を踏み出すのに合わせて、

「近付くな」

「いてっ」

　毒空木は、銀行強盗が気の毒な女子行員を人質にとるように、僕の腕を後ろ手にねじ上げた。

「近付くと、こいつがどうなるかわからないよ」

「いや、協力ってそういうことかい！」

　ためらいもなく人質を取ろうとする女子高生とかどうなんだ。しかし、これは作戦ミスだ、毒空木。虫以下の存在としか認識されていない僕に人質の価値なんか……

「き、きたねーぞ！　これじゃ指一本出せねえ」

　あれ、あったんだ？　なんだよなんだよ、菜花さん。結構いい子なんじゃん。

「ふっふっふ～。どうよ、これぞデレ園最強の防御壁、蟯虫齧り虫の盾たて！　さあ、近寄れるもんなら近寄ってみな！」

「絶対できねー！」

　人質じゃなかったよ！　最強クラスのバリアだったよ！

「頼もしいわー、ハル。二人で愛の逃避行よ。このまま海まで連れてって」

　腕が折れるわ。

「ちょっと、菜花、何騒いでるの？　毒空木さん見つかった？」

　その時、階上から降ってくる三人目の足音と、エレガントな声。

「あといくら教室が防音だからって授業中に大声はやめなさい」

　角を曲がって、息を飲むほど美しい聖女が現れた。

「つ、つ、つ、椿つばきすはぁぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～～ん！」

「うわあっ、石蕗くん！　なんでここに！　あ、そうか、保健室の帰り？　怪我酷ひどかったの？」

　はい、これ！　これ、正解！　これが保健室帰りの人間に出会った時の正しいリアクションです！　体当たりとか、罵ば声せいとかもっての外です！　さっすが聖女！

　しかも、椿さんのレッスン着姿の美しいこと。二人と全く同じデザインのスパッツとＴシャツだけど、椿さんが纏まとえばそれはまるで……えっと、あの、まあ……よく知らないけど、いいとこのブランドの服みたいだよ。また首筋に光る汗が色っぽいなぁ、どぅへへへへへへへ～～。

「すごい顔してるけど、もう一度保健室に行った方がよくない、石蕗くん？」

「らいじょ～ぶ。らいじょ～ぶだよ、つぅばきた～～ん」

「これほど大丈夫じゃない顔も初めて見るけど、まあいいわ。とにかく、授業があるから毒空木さんを返してもらうわね」

「だめだ、お嬢じよう！　近付いたら、盾が、盾がー！」

「何を幼よう稚ちなこと言ってるの」

　おお、椿さん！　そうだよ、躊ちゆう躇ちよなく僕の額ひたいに触れてくれた椿さんにはこんな攻撃が効きくわけが―――

「おっと、あんたにはこれよ」

　そう言って毒空木が取り出してきたのは、何の変哲もないデレ園指定の白上靴。

「ちょ、それ……わたしの？」

　しかし、持ち主だけが判別できる何かがあるのだろうか、椿さんが顔色を変えた。

「そーよー、あんたの上靴。逃げる時にかっぱらってきたの」

　何やってるんだよ、お前は。

　レッスン室では基本的に専用のレッスン靴を履くので、その間上靴はそこらに出しっぱなしにすることになるのだけれど……そんなもんパクってどうするんだよ。

「さあ、椿ちゃん。一歩でも近付いたらこの上靴を……」

「好きにしなさい。上靴くらい」

　うん、そうなるだろうよ。学園支給の上靴の一つや二つどうなったって……。




「……ハルの鼻に押し当てて、思い切り深呼吸させるわよ」




「やめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　なんじゃその攻撃はあああああああああああ！　しかも、めっちゃ効いてるし！　椿さん膝から崩くずれ落おちちゃったし！　最低だ、人類史上最低の作戦だ！

「て、てめえ、なんて作戦を思いつきやがるんだ！　返せ、匂いを嗅かがせるんなら、あたしに嗅がせろ！」

　なんかもう、菜花さんも変なこと言い出したし！

「あーら、これが欲しいの？　じゃあ、あ～げる♪」

　歌うような口調で毒空木は上靴を天井すれすれに放り投げた。

「よっしゃー！　貰もらったあああ！」

　そして、菜花さん食いついたところを見計らって、僕の背中を強く押す。

「うわぁ！」

　不意の衝撃につんのめった僕は、上靴しか目に入らない様子の菜花さんに横から衝突し、絡からみ合あい、バランスを崩し、こけまいと踏ん張ったところで椿さんも巻き込んで、そこから何がしかの神秘的な過程をへて、

「……ふむぎゅっ」




　最終的に顔面を、うつ伏せになった椿さんのお尻しりに軟着陸させることに成功した。




「何やってんだ、お前はああああああああ―――！」

　なんでこうなるんだ、僕はああああああ―――！




「違う、違うよ、菜花さん！　今のは毒空木が――」

　振り返れば、もちろん、そこには首しゆ謀ぼう者しやの姿はない。相変わらず足速いですね、毒空木さん！

「てめえええええええええ！」

　そして、怒り狂った菜花さんの拳こぶしが唸うなりをあげて僕の顔面に、

「菜花！」

　――めりこまない。椿さんが素早く僕らの間に入り込んでくれたから、めりこまない。

「あぶねーな、お嬢！　どけよ」

「だめよ、見てたらわかるでしょ、今のは事故よ」

　………え？

「石蕗くんはむしろ被害者じゃない」

　う、うそだろ。僕をかばってくれているのか、椿さん。一度ならず二度までも顔をうずめた僕のことを。

「いやでも、お嬢ここは……もう、ここは！」

「いいから、ほら。ね？」

　納得のいかない様子の菜花さんの拳を、椿さんは両手で優しく包んで揉もみ解ほぐす。そして、拳をパーの形に変えて菜花さんの胸におさめさせると、今度は僕を振りかえり、

「ごめんね、石蕗くん。その、あの、変なことに巻き込んじゃって。気にしないで」

　頰を赤く染めながらスパッツのお尻をもぞもぞと擦こすった。

　いや、無理だろう。あの感触を気にしないとか無理だろう。

「あと、いまさらだけど入学式のことも……ごめんなさい」

「え？」

「あの時は、わたしも緊張してたから……その、びっくりしちゃって、石蕗くんにひどいことを………本当にごめんなさい」

　そう言って、椿さんは深々と頭を下げた。

「おい、お嬢何やってんだ。なんでお嬢が謝ってんだよ！」

　途端に喚わめき散ちらす菜花さん。

「そ、そうだよ、椿さん！　椿さんが謝ることなんて全然ないよ！　僕はむしろ幸せだったんだから。謝らないで、椿さん」

「石蕗くん……」

　椿さんは僕の顔を覗き込むようにして頭をあげると、

「ありがとう、優しいんだね」

　そう言って、安あん堵どの笑みを浮かべた。

　き、き、き、聖きよ――――――い！　なんなの、この子。ああ、やばい。好きになる。そんなことされたら好きになるよ。てかもうなってるよ、椿さん！

「それじゃあ、わたし達授業に戻るから。石蕗くんも勉強頑張ってね。ほら、行くよ、菜花」

　椿さんは不満げな菜花さんの背中を押すと、

「首席同士、ちゃんと一位を守り切ろうね」

　最後に完かん璧ぺきなウインクで僕の心を撃ち抜いて、階上へと戻って行った。

　僕は……僕は…………。

「頑張る！　僕死ぬほど勉強頑張るよ、椿さ―――――――――――――ん！」




　両頰を優しく受け止めてくれた膨ふくらみが踊り場の向こうに消えるまで、椿さんの後ろ姿を眺ながめていた。
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　次の日、放課後。

「よーし、それじゃあ、今日もはりっきって全ぜん告コクツアーのミーティング始めるよー！」




　毒どく空うつ木ぎの号令響く藤ふじ棚だなは、やる気と熱気に満ちていた。

　……まあ、熱気は主に外的要因のせいなのだけれど。

　暑いんだよ、ただ単に。

　五月に初めてここを訪れた時は、圧倒的な紫のカーテンが僕を迎えてくれた藤棚も、見頃の季節はすっかり過ぎて、今は緑の蔓つるが梁はりにしがみ付いているばかりだ。正午を過ぎてもまだまだ元気な七月の日差しが、隙すき間まを縫ぬってガンガンに肌に突き刺さってくる。野外での活動がそろそろ命に関わるレベルになってきた。

「あつー。ぼやぼやしてたら七月になっちゃったし。こっからはペースを上げていくよ、時間はいくらあっても足んないんだから！」

　毒空木の言う通りだ。今の僕達には何よりも時間が惜おしい。一分一秒が貴き重ちようなんだ。

「はい、今日のターゲットはＤ組の宮みや脇わきね。あたしが徹夜で作成した爆笑必至の鉄板告白作戦を配布するから、暗記する覚悟で目を通すこと！　質問は随ずい時じ受け付けるよ」

「あの石つわ蕗ぶきくん、ここ質問なんですけど」

　時とき宗そうさんが早速指を添えて、プリントを差し出してきた。

「どこ？　ああ、古こ墳ふんか。古墳は名前だけじゃなくて、写真と場所もセットで覚えないと意味がないよ」

「おっと、写真ね。いいこと言うじゃん、ハル！　はい、これが宮脇の写真。アップと引きね。一枚ずつしかないから回し見して」

「はい」「ん」「うむ」

　毒空木から回された何かの写真がものすごい早さでガーデンテーブルを一周する。

「えー、質問がないようなら、作戦の確認に入るね。えー、まずパグがハルを…………」

「ハル、私も質問なんだが」

　ゆずり先輩が椅い子すを寄せてきた。

「ゆずり先輩ですか？　二年生の範囲はわかるかな」

「…………えー、パグがハルを二年の校舎に呼び出してー」

「心配するな、私の日本史は北ペ京キン原人の時点で止まっている」

「日本列島誕生前に!?」

「聞いてんのか、お前ら――――――！」

　毒空木のちゃぶ台返しならぬ、ガーデンテーブル返しが炸さく裂れつした。

「うおーい、なにしてくれてんだ、毒空木！」

「きゃー、プリントが、飛ぶ、飛ぶー！」

　芝生しばふに舞い散ったプリントやノートを、泡あわ喰くって集めにかかる僕と時宗さん。

「違うでしょ、作戦書を拾えよ！　あんたらさっきからこそこそと何やってんの！」

　毒空木がブラジルまで踏み抜く勢いで地じ団だん太だを踏む。

「見りゃわかるだろ、試験勉強だよ」

「家でやれよ、そんなこと！　せっかくあたしがハルのために大おお真ま面じ目めに告白作戦を練ってきたのにー！」

　さっき爆笑必至とか言ってなかったか？

「つーかさ、試験期間中はツアーは勘かん弁べんしてくれよ」

「だめ」

　どす黒い瞳ひとみを光らせて、毒空木は言下に言い放つ。

「ツアーはありとあらゆる事情に優先するの。試験よりも、憲法よりも」

「そんなー、留年しちゃうよ、みゃーこ。しないにしてもゆずちゃんみたいな二年生になっちゃうよー」

「おい、愛あ結ゆ。今の発言はどういうことだ」

　思わず本音をこぼした時宗さんに、ゆずり先輩が視線を突き刺す。

「……ゆずちゃんって、いいじゃないか。続行してくれ」

「なにニヤけてるんですか、ゆずり先輩。引っかかるところが違うでしょ。本当に時宗さんの言うとおりですよ。日本史を教えて欲しいなら最低限日本史まで辿たどりついてくださいよ。北京原人ってどっちかというと考古学の分野ですからね」

「面目ない」

「はい、じゃあ原人の次に出現するのは何人ですか？」

「……キュリー夫人？」

　進化爆裂だな！

「だ―――か――――ら――ー！　べんきょ―――す―――る―――な――――！」

　毒空木が下敷きを猛烈に扇あおいで、藤棚に突風を発生させる。

「うおー！　やめろ、毒空木！　飛ぶ、プリントが飛ぶー！　止やめるから、もう止めるからー！」

「はぁ、はぁ。わかればよし。今度、神聖な藤棚でくだらない勉強なんかしやがったら、火ィつけて燃やしてやるからな、本人を」

「人を焼くな！　あと、くだらないってなんだよ。勉強は大事だろ、学びに生きると書いて学生だぞ」

「あたしにとってハルの彼女になること以上に大事なことなんてない」

　そう言って傲ごう然ぜんと薄い胸を張る毒空木。こいつはもう、清すが々すがしいほど迷いがないな。

「でもさ、ホントに勉強しないの、みゃーこ？　した方がいいよ。その……勉強は」

　眼鏡めがねのブリッジを弄いじりながら、時宗さんが申し訳なさそうに正論を言う。

「女子部の普通科目なんて一いち夜や漬づけで充分じゃん」

「そっちじゃなくて、美少女学の方だよ」

　ヒロイン養成学校であるデレ園では当然ながら、普通科目よりも美少女学に重きが置かれる。難易度だって桁けた違いだ。

「みゃーこ、しょっちゅう授業サボってるし。試験勉強くらいちゃんとやらないと本当に後輩になっちゃうよ？」

「はあ？　何言ってんのよ、白さ湯ゆ。美少女学なんてそれこそＮＯ勉強でも楽勝じゃん」

「なんで？」

「なんでって……」

　毒空木は心底不思議だというふうに時宗さんの顔を見つめると、




「あたしが可か愛わいいからよ」




　臆おく面めんもなく言い放った。

　藤棚に、『何言ってんだ、こいつ』という空気が充満する。

「はい、じゃあ、もう一度告白作戦の説明をするからね。企画書の三ページを……」

「ちょ、ちょ、待った待った、毒空木。この空気のまま先に進むんじゃねーよ。わかんねーんだよ、おっしゃってる意味がわかんねーんだよ。何なの？　可愛いから何なの？」

「はあ？　ハルまで何言ってんのよ。いい？　美少女学ってのは『美しくなる術』の授業でしょ？」

　そうですね。

「つーまーりー、元々学園一可愛いあたしには、勉強なんていらないってことじゃん？」

　……マジで言ってんのか、こいつ。

　余裕の笑みを湛たたえる毒空木の瞳には曇くもり一つ見られない。

「いや、あのさ、毒空木さん。この聖セントシンデレラ学がく園えんってのはさ、日本全国から選えりすぐりの美少女達が集まって来てるんですよ？」

「知ってる」

「そんな超絶美少女達が、新人戦に出場するために、三カ月間死に物狂いで勉強してるんだよ？」

「知ってるって」

「それでも楽勝ですか？」

「避けられないだろうね」

「それはなんでだっけ？」

「あたしが可愛いから」

　だ………だめだあああああ！　マジだ、こいつマジで言ってるよ。怖っ！　もうこえーよ。何か言ってあげてよ、そこの美少女二人。

「なるほど、一理あるな」

　納得しちゃったよ、ゆずり先輩！

「……みゃーこ、それ。まさか本気で言ってないよね」

　しかし、もう一人の美少女はそうはいかないようだ。いつもとは明らかに違った声のトーンで時宗さんが眼鏡のレンズを光らせる。

「ねえ、ちゃんと勉強しようよ。みゃーこ、可愛いし。わたしと違ってなんでも出来るんだから、本気でやったらきっと八位以内だって狙ねらえるよ？」

「だーかーらー、勉強なんてしなくても八位以内なんて楽勝だって言ってんでしょうが」

「無理に決まってるじゃん、そんなの！　ハルくんも言ってたでしょ、みんな死ぬ気で頑張ってるんだよ？　みゃーこ一人そんなんで…………」

　時宗さんはそこまで一息でまくし立てると、

「………もったいないよ」

　最後の言葉を絞しぼり出だすように吐き出した。

「大丈夫大丈夫～。あたしデレ園の入試だってぶっつけで受かったんだから」

　が、それでも毒空木はどこ吹く風、掌てのひらを扇ぐようにパタパタと振って、

「凡人どもが必死によじ登ろうとしている八位以内という頂いただきに、労せず上から舞い降りて見せましょう」

　何様だ、お前は。

「何なら一位だってとっちゃうかもね～～」

「はあ？　絶対ねーわ！　椿つばきさんがいる限り一位だけは絶ッッッ対ないね！」

　我慢できずに思わず声を荒らげてしまう僕。

「また椿さん椿さんってこのアホは…………」

　毒空木はそんな僕を疎うとましそうに睨にらみ付つけ、

「いいじゃん、じゃあ、結果を楽しみにしてなよ！　人間の手がゴリゴリに加えられた人工の美女と、神が作りたもうた天然の美女の違いをたっぷりと見せつけてやるからさ」

　邪じや悪あくに微笑ほほえんだ。

　ああ、もう。何でこういう時の毒空木は……………………こんなに美しいんだろう。

　絶対口には出してやらないけど、やっぱりルックスだけなら毒空木が一番だ。それも断トツに。でも、そういうことじゃないだろう、美少女学は。何の努力もしない毒空木が時宗さんや椿さんを押しのけて一位だって？　ない。絶対にあるはずがない。一位は絶対椿さんだ。僕達は約束したんだもん、首席を守り抜くって。

　……でも、もしや。

　そんなことを想像せずにはいられないほど、毒空木の笑顔は美しかった。
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　そして、瞬く間に試験期間の一週間は過ぎ去って。




「ま、ま、マジかよ」

　僕は震ふるえていた。

　デレ園本館玄関前の電子掲けい示じ板ばんにでかでかと公表された試験結果。それを見つめる悲喜こもごもの人の群れに交じって、僕は戦せん慄りつを抑えることが出来なかった。

「………………」

　傍かたわらの毒空木が無言で髪の毛に手て櫛ぐしを通す。

　こ、こいつ。やりやがったよ…………。

「すごい……」

　時宗さんも驚きに目をパチつかせ、ずれた眼鏡を直すことすら忘れている。

「見事だ」

　満足そうに頷うなずくゆずり先輩。

　……見事。確かに見事だ。これは見事だ……。見事、なんだよね？　見事ってことでいいんだ………よね？




　六位　奥おく田だ花か梨りん　　　　１３５８点

　七位　倉くら橋はし菜な花ばな　　　　１３３０点

　八位　毒空木美み也や子こ　　１３２５点




「……………………八位か」

「文句あんのか―――――――――っっ！」

　毒空木の怒声が校庭の隅々まで反響した。

「いや、なんも言ってないだろう、僕は。順位読み上げただけじゃん」

「いーや、言ってたね！　あの沈ちん黙もくは言ってたね！　何よ、褒ほめてよ！　すごいじゃん！　ちゃんと予告通り八位に入ったじゃん！」

　ああ、うん。そうなんだけどね。なんつーかさー。

「………………ここは一位であれよ」

「酷ひどいー！」

　いやいや、だってさ。どう見たって、これ、完全にお前が一位取る感じのフリだったじゃん。一位取らなきゃいけない流れじゃん。でなきゃ、最下位だよ。その二択しかありえないよ。よりによって、お前、八位って…………。

「……なに、ギリギリ滑すべり込こんでんだよ」

「ギリギリって言うなー！　えーん、白湯～～～。ハルが酷いよ～～～！　ちゃんと公約守ったのに、ハルが酷いこと言うよ～～～～」

　親友の雄大な胸の谷間に顔を埋うずめる毒空木。その頭を時宗さんが優しく撫なでつける…………と、思いきや。

「白湯？」

「え？　あ、ご、ごめん。えっと、すごいよ、みゃーこ！　ホントに……八位に入っちゃうなんて………が、頑張ってね、新人戦……」

　出てくるのは歯切れの悪い賞賛の言葉。そう言えば、時宗さんの順位は………




　九位　　天あま里さと李り須す　　１３１２点

　十位　　時宗愛結　　１３０１点

　十一位　桃もも園ぞの薫かおる子こ　　１２５５点




　……十位。

　いや、うん……すごいだろ……これは。これはこれで充分すごいはずだ。

「す、すごいじゃん、時宗さん！　十位だよ、十位。学年十位！　やったじゃん」

　素直な思いを口に出してみるものの、

「え？　あ……す、すごいですかね？」

　時宗さんは俯うつむき気味に、遠慮がちな笑みを零こぼすばかりだ。

「すごいって！　学年で十番目の美女ってことだよ！　ねえ、ゆずり先輩？」

「うむ、立派じゃないか。胸を張っていいぞ、愛結」

　ゆずり先輩も力強く太たい鼓こ判ばんを押してくれるのだが、

「そ、そうですね。すごい……ですよね。ありがとうございます。ははは」

　時宗さんの笑顔は晴れないまま。

　……やはり、胸中は複雑のようだ。ちくしょう。それもこれも毒空木が中途半端に八位に滑り込んだりするからだぞ。どーしてくれんだ、何言っても微妙な空気にしかならねーよ！　すごいのに。時宗さん、十位ってすごい順位なのに！

「白湯……」

　毒空木は悲痛な面おも持もちで親友の両肩に手を添えると、

「落ち込むことないよ」

　慰なぐさめんじゃねーよ！　だから、すごいんだって！　十位はすごい順位なんだって！

「こんな採点絶対おかしいもん。あたし採点なら、あたしと白湯で同率一位だもん」

　いや、お前の採点とか知らねーし。

「はい、気にしなーい。こんなインチキ採点、もう気にしなーい。ぺいぺいっと！」

　まるで犬でも追い払うように、ぺいぺいっと手を払う毒空木。

「イ、インチキってお前な……」

「なによ、文句あんの。てゆーか、ハルの成績はどうだったのよ！　そうよ、あたしらばっか見て不公平じゃん！」

　毒空木が他を貶おとしめて、相対的に自分を上げる作戦に出たようだ。

「いや、別に僕はいいだろう」

「よくない、見せろー！　ここか？　ここかー？」

「うわ、やめろって、こら！　なんでお前は男のズボンのポケットに平気で手を突っ込めるんだ！」

　順位を公表する必要のない普通科目の成績は、美少女学のように大々的に掲示されることはない。個人個人に成績表が配られるだけなのだけど……。

「みっけたー！　どれどれ九位以下だったら死ぬほどバカにしてやるからなー」

　毒空木は、ポケットから今朝貰もらったばかりの成績表をむしり取ると、奪い返そうとする僕を背中でブロックしつつ、二つ折りのそれをズバッと広げ、

「…………うわ」

　そのままの姿勢で固まった。

「これは、本当に見事だな……」

　ゆずり先輩が目をしばたたかせ、

「ハルくん、すごいです……」

　時宗さんも驚きの声を漏もらす。そしてその声は、

「……それに比べて……だめだなあ、わたし一人……」

　すぐに弱々しい呟つぶやきへと移行する。

　ほら、こうなるじゃん。時宗さんこうなっちゃうじゃん。だから見られたくなかったんだよ。

「もう、返せよ、毒空木」

「うぐぐ。なにこれ、嫌味～～。仕組んだでしょ！　わざとあたしに奪い取らせるように仕組んだでしょ！」

「どんな言いがかりだよ、それ。もういいだろ、返せって。ああ、こら、丸めるな！」

　成績表を丸めた右手をグルングルン回して、毒空木が遠投力を発揮しようとしたその瞬間、




『きゃー、椿さーん！　おめでとうございますー！』

『きゃー、さすがですー』

『きゃー、尊敬しちゃいますー』




　群衆から一斉に黄色い声援が沸わき上あがった。

　人波に埋もれて全く姿は見えないけれど、どうやらおいでになったようだ。努力する天才が。

「はー。わかってたけど、すごすぎですよねー」

　十五歳とは思えないほどの深いため息とともに、時宗さんが掲示板を見上げる。

　順位表の先頭には燦さん然ぜんと輝くその名前。







　一位　椿玲れい奈な　　１５００点







「フルマークか……末恐ろしい一年生だな」

　脱帽と言った具合に、ゆずり先輩が首を振った。

　さすがというか、なんというか。椿さんもあの日僕と交わした約束を、最高の形で守ってくれていた。

「いや、おかし過ぎんでしょうが、オール満点って。明らかに学力以外の力が働いてんじゃん…………金とか」

「うぉぉい！　やめろ、毒空木！　そーゆーこと言うんじゃないよ！」

「もしくは枕まくらね」

　誰だれか、こいつの口をふさげー！




『ちょっと、聞いたー？　今の発言』

『聞いた聞いた、なにアイツー』

『なに椿さんにケチつけてんのよ』




　……遅かった。一瞬にして僕らの周囲に視線の包囲網が完成する。

　くそう。だから、止めろって言ったのに。この学園にどれだけの椿ファンがいると思ってんだよ。

「あぁ？　なんだ、お前ら」

　睨むな睨むな、毒空木。




『うわ、スゲー睨んでるんですけど』

『僻ひがんでんのよ。学園ナンバーワン美女（笑）が、あの順位だもんねー』

『お前が枕やれよって話じゃん。あはははははは』




　そんな事したって無む駄だなんだよ。暖の簾れんに腕押し。下へ手たすりゃ十倍返し、百倍返しの悪意の視線と聞こえよがしの囁ささやきが返ってくるだけだ。

　いつまでたっても慣れないなあ、この空気。女の子特有のこの空気。直接何かされるわけじゃないけど、悪意に包囲されるこの感じ。まあ、今回は完全に僕らが悪いわけだけど。

「もう、行きませんか、先輩？」

「そうだな、行くぞ、みゃーこ」

　ゆずり先輩が毒空木の肩を抱き込むようにして歩き出す。不ふ穏おんな空気を察した時宗さんも毒空木の姿を隠すように寄り添った。

「ちょっと、近いって、二人とも。なによ、要人か、あたし」

　ゆずり先輩と時宗さんのＳＰ然とした振舞いに、ちょっと吹き出す毒空木。

　よし、猛もう毒どくの妖よう精せいが笑ってるうちに、このまま包囲を抜け出して―――




『うえ、変人ばっかで群れてんじゃん。きもー』




　―――――っ！

　その動きは僕の予想を遥はるかに超えていた。

　猛毒の妖精は猫のようなしなやかさで二人のＳＰの間をすり抜けると、

「――きゃあっ、痛い」

　女子生徒の髪の毛を捩ねじり上あげていた。

「……今、何て言ったの？」

　悪お寒かんが走った。体感温度が二、三度下がるような、この感じ。猛毒の妖精が本気で怒っている時だ。

「やめろ、毒空木！」

「ねえ、聞いてるでしょ？　答えてよ、何て言ったの？」

「痛い、離せ、ふざけんな！　痛いって、違う、あたしじゃないって」

　僕の制止も、泣き叫ぶ女子生徒の悲鳴も聞こえないかのように、毒空木はさらに指に力を込め、

　ピピ――――――ッ！

　そこでようやく鳴り響く笛の音。

「何やってんだ、毒空木！」

　菜花さんと椿さんが人垣を割って飛び込んできた。

「ん、何？　友達とじゃれてただけだけど？」

　その頃にはもう、毒空木はとっくに女子生徒から手を離して、妖精のような笑顔に戻っていたりして。

「じゃれてただけだと？」

「うん。そうだよね～、有あり坂さかさん？」

「ひぃ！　う、うん！」

　青ざめた顔をこくこくと震わせる、『有坂』という名札を付けた女子生徒。可か哀わい相そうに、そのまま転がるように人垣の中に逃げて行った。

「……おい、本当に友達なのかよ、あいつ」

「ホントよー、少し変わってるの、あの子。でも、大好きよ[image: ]」

　すごい噓うそつくな、この女。

「まあ、ならいいけど」

　いいのかよ。イメージ通りというと失礼かもしれないけど、細かいところ気にしないタイプなんだな、菜花さん。

「んんー」

　勢いよく飛び込んできた手前、なかなか帰かえり辛づらいのか、菜花さんは特に意図のない視線を掲示板に向け、

「八位か…………やるじゃん、さすが猛毒の妖精だな」

「…………」

　おい、褒められてるぞ、毒空木。何か言え。『いえ、菜花さんの方こそ、七位なんてすごいわね～。おほほほ～』とか言え。『すごいわね～』の『ね～』の部分で超微笑め、毒空木。

「ふん、上の順位から見下すなっつーの」

「あぁ、なんだとぉ？」

　言わないよねー、お前はねー。

「そんなこと言わないで、毒空木さん。わたし達ホントに感心してたんだから。あれだけ授業をサボってて、一桁入りしちゃうんだから。ね、菜花。あなたもすごいって言ってたよね？」

「ちょ、言わなくていいよ、お嬢じよう！」

「ふふふ、いいじゃない別に」

　険悪になりかけた二人の間にエレガントに割って入り、素早く和なごやかな空気を作り上げる椿さん。ホントにもう、結婚してくれないだろうか。

「でもね、毒空木さん。ちゃんと授業を受けていたらもっと上の順位まで行けていたはずよ。わかった？　自分がどれだけもったいないことをしていたか。美しさは内面から。二学期からはもっと真剣に授業に取り組んでみない？」

　うまい。話の持って行き方がうまいわー、この人。ほんと、なんでもできる人だなー。

「…………」

　いや、何か言えよ、毒空木！　何で僕を見てるんだ。やってくれんだろ、椿さん。うまいことやってくれてんだろ！

「まあ、いいわ。ちょっと考えてみて。それじゃあ、新人戦楽しみにしてるからね」

　特に気を悪くした様子もなく、椿さんは見るものの気持ちを幸せにする笑顔を浮かべて踵きびすを返す。




「何言ってんの。あたし、大会なんて出ないから」




　その一歩を、毒空木の一言が引き留めた。

「……えっと。ど、毒空木さん、今、何て？」

　振り返った椿さんは、さすがに笑みが引きつっていた。

　椿さんだけじゃない。今の発言を聞いていたすべての生徒の顔が一瞬にして凍こおりついている。

「お、お、おい、毒空木。何言ってんだ、お前……」

　もちろん、僕だってその一人だ。

　いや、噓だろう。いくら何でも、噓だろう。誰もが憧あこがれるシンデレラグランプリを、そのためにこの学園に入ってきた生徒だって少なくないシンデレラグランプリを………辞退するだと？　噓だよな、噓だと言えよ、毒空木。

「ふ、ふざけんなよ、お前、そんなことが許されると思ってんのか」

　問いただす菜花さんの声も震えている。

「知らないし。あたしは忙しーの」

「忙しいことなんてないだろ、部活もやってないくせに！」

「やってるわ！　園芸部一人で支えてるっつーの！」

「なんだ、それ。そうじゃねーだろ、お前は」

「はあ？」

　菜花さんは摑つかみかからんばかりの勢いを若干弱めると、毒空木の真っ黒い瞳を正面から見み据すえ、

「お前、静せい蘭らんの９番だろ」

「――――っ」

　途端に、毒空木の顔色が変わった。

「地区大会の決勝のことはあたしも噂うわさで聞いてるよ。でも、だからってサッカーやめる理由にはならないだろ……うおっと」

　菜花さんの言葉が最後まで語られることはなかった。

「勝手なこと……言うな」

　全身から殺気を漲みなぎらせる毒空木の掌が、菜花さんの口をふさごうと伸びてきたからだ。

「てんめー」

　すんでのところで身をかわしたものの、菜花さんも完全にスイッチが入っちゃった様子だ。

「やめなさい」

　そんな二人の間に椿さんが割って入る。男の僕ですら怯ひるむ猛毒の妖精の眼光を堂々と受け止めて、

「気に入らないことがあれば、すぐに暴力、獣ですか、あなたは」

「なんだと！」

「ここは女の子が美しさを磨みがく聖シンデレラ学園です。部活もしない、授業に励はげむこともしない。あなたは一体、何をしにこの学園に来ているの！」

「うぐぐ」

　…………ど正論。さすがにここは、黙りこくるしかない毒空木。椿さんはそんな毒空木に真しん摯しな眼まな差ざしを向け、

「確かに、シンデレラグランプリは強制じゃないし、あなたがどうしても忙しいというのなら欠場は仕方ない。でもね、出来る限り出場して欲しいの。みんなが出たくて出たくてしょうがない大会だから。何より、あなたの将来にもきっとプラスになるはずよ。ね、毒空木さん」

　そして、穏おだやかに微笑みかけた。

　これだ。ここでこの笑顔が出せるところが、椿さんのすごいところだ。笑顔の効果を経験的に知り抜いているんだろう。単純なルックスの良さだけなら、多分毒空木が勝まさる。それでもここで笑える椿さんは誰より人を虜とりこにする。美は内面からとは、こういうことなのだろう。

「ねえ、毒空木さん。何が忙しいのか教えてくれないかな？　わたしが手伝えることならなんでも協力するからさ」

　そんな、圧倒的ともいえる笑顔に打ちのめされた毒空木は…………

「お前に手伝えることなんて、あるか、あほおおお！」

　……ただ逃げだすことしかできなかった。




「待って、みゃーこ！」

「みゃーこ！」

　とっさに後を追おうとして駆け出す、ゆずり先輩と時宗さん。

「ストップ、二人とも！」

　僕はその前に立ちふさがり、

「危ないっ」

「ふんぎゃあ！」

　そのままゆずり先輩に吹き飛ばされた。くそう、椿さんのようにエレガントには割り込めないな。

「何をしてるんだ、ハル！　急に出て来るな。ほら、立て、ハル。みゃーこを追うぞ！」

「いや、ダメです。今は、そっとしておいた方がいいです。あいつも多分それを望んでます」

「そんなわけないだろう！」

　そっとしておいた方がいいです。そんな言葉を笑顔に込めて、僕は首を振った。ゆずり先輩は一瞬時宗さんと顔を見合わせ、それでも追うべきだと訴えるが、僕はもう一度笑顔で首を振る。

　その時、




　――――『ハルー、あったしだよ～～♪　ハルー、あったしだよ～～♪』

　――――『トゥルルリララルルリリララララ～♪』

　――――『ぴりりり。ぴりりり。ぴりりり』




三種類の電子音が、それぞれにメールの着信を伝える。タイミング的に一斉送信と思われるメールを開くと、






　差出人：みゃーこ[image: ]

　件名　：なし

　本文　：何してんの、早く！





　……？　さらに間を置かずに、メールがもう一件。






　差出人：みゃーこ[image: ]

　件名　：なし

　本文　：二階！





　ざっくりとした案内に従って、三人で校舎の二階へ上がってみると……




「なんで誰も追っかけてくんないのよ、ばか～～～～～～～～～」




　毒空木が、廊ろう下かで膝ひざを抱えてベソをかいていた。

「なんでって……」

「ハルくんが……」

　時宗さんとゆずり先輩、二人分の追及の視線が僕を刺す。




　えーっと、すみません、二人とも…………完全なる僕の見当違いでした。




[image: ]






　翌日。




「おい、ハル！　立たち川かわさんだ！　うひー、今日も可か愛わいいなー！」

「いいなー、立川さん。顔は可愛い系なのに首から下がモデル体型なのがまた堪たまらんわー。おお、渡わた辺なべさんだ！　水曜日の渡辺さんが通るぞ、手て島しま！」

「ああ、惜おしい！　やっぱり火曜の方がいいな、渡辺さんは」




　僕と手島は今日も光の道で朝練に励はげんでいた。

　期末試験も終了し、いよいよ十日後に迫った新人戦。その開幕が待ちきれないとでもいうように、光の道にはいつも以上の数のファンが押し寄せ、異様な熱気を作り出していた。彼らのお目当てはもちろん、




『うおおお、青あお桐ぎりさ――ん、大会出場おめでとー！』

『新人戦頑張ってね、五ご色しきさぁぁぁぁぁぁぁん！』

『椿つばきさ―――ん、絶対優勝してくれよ――！　椿さぁぁぁぁぁん！』

『うおー！　椿さぁぁぁぁん！　そいやそいやそいやー！』




　期末試験八位入りを果たし、新人戦出場を決めたシンデレラ達だ。

　彼女達が通るたび、光の道はちょっと危険を感じるくらいの盛り上がりを見せる。例えるなら、神み輿こし？　そう、シンデレラ一人につき神輿一基分の熱狂度だとお考えくださればわかりやすいでしょう。わかり難にくいですか？　ならいいです。忘れてください、今の喩たとえ。

　主役を射止めたという自負からだろうか、熱狂とレンズの壁を通り抜けていく彼女達は、心なしか昨日よりも美しく見えた。

　女の子とファンが一体となって作り上げていくデレ園最大の祭典シンデレラグランプリ新人戦。情熱は、噴火直前の火山のように静かに、しかし、確実に高まりつつあった。




　………ただ、一人。滑すべり込こみのシンデレラを置き去りにして。
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「石つわ蕗ぶきくーん」




　放課後。

　今日も今日とて中庭に向かうべくグラウンド沿いの石いし畳だたみを歩いていた僕を、凜りんとした声が呼び止めた。僕が認識している限り、この学園で僕のことを君付けで呼ぶ女子生徒は二人だけだ。時とき宗そうさんでないとしたら………

「待って、石蕗くん」

　ぐはあぁっ、やっぱり椿さんだぁぁぁ～～～。

　これはどういうことだ。椿さんが手を振りながら僕の方へ走ってくるじゃないか。走る姿も絵になるなあ。まるで、青春映画のワンシーンを見るようだ。ああ、いけない。見とれている場合じゃないぞ。椿さんにだけ長い距離を走らせるわけにはいかない。僕からも走って迎えに行かないと……っていや、それも変か。そんなことしたら、真ん中で抱き合う以外にないもんな。となると、やはりカッコいい立ち姿でステイしているのが正解か………いや、カッコいい立ち姿ってなんだ。そんな引き出し僕にあるか。あれ、なんでだ。追い詰められてるぞ。どうすりゃいいんだ、僕。椿さんが会話に適当な距離に辿たどり着つくまで、なにしてたらいいんだ、僕。ただじっと顔を見て待ってるのも気持ち悪いし、かといって視線を逸そらしているのも違う気がするし。ええ、噓うそ、視線の置き場まで定まらなくなっちゃったよ。もう、だめだ、息が出来ない。誰だれか助けて！

「ねえ、石蕗くん。毒どく空うつ木ぎさん見なかった？」

　などとゴチャゴチャ考えてる間に、椿さんが目の前までやってきた。

「毒空木？　あ、いや……見てないけど」

「そう。さっきまでいたと思ったんだけど、どこ行っちゃったんだろ、あの子」

　ため息まじりに辺りを見回す、椿さん。

「えっと、毒空木に何か用事？」

「うん、用事っていうか、なんとか新人戦に出てもらうように説得しようとしてるんだけど……あの子、足が速くって。話しかけようとしてもすぐにどこかに行っちゃうの」

「ああ、そうだね。アイツが走り出したら狙そ撃げきでもしないと止められないよ」

「死んじゃうじゃない、そんなことしたら」

　うん、冗じよう談だんだと思うよね。でも、いるんですよ、実際にそれに近いことをした人が。

「ねえ、悪いんだけど、もし毒空木さんを見かけたら石蕗くんからも言ってくれないかな？　あたしじゃ全然聞いてくれなくて」

「うん、わかったよ」

「ありがとう。お願いね、石蕗くん。それじゃあ」

　そう言うと、椿さんはまた校舎の方へと戻って行った。

　……やべー。椿さんと普通に会話しちゃったよ。これはもう、あれか、付き合っていると判断していいんだよな。ああ、後ろ姿も素す敵てきだな、椿さん。

　僕と別れた椿さんは、すぐに美化委員と思おぼしき女の子に呼び止められていた。そして、話すうちに二人、三人と周りに人が集まってくる。

　人望ハンパねーな、椿さん。羨うらやましい反面、大変そうにも見えたりする。大会に向けて、これからどんどん忙しくなるんだろう。出場者である椿さんは自分の準備もあるはずなのに。本来なら毒空木の不出場問題になど構ってられないはずなのに。

　………毒空木か。

　椿さんの手前、説得するとは言ったけれど。一度言い出したらきかないからなあ、あいつ。とりあえず、藤ふじ棚だなで会ったら一言くらいは言ってみるか。

　そう思いつつ一歩を踏み出すと………………あれ？　いるじゃん。

　藤棚まで出向く必要もなかった。

　新校舎と旧校舎の間、ちょうど中庭の入り口のところに植えられた一本の楡にれの木の下に、ふわふわの髪の毛をなびかせたアンティークドールを思わせる少女が立っていた。いや、立っていたというと、正確じゃあないか。あの立ち姿は……………隠れていた？




「おい、毒空木」

「ひいぃぃぃぃぃっ」

　どうやら、隠れていたで正解のようだ。

　不意に後ろから声をかけると、毒空木は飛び上がらんばかりに驚いて、

「な、なんだ、ハルか。やめてよも～～～～」

　背中をずりずりと幹に擦こすりながら尻しり餅もちをついた。

「何やってるんだよ、こんなところでコソコソと。椿さんが探してたぞ」

「うん、知ってる。朝からずっと椿に追いかけ回されっぱなしだからね」

　聞く分には羨ましい話だな。

「羨ましいわけあるか！　顔合わせる度たび、大会出ろ出ろってしつっこいんだから！　今日一日で百回は言われたかな。もー、うんざり。隠れでもしないとやってらんないわ」

「そうなのか。それならそれでさっさと藤棚にでも逃げ込めばいいのに。こんなところで何やってんの？」

「え、いや、別に何ってわけじゃないけど……」

　きまり悪そうにスカートの埃ほこりをぱしぱしとはたく毒空木。そう言えば、隠れて何かを見ていたようだったけれど……。

　毒空木の肩越しに見えるのはデレ園のグラウンドと部活に励む少女達。

　あの集団の中の、誰かを見ていたのか………いや、それとも見ていたのは、誰かではなく、集団そのもの？

「サッカー部………見てたのか、毒空木？」

「は、はぁぁ？　み、見てないし！　ぜ、ぜ、全然見てないし、そんなん！」

　あからさまにうろたえる毒空木。どうやら図星の様だ。

「ち、違うって言ってんじゃん！　あたしが見てたのは、その…………ミ、ミジンコピンピンよ！」

「ごめん、何を見てたって？」

「あれ、知らない？　ミジンコピンピンよ」

　これほど知ってる気がしないものも珍めずらしい。

「ほら、なんか焦点ズラしてボーっと景色見てたらさ、目の前に透明の丸とか線とかで出来たグニグニした塊かたまりみたいなのが浮かんでくるじゃない。あれをね、ウチの中学ではミジンコピンピンって呼んでたの」

　あれ見えるの僕だけじゃなかったんだ！

「それを……………見てたの」

「いや、噓つけ！　どんな言い訳だ、それ。いくらなんでも他にやることあるだろう」

「何よ、やることって？」

「え？」

　ただのツッコミゼリフに毒空木が敏感に反応する。

「何って……お前、そんなの……」

「何よ？」

　自分で心当たりがあるからだろうか、毒空木の顔からおどけた雰ふん囲い気きが剝はがれ落おちる。

「……本当に出ないつもりなのか、新人戦？」

「なによ、ハルまで。言ったじゃん、あたしは忙しいの！」

「何に忙しんだよ？」

　そう尋たずねると、毒空木はキッと下した唇くちびるを嚙かみしめて、

「ツアーに決まってんでしょうが！」

　吠ほえるようにそう言った。

「う、噓だろ！　そんなことで、新人戦を？」

「そんなことって何よ！　これも前に言ったでしょ！　あたしは、ハルの彼女以上になりたいものなんてないの！　だから、ツアーは何よりも優先されるの！　くだらないミスコンより！　部活より！」

　……部活？

　口に出してしまったその言葉を後こう悔かいするように、毒空木はふいっと顔を背そむけた。

『お前、静せい蘭らんの９番だろ』

　同時に、昨日の菜な花ばなさんの言葉が蘇よみがえる。

「毒空木ってさ、サッカーやってたのか？」

「……知らない」

　いや、やってたって言ってるようなもんだろう、その反応は。

　９番はストライカーが背負うナンバーだ。毒空木のあの足の速さと俊しゆん敏びんさ、そして異常なほどの闘争心とキック力が合わされば、恐ろしく優秀なＦＷフオワードができあがるだろう。

「……なあ、なんでサッカー部入らないの？」

「…………………………………………………」

　毒空木は答えない。

　ただ背中を向けて会話を続ける意思のないことだけを示す。

　自然、僕らは黙ってサッカー部の練習を眺ながめる形になった。まあ、練習と言っても、顧こ問もんの先生を待つ間の遊びの紅白戦のようなものみたいだけれども。和なごやかムードでボールを蹴る中、一人本気でボールを要求しているのは、

「あれ、菜花さんじゃん」

　あの子、サッカー部だったのか。菜花さんはボールを足元に収めるとそこから猛烈な勢いでドリブルを発進させた。一人抜き、二人抜き、

「おお、三人抜いた！　うまいなー、菜花さん」

「うまくない」

　バッサリと切り捨てる毒空木。

「馬力とスピードで抜けてるけど、ボールの置き所が悪いし、そもそもあの位置でドリブルする意味がない。さっさと蹴り出せっつーの」

　………知らないとか言う割に、随ずい分ぶんと詳しそうだな、毒空木さんよ。

　僕にそう指摘される気配を感じたのだろうか、

「……今日は、帰る」

　毒空木が鞄かばんを拾い上げた瞬間だった。




「――ぐああぁっ」




　うめき声が耳に飛び込んできた。

「なに？」

「菜花さんだ！」

　毒空木の肩越しに確かに見えた。突然、菜花さんが転倒した。グラウンドに倒れ込んで足を押さえている。

「どうしたの、あいつ！　誰かにぶつかったの？」

「いや、違う。走りながら一人でこけたみたいだったけど………」

「……いけない」

　毒空木の顔色が変わった。菜花さんは動けない。部員たちは突然のことに対処できずに、うずくまる菜花さんの周りでうろたえるだけだ。

「ハル、保健室！」

「え？」

「急いで！」

「お、おう！」

　声に突き飛ばされるようにして走り出した。鞄を放り出し、グラウンドを突っ切って、サッカー部の只ただ中なかに飛び込む。




『うわあっ、蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし！』

『なんで、ここに！』

『きゃああああああ！』




　悲鳴をあげて次々と飛とび退のいていく部員達。いいよいいよ。今は逆に好都合だ。

「菜花さん！」

　僕は、額ひたいを土に擦りつけるようにして横たわる菜花さんの横に滑り込むと、

「嫌だろうけど、ちょっとの間、我が慢まんして！」

　一応、一言断ってから首とモモの下に腕をいれ、

「よぉぉいしょおっ！」

　一気に抱え上げ、そのまま保健室へと直行した。

「揺らさないで！　そっとよ、ハル！」




　毒空木の心配そうな声が背中から追いかけてきたような気がした。
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「―――菜花っ！」




　椿さんが保健室に飛び込んでくると、そこにいた全員が一斉に扉とびらを振り返った。

　僕と、リンゴちゃんと、数人の女子サッカー部員と美化委員の女の子、そして、

「ごめん、お嬢じよう…………やっちまった」

　ベッドに寝かされている菜花さんだ。

「姫ひめ林りん檎ご先生、菜花はどうなっちゃったんですか？」

　息を整えながら、椿さんはリンゴちゃんに問いかける。

「多分靭じん帯たいを痛めたんだと思う。大きな病院で検査を受けないとなんとも言えないけど、そうだね……一カ月は安静ってことになるかな」

「――一カ月」

　養護教諭の宣告が全員の頭に重くのしかかってきた。

　新人戦は十日後だ。

「菜花……」

　椿さんの呼びかけに菜花さんは応こたえない……応えられない。

　そんな菜花さんの土まみれの手に、椿さんはそっと己の手を重ねると、

「可か哀わい相そうに。痛かったでしょ……可哀相に……」

　ゆっくりと指先に向かって撫なで下おろした。まるで、自分の中の何かを掌てのひらから分け与えるかのように、優しく、優しく。

「お嬢……」

　菜花さんは歯を食いしばって包帯の巻かれた右足に目を落とし、

「だーっはっはっはっは！　やっちっまったーい」

　突然、豪快に笑いだした。

「いっやー、明日から大会の準備だからさ、今日からしばらくボール蹴れないじゃん？　そう思ったらなんか、気合張り過ぎちゃったわー、バカだね、あたし」

「菜花……」

「なんか、これで新人戦出られなくなっちゃったけど、まあ、しゃーねーか！　もともとさ、ミスコンなんて柄がらじゃないしなー。どうせ出場したところでお嬢にぼこぼこにされるだけだし。ちょうどいいわ、あたしは高みの見物に回らせてもらうよ。だはははは」

　保健室の空気を揺るがせて大笑する菜花さん。多分、一緒になって笑ってあげるのが正解なんだろうけれど、笑える人間なんて誰もいなかった。

「まったくよ。せっかく生意気な菜花をメタメタにしてやろうと思ってたのに。うまく逃げたわね」

　椿さん以外は。

　結局二人は、サッカー部の顧問の先生が車の準備が出来たと迎えに来るまで、ずっと笑い合っていた。菜花さんがサッカー部の面々に付き添われて保健室を出ていくまで、ずっとずっと。

「本当に付き添わなくてよかったの？　椿さん」

　駐車場まで付いていくというリンゴちゃんを見送って、僕は保健室の扉を閉じた。

「うん……あの子、あたしがいると泣けないから」

　そう言って微笑ほほえむ椿さんは、いったいいつ泣けるのだろう。

　それから、椿さんはしばしの間、菜花さんの残像を探すように閉じられた保健室の扉を見つめていたが、

「さてと、何はともあれ、これからよね」

　不意に顔の前でパンと音を立てて手を合わせると、

「さあ、みんな上を向いて。忙しくなるわ。すぐに大会運営部に連絡を。代役の選定を始めてもらって。あと、菜花の仕事の分担は……」

　すぐさま美化委員の顔を取り戻し、テキパキと指示を飛ばし始めた。

　さっきまでの不安な表情が噓のように瞳ひとみに生気が宿っている。十五歳でここまで感情をコントロール出来る子がいるなんて。

　本当に、椿さんはいつ泣けるのだろう………。

「ねえ、石蕗くん」

「はい、なんでございましょう？」

　なんて、ごちゃごちゃと考え事をしていたら、また間抜けな敬語がこぼれ出た。

「協力してくれないかな」

　しかし、今度の椿さんは神妙な面持ちのままだ。

「協力？」

「うん、菜花がああなった以上、代役を立てるしかないわ。でも、代役が二人の新人戦なんて前代未聞だし。毒空木さんだけでも何とか出場してもらいたいの。説得に力を貸してもらえないかな？」

「ああ……うん」

　協力か。もちろん構わないんだけど……………その話、どこか別の場所でしてもらえませんかね、椿さん。いや、すみません。シリアスな雰囲気の中、わがまま言ってすみません。でも、すげー居心地悪いんです、この保健室。視線が、てめーなにウチらの椿さんと気安く喋しやべってんだよってゆー美化委員の女の子達の視線が、さっきからガンガン突き刺さってくるんです。

「ああ、大丈夫よ、石蕗くん。あなたに毒空木さんの説得を任せたいってことじゃないから」

　僕の逡しゆん巡じゆんの表情をどう勘かん違ちがいしたのか、椿さんは『安心してね』といったふうの笑顔で言う。

「毒空木さんが何をあんなに忙しくしているのか、そこのところの事情を知っていたら教えてもらえないかなと思って」

「忙しい事情？」

「うん。それがもしわたしに手伝えることなら手伝いたいと思って。そうすれば、毒空木さんにも新人戦に出場する余裕が出来るかもでしょ」

「ああ、うん……そうだね」

　ええっと、これは困ったぞ。毒空木が新人戦出場を拒否する理由は、一応本人から聞いている………けれど。いいのか、あんなこと教えちゃって。ただでさえ誤解を招きやすいデレ園全ぜん告コクツアーの詳細とか、このタイミングで美化委員の大ボスに教えちゃっていいものか。怒られたり……しないだろうか。

「お願い、石蕗くん」

　椿さんは、今度は僕の逡巡を読み間違えなかった。言いよどむ僕の手を両手でしっかと包み込み、

「あなただけが頼りなの」

　僕の目を真っ直ぐに見つめて、破壊力抜群の困り顔でそう言った。




「教えるよ、椿さん！　僕の知ってる限り、事細かになんでも教えるよ、椿さ――ん！」




　そうだよ、デレ園が誇る究極聖女が怒ったりするわけがない。

　気が付けば、僕は今日一番の笑顔でそう答えていた。
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「……デレ園全告ツアー？」

　一通りの説明を飲み込んだ後、椿さんはボツリとそう言って、

「うん」

　僕はコクリと頷うなずいた。

　よかった。ややこしい話だから正確に伝えられるか不安だったけれど、どうやら誤解なく真実を理解してもらえたようだ。熱弁した甲か斐いがあったってもんだ。

　………ところで、数分前から椿さんの眉み間けんに見たことのない皺しわが発生している気がするけれど、気のせいだろうか？

「デレ園の女の子に片かたっ端ぱしから告白していくツアー？」

「うん」

　その皺がみるみるうちに深くなっていく気がするけれど、気のせいだろうか？

「……それが、シンデレラグランプリを辞退する理由？」

「うん」

　椿さんの顔が両手に覆われちゃったけど、

「……め、恵まれた才能を学業にも、部活にも活かせない理由？」

「う、うん」

　声が震ふるえているような気がするけれど、気のせい………ではないよな、これは。

　あ、あの、もしかして、椿さん……？

「怒ってたり、します？」




「当たり前でしょう！」




　保健室の空気が震しん撼かんした。

　椿さんが怒りに声を荒らげる姿を初めて見た。

　恐らく彼女達もそうなのだろう。怒ど鳴なられた僕よりむしろ、後ろに控えていた美化委員の女の子達の衝撃の方が、遥はるかに大きいように見えた。

「信じられないっ、信じられないっ！」

　未いまだ怒りの収まらない椿さんは何度もこの言葉を繰り返すと、

「全デレ園女子の憧あこがれのシンデレラグランプリを、菜花が泣くほど出たかった新人戦を、そんなくだらない理由で棒に振るなんて！」

　最後にもう一度、感情を言葉にのせて吐き出した。

　そして、

「くだらないって何だ、こらあああああああ！」

　窓際で萎い縮しゆくしていたおさげの美化委員の女の子に思い切り怒鳴り返された。

　……………え？

　瞬時にして、部屋中の視線を独ひとり占じめにするおさげちゃん。

「え？　え？　ち、違います！　あたしじゃありません！」

　手と首を振れるだけ振りまくるその後ろには、校庭が見渡せる窓ガラス。

　……ああ、このパターンは覚えがあるぞ。青い顔のおさげちゃんに手刀を切りつつ、身を避よけてもらい、窓ガラスをガラガラと開いてみれば、

「ふー。ふー。ふー」




　………窓の下に、汗でベッタベタになった毒空木が三角座りでしゃがんでいた。




　この炎天下でなにやってんだ、毒空木―――っっ！

「ハ……ハル……暑い……」

「そうだろうよ！　入れ入れ、熱中症で倒れるぞ」

　じっとり湿った濡ぬれ空木を冷房の効きいた保健室に引っ張り込んでやる。

「ああ、涼すずしぃ。死ぬかと思った………マジ涅ね槃はん見えた……」

「何やってんだよ、お前は。菜花さんが心配なら素直に保健室に入って来いよ。死ぬ思いまでして盗み聞きすんじゃないよ」

「べ……別に……心配なんか……してねーし。あたしはただミジンコピンピンを……」

　もういいわ、その言い訳。ミジンコピンピンの話は二度と聞きたくないよ。

「毒空木さん……ちょうど良かったわ。あなたに話したいことが、本当にたくさんあるのよ」

　汗だくでヘタリこむ毒空木に、椿さんがじわりと歩を詰める。

「まずは、デレ園全告ツアーとかいうものについてだけど――」

「自由恋愛に口を出すな」

　毒空木はそんな椿さんの言葉を顔も上げずに切り捨てた。

「自由恋愛………女の子に片っ端から声をかけさせていくことが…………自由恋愛？」

　両手の指をしっかりと組み合わせる椿さん。まるで再び爆破しそうになる感情をそこで抑え込んでいるかのように。

「この学園には毎年何百人もの女の子が受験に訪れます。そのうちのほんの一握りしか入学することはできません。つまり、わたし達はその何百人の夢を奪ってここにいるんです…………毒空木さん、あなたのやることは、本当にそれでいいんですか？」

「……自由恋愛に口を出すな」

　毒空木は同じ言葉を繰り返す。

「人に迷惑をかけてまでやることなの！　新人戦を辞退してまで！」

「うるさいっ！　あたしにとってはこっちの方が命がけだ！　四方八方の男にへらへら愛あい嬌きよう振りまくより、たった一人の大好きな人に脇わき目めもふらないのが、あたしの純愛だ！」

　毒空木が床を蹴って立ち上がる。

　ごく僅わずかな距離で視線がぶつかり、二人は無言で対たい峙じした。

　さっきまでとは明らかに別種の沈ちん黙もくが渦をまく。そして、

「……そう。あくまであなたがツアーを止やめないのなら、しょうがないですね」

　沈黙を破ったのは、椿さんの方だった。

「約束通り、わたしが毒空木さんのご用事を手伝ってさしあげます…………石蕗くん」

「は、はい！」

　ああ、またはいとか言っちゃったよ。どうしてだ。どうしてこの子に予想外のタイミングで話しかけられると、いつも敬語が出てしまうんだ。

「わたしに告白してください」

「はい？」

　しかし、椿さんの次の言葉は、そのタイミングよりも内容の方が遥かに予想を超えていた。




「わたしが、あなたとお付き合いさせていただきます」
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　…………………………はい？




　瞬時、時間は静止して、

「「「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ――――――――――！」」」




　校舎が倒壊するような悲鳴が、元気よく響き渡るのだった。
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『何言ってんの！　何ばかな事言ってるの、椿さ―――――んっっ！』

『早まらないで！　考え直して、椿さぁぁぁぁ――――――んっっ！』

『お風呂入って、椿さん！　一いつ旦たんスッキリしてからもう一度考えて、椿さ――んっっ！』




　保健室にこれでもかとばかりに混乱の嵐あらしが吹き荒れていた。かくいう僕だって、その暴風に全身丸々飲み込まれているうちの一人だ。




　―――椿さんが僕と付き合う？




　幼い頃から、不思議な体験には事欠かなかった。

　こう見えても霊感あるし。年二、三回のアベレージで幽霊とか目撃するし。

　四葉のクローバーをめっちゃ見つけることも出来るし、六つ葉のクローバーかと思ったら、二つ重なった三つ葉のクローバーだったってこともある。九州旅行の時、福岡駅のキオスクで使った落書き入り千円札が、三年後の北海道旅行でお土産みやげ屋のおつりとして返ってきたこともある。

　極めつきは幼よう稚ち園えんの時だ。おもちゃで遊んでいた僕が何気なく後ろを振り返ると、そこに景色は何もなかった。ただ薄くかかった白い靄もやがあるばかりだった。それから数瞬遅れて、僕の視線に気が付いたかのように、超特急でいつもの風景が組み立てられた。

　僕の中で衝撃ランキング不動の一位と思われていた、この『世界が油断した事件』が、まさか王座を明け渡す日が来るなんて……。

　―――あの椿さんが、この僕と付き合うだぁ？

　いいですか？　そろそろ僕も、言っちゃっていいですか？　じゃあ、いきますよ？

「噓だろぉぉぉぉ――、椿さぁぁぁぁぁ――んっっ！」




「……あんた、どういうつもりよ？」

　絶ぜつ叫きようの順番がだいたい一巡したタイミングを見計らい、毒空木は低く抑えた声でそう言った。

「言葉通りの意味よ。これでめでたくツアーは終了ね」

「ふざけんなっ！　そんなの絶対認めないからな！」

「なに、毒空木さん？　自由恋愛に口を出さないで」

「こ、こいつ……」

　口では勝てないと悟ったか、毒空木は殺人的な眼光で椿さんを睨にらみ据すえる。

「そんなに睨まないでよ。学年首席同士、お似合いのカップルだと思わない？」

　しかし、椿さんは動じない。それどころか、余裕の笑みで猛もう毒どくの妖よう精せいへの挑発を繰り返し、

「ねー、ダーリン[image: ]」

　僕の肘ひじに腕を絡からめ、美化委員の女の子達を気絶させ、僕の心臓を破は裂れつさせて、

「ああ、でも、そうね。毒空木さんがもし、シンデレラグランプリ新人戦に出場するというのなら、あ、いや…………決勝まで勝ち上がってくることがあるのであれば、わたしは石蕗くんの告白をお断りしなくちゃいけないでしょうね」




　……最後に、聞き捨てならないことを言い出した。




「だって、そうじゃない。この三カ月、ろくに勉強してこなかった毒空木さんが八位に入ることだけでも充分快挙なのに、それがそのままファイナリストにまでなっちゃうなんて。そんな才能が身近にいるというのなら、わたしも恋愛にうつつを抜かしている場合じゃない。そう思うでしょ、みんな。ね？」

　―――あっ。

　最後に付け加えられたウインクで、部屋にいた全員が一斉に椿さんの意図を理解した。

　なるほど、そーゆーことですか。これが椿さんが僕に求めた『協力』ってわけですか。




「や、やろー、そーゆーことか……」

　そして、毒空木は釣つられる。

「いいじゃん、上等だ！　やってやらああああああああああああ――――！」

　物の見事に釣り上げられる。

「舐なめやがって、ふざけんなよ、こんちきしょー！　三カ月間、ＮＯ勉強で八位に入ったあたしが本気を出したらどんなことになるか！　大会でたっぷり見せつけてやるからなあああ―――――――！」

　風圧で頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割わるかのように人差し指を突き出して、椿さんに言い放った。

「うん。とっても楽しみよ♪」

「あんたのその笑顔が嫌い。世の中全部思い通りって思ってる、人を見下したみたいな笑顔が大っっっ嫌い！　絶対泣かせてやるからなー！」

　小学生か。

「ばーかばーか、腹黒椿ー！」

　絶望的なボキャブラリーを披ひ露ろうしつつ、保健室から飛び出していった。

「おい、待てよ、毒空木！」

　――あのバカ。

　何でそんなに挑発に乗りやすいんだよ。あんなに見事に椿さんの作戦にはまりやがって。どうせ、すぐにやっちまったーって頭を抱えることになるクセに。




「ああああ、やっちゃったあぁぁぁぁぁ～～～～～」

　って、はえーな、おいっ！

　保健室を飛び出した扉のすぐ横で、毒空木が頭を抱えてうずくまっていた。




「言っちゃったー！　とんでもないこと言っちゃったー！　どーじよ～～～～～！」

　ホントにもー。おもしれ、やつだな、おめーはよー。

「どうしどうしよう！　ねえ、ハル、あたしどうしたらいい？　ねえねえねえ！」

「ぐえぇぇ、ネクタイにぶら下がるな！　どうするもねーだろ、やるしかねーじゃん。ＮＯ勉強で学年八位に入れたんだろ？　じゃあ、今から死ぬ気で頑張ったら……」

「してたに決まってんじゃん！」




　………は？




「ホントにしてない訳、ないじゃん、勉強！」

　…………………おうふっ。

　み、鳩みぞ尾おちに来た。

　噓だろう、何を言い出すんだ、お前。え、言ってたじゃん？　学園一可愛い自分には美少女学の勉強は必要ないとか、ツアーより優先するものはないとか、労せず凡人の上に舞い降りるとか、散々偉そうなこと言ってたじゃん！

「みんなに隠れて、家で死ぬほど勉強してたに決まってんじゃ――――――ん！」

「なんじゃ、そりゃああああああああああ――！　なんでだ！　なんで勉強してないとか言ったんだ！」

「いや言うじゃん、そりゃ！　やばー、今日のテスト、おれ全然勉強してねーわー、やっばー……って言うじゃん、そりゃ！　伝統行事じゃん、学生の！」

「中学生で置いて来い、そんなもん！　え？　え？　え？　じゃあなにか？　今回の八位ってもしかして？」

「全力の八位よ！　めっっっっっっちゃくちゃ、嬉うれしかったんだから！」

「うわあああああ！　あほだ、こいつうううううう！」

「なによー、そんなん言わないでよ！　ハルだって悪いんだからね！」

　なんで、僕が。

「ハルが悪いハルが悪いハルが悪い――！　あああああ、どーしよおおおおお！」

　うるせー、こいつもう、うるせ――。

「はっ！　何よ、ハル。その顔は？」

「顔？」

　突然、髪の毛を掻かき毟むしる手を止めて、僕を見上げる毒空木。

「そっか、そうだよね…………ハルにとってはあたしが負けた方が嬉しいんだよね」

　待て、意味がわからないぞ。今度は何を言い出した？

「あたしが勝負に負けたら、ハルはあの、腹黒椿と付き合えるんだもんね」

　今にも泣き出しそうな表情で、ずりずりと後ずさりを開始する毒空木。

「おい、ちょっと待て、毒空木」

「もういいよ、ハルのバカ！」

「待てって！」

　引き留めようとする僕の手をすり抜けて、毒空木は風のように廊下を曲がり、そこからはもう足音すら聞こえなかった。

　……空でも飛べんのか、あいつは。足速くなりすぎだろう。

　一人廊下に残された僕は、空を摑つかんだ腕をだらりと落とす。疲労感が濡れた衣服のように覆いかぶさってきた。

　毎度毎度のことだけど、なんであいつはあんなに人の話を聞かないんだろう。僕が椿さんと付き合えるから嬉しいだって？　そんなわけないだろう。

　あんなもん、お前を新人戦に引っ張り出すための方便に決まってるじゃないか。誰もがお前みたいに約束に命がけじゃないんだよ。あの椿さんが僕なんかと付き合ってくれるはずが…………………ないのかな、本当に。

　誰もが認めるデレ園の聖女は、一時の方便のために僕の心を弄もてあそぶような人なんだろうか。それとも………。




『ハル～～、あったしだよー。ハル～～、あったしだよー』




　僕の思考を遮さえぎったのは、携帯電話の着信音だった。

　それは毒空木に無理やり設定された毒空木専用着ボイス。メールを開いてみたら、






　差出人：みゃーこ[image: ]

　件名　：なし

　本文　：だから、追っかけろって！





　………？

　間を置かずにもう一件。






　差出人：みゃーこ[image: ]

　件名　：なし

　本文　：角！





　角って……。

　携帯電話片手に一歩、二歩。三歩進んで廊下の角を曲がってみると、




「なんで追っかけてくんないのよ、ばか～～～～～～」




　角のすぐ向こうで、毒空木が膝ひざを抱えて泣いていた。

　………なんなんだよ、お前はもう。

「三歩くらい追いかけてよ～～～～～～。あはんっ、あはんっ、あはんっ」

　泣くくらいなら、逃げるんじゃないよ。

　なんでお前はいっつもいっつも、考えなしに突っ走るんだ。理性が足りないというか、感情が強すぎるというか………。

『たった一人の大好きな人に向かって脇目もふらないのが、あたしの純愛だ！』

　なぜだか、椿さんに切ってみせた啖たん呵かが頭をよぎった。

　膝がしらに顔を埋めて、すんっすんっとすすり泣く毒空木。

「……とりあえず、藤棚行くか？」

　そう尋ねると、毒空木は涙でぐしょぐしょの顔を上げて、僕に向かって手を伸ばした。

「……立たせて」

「はいはい」

　両手を摑んで、一、二の三で引き起こす。

「…………ノド乾いたから自販機寄りたい」

　別にいいけど。

「……ジュース買って」

　なんで僕が。

「アイスも買って！」




　了承してないのに追加してくるんじゃないよ。
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　アイスとジュースを与えてようやく機嫌のなおった毒空木を連れて藤棚に戻ると、時宗さんが厳げん粛しゆくな面持ちでガーデンチェアに収まっていた。

「あ、ハルくん、みゃーこ」

　時宗さんは僕達に気付くと、一瞬腰を浮かし、そのまま無言で自分の前に座るように促うながした。

　何やらただならぬ雰囲気に、僕らは黙って従うより他はなかった。時宗さんは十本の指をテーブルの上に揃そろえると、やがて意を決したように口を開いた。

「あのね、みゃーこ。わたし、昨日一晩考えてみたんだけど……やっぱり、みゃーこは新人戦に出るべきだと思うの。だって、シンデレラグランプリはみんなの――」




　……ああ、ごめんなさい、時宗さん。その話、もう一通り終わってるんですよ。




「はい？」

　レンズの向こうで目をパチつかせる時宗さんに、毒空木は保健室でのやり取りを逐ちく一いち説明していくのだった。







　菜花さんが負傷し、新人戦を欠場すること。

　デレ園全告ツアーの存在を知られてしまったこと。

　ツアーを逆さか手てに取られて、新人戦に出場するはめになったこと。

　そして、ツアーの存続には毒空木が決勝に勝ち上がる必要があること。

　菜花さんの代役は恐らく時宗さんであるということ。




「ん？　んん？　んんん――――――――？？」

「え？　ええ？　えええ――――――――？？」

　僕と時宗さんは同時に椅い子すを蹴倒した。

「ん？　どったの？」

　そんな僕らを不思議そうに見上げる毒空木。

「いや、どったのじゃないだろ！」

「なんで？　なんで、代役がわたし？」

「だから、説明したじゃん。菜花が怪け我がして出られなくなったから代役が必要なのよ。そういう場合、普通は下位からの繰り上げ出場になるでしょうが」

　うん、そこはわかる。そこまではわかるんだ。となると、菜花さんの代わりは中間試験九位の………

「九位が出られるわけないじゃん。あんたら九位が誰だか忘れたの？」

「九位って……」

「誰でしたっけ？」

　当然覚えていない僕らに、呆あきれたような口調で毒空木が言う。

「天あま里さとよ。天里李り須す………『らいら～』の」

　おお、あの天里さんか！　放送部の天里李須さん！　会ったことはないけど知っている。お昼の校内放送の確か金曜日担当だったっけ。ハイテンショントークと軽快な毒舌で絶賛賛否両論中の女の子。

「あの子が九位だったのか」

「そうなのよ。んで、えっと、これが椿に無理矢理渡された新人戦要綱なんだけど……」

　毒空木は鞄の中からヨレヨレになった小冊子を取り出すと、乱暴にページをめくり、

「あ、やっぱりそうだ、ほらここ」

　その中の一ページを指さした。

『司会進行―――――天里李須』

「司会進行って……」

「新人戦の司会は、毎年放送部の一年エースが務めるのが慣習になってんのよ。今年は予想通り天里で決まり。ということは、新人戦に繰り上がってくるのは？」

　中間試験第十位の……？

「わ、わたしぃぃぃぃ？」

　時宗さんの悲鳴が中庭にこだました。

「よかったじゃん、時宗さん！　念願のデレプリだよ、おめでとう！」

「無理無理無理！　そんな早さで切りかえられないですよ！　わたし、昨日一晩かかって、気持ちの整理がついたばっかりなのに！　全力でみゃーこの応援するんだって決めたのに！　いきなり出る側って、そんな、えー？　えー？」

「なにごちゃごちゃ言ってんのよ、白さ湯ゆ！」

　パニくりだした時宗さんの脳天に、ズシリとチョップを落とす毒空木。

「あんだけ出たいって言ってたデレプリじゃん。チャンスでしょ！」

「い、言ってたけど……でも、本当に出ると思うと、怖くて……わたし地味だし、ドジだし。わたし……わたし………」

「大丈夫、出来る！」

　弱気を発する親友の肩を、毒空木はグッと抱きしめる。

「一人じゃ無理かもしれないけど、あたしがいるでしょ。二人なら、何でも出来るよ」

「みゃーこ……」

　そうだ。時宗さんのドジは基本的に焦あせりと緊張が原因だ。親友と一緒だという安心感があれば、あるいは……。

「地味っ子返上のチャンスだよ、時宗さん」

「ハルくん。そう……ですよね。よし、頑張る。みゃーこ、わたし頑張るよ！」

「よく言ったー！」

　時宗さんの決断を、とびっきりの笑顔と殺人的な圧力のハグで祝福する毒空木。

「いたたたたたた！　痛い痛い！　ちょっと、みゃーこ、ホントに痛いってー！」

「白湯、大好きよー！」

　毒空木が邪気なく笑うところを随分と久しぶりに見た気がする。

　光の道で偽りの微笑みばかり見ていたせいだろうか。その笑顔は心に染み入るほど、美しく思えた。ずっと、こうやって笑っていれば、なんと言うか………その………可愛いのになぁ、こいつ。

　二人なら何でも出来る、か。

　毒空木が新人戦出場に応じた理由は、案外、ツアーの保全よりも時宗さんが参加出来るようになったことが大きかったのかもしれない。となると、毒空木が頑かたくなに新人戦の参加を拒否していた理由って―――。




「よーし、そうと決まったら、早速作戦を練らなきゃね。白湯がいてくれるんだもん…………何だって、出来るわよ」

　んん？　作戦？　作戦ってなんだ。気のせいか、急に毒空木の笑顔に凄すご味みが差した気がするけども。

「いい、白湯？　新人戦が始まったら、おっぱいこぼしちゃったーとか言って腹黒椿の注意を引きつけて。その隙すきにあたしが背後から尖とがった物で………」

「いや、待て待て！　何だ、尖った物で椿さんに何する気だ！」

「あー。やっべー、あたしも楽しみになってきたー。見てろ、黒椿。ツアーに手を出したこと、死ぬほど後悔させてやるからな。死ぬほど。死ぬほど。死んでしまうほど」

　なんで三回も繰り返した、『死』という言葉を！

「いい、白湯？　プランＢはあんたがおっぱい爆発しちゃったーとか言って出場者全員の注意を引いてる隙に、あたしが上から重い物を……」

「全員って！　今、全員って！　お前デレプリをめちゃくちゃにする気か！」

「めちゃくちゃになんかしないって。最低限大会の形式は残さなきゃね。その上で、新人戦前にあたしより順位が上の女を全員消去すれば……決勝進出は間違いない」

　ああ、最悪だ。

　椿さんの挑発が完全に裏目に出てる。

　ちくしょう、考えればわかることだったんだ。この猛毒女が勝ち目の薄い勝負に正攻法で挑いどむわけがない。何とかしないと、このままでは出場者と時宗さんのおっぱいが！

「プランＣは、あんたがおっぱい三つになっちゃったーとか言ってる隙に、あたしが遠くからよく燃える物を……」

「ま、待った、毒空木！　だめだって、そういうの。やっぱりここは正攻法で勝ち上がらないと！　僕も協力するからさ」

「正攻法であたしが決勝なんて行けるわけないでしょ」

「そ、そんなことないって！　だって、お前は……」

「あたしは？」

　……くっ、やむを得まい。絶対口には出したくなかったけど、出場者たちの命を守るためだ。

「だって、みゃーこは、この学園で断っっっっトツ！　イッッッッチバン、誰よりも、可愛いんだからぁぁぁぁぁぁ！」




「うっきゃ―――――――――――――――[image: ]」




　毒空木がすぽーんと飛びあがった。

「やん[image: ]やん[image: ]やん[image: ]や――――――ん[image: ][image: ][image: ]なになになに？　急になによー[image: ][image: ]」

　おお……ハート多っ。

　効果絶大だな。今だ、あることないこと畳み掛けろ、僕！

「な、だからさ、正々堂々やってみようぜ？　暗殺とかしないでさ。優勝とかしちゃったらスゲーじゃん、好きになっちゃうかもよ、僕」

「ハルくんっ」

「んごわっ！」

　肩けん甲こう骨こつが破は砕さいする勢いで、時宗さんに肩を摑まれた。

「さっきの話、本当ですか？　優勝したらって」

　なんか思わぬ角度から時宗さんが食いついてきたー！

「やるよ、わたし！　絶対やってやるよー！」

「おお！　なによ、白湯？　いきなり、やる気になってんじゃん！　よっしゃー、じゃあ、いっちょブチかましてやるか。見てろよー、あの腹黒女！」

　毒空木はひらりとガーデンテーブルの上に飛び乗ると、




「絶対泣かしてやるからな―――――――――――――――――――――っっっ！」




　まだまだ暮れる気配のない夏空に向かって、力の限り叫ぶのだった。





    
    





「それじゃあ、即そつ興きよう芝しば居いの稽けい古こラスト一本始めまーす！　３・２・１・キュー！」




　スタートの合図を飛ばすと、僕は開いたノートにペンを構えた。ややあって、時とき宗そうさんが焦しよう点てんの定まらない目でフラフラと部屋の中央に歩み出る。

　即興芝居とは、セリフや設定を一切決めずに全てを演者がその場で考える、いわゆるアドリブ芝居のことだ。デレプリの演技審査では、シチュエーションだけが与えられ、あとは全て演者の自由ということになる。

　評価のポイントは三点。基本的な演技力と、状況に応じて臨機応変に立ち振舞えるか、そして、各自に定められたマストワードとマストアクションを消費できたか。




「あー。こ、怖いなー。夜の学校って。ホント、その、怖いなー。夜の学校は」

　棒読み全開の時宗さんのセリフによって、今この瞬間、この場所は夜の学校と定められた。

「ちょっと、あなた。何をやっているの」

　反対側から出てくるのは毒どく空うつ木ぎ。精一杯絞しぼり出だした大人おとなびた声と組んだ腕が、自分が教師役であることを主張している。夜の学校という設定と、恐らく生徒役を演じているのであろう時宗さんのパフォーマンスを考慮すれば、教師としての登場は無難な選択だ。

「あなた、何年生？　生徒の夜の校舎の立ち入りは禁止でしょう」

「あ、ど、毒空木先生、初めまして」

　と、時宗さん、先生に向かって初めましてはないでしょう……。

　お芝居が進行していく中で定められた設定を崩くずすことは当然減点の対象となる。ってなわけで、時宗さんマイナス１。

「…………ま、まったく。早く帰りなさい」

　毒空木は、時宗さんの初めまして発言を却きやつ下かして演技を続行した。気付かなかったのか、あえてスルーしたのか、どちらにしてもマイナス１。相手のセリフに合わせるのは初歩の初歩だ。時宗さんのミスをお芝居で拾って広げられれば加点の対象になるのだが、ここは減点にせざるを得ない。

「早く帰らないと危ないわ。この学校は出るって噂うわさは知ってるでしょ？　親御さんを呼んで叱しかってもらいます」

　携帯電話を掛けるふりをする毒空木。どうやらホラー展開に持っていくつもりのようだ。ちなみに毒空木のマストアクションは『電話を掛ける』、マストワードは『早く帰りなさい』。この時点ですでに二つともクリアしている。すごいぞ、プラス２点だ。

「あ、で、でも待ってください。先生、わたし忘れ物が」

「忘れ物？　何を忘れたの？」

「えっと、それは…………忘れ物をしたんです」

「うん、それで何を忘れたの？」

「えっと、あれ、えっと、えーっと、忘れ物をしたんです」

「それは聞いたから、何を忘れたの？」

「ううう……………忘れ物をしたんですぅぅ」

　どうしたんだ、時宗さん！　時間を無む駄だにしないで。あなたのマストワードを入れ込むチャンスでしょ。この動どう揺ようと沈ちん黙もくは演技じゃない、よな？

　僕は時計の針を確認し、

「ラスト一分！」

　声を張り上げて、残り時間を二人に知らせた。

「えっと、えっと、ううう………」

　しかし、時宗さんは固まったままだ。

　まさかマストワードを忘れたか？　忘れ物ってそれか？　僕は赤ペンを引ひっ摑つかみ、スケッチブックにグルグルと丸を付けて時宗さんに向かって掲かかげてみせた。
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　時宗さんの虚うつろな目に光が戻る。すごい、ホントに忘れてたのか。

「残り時間10秒！　９、８、７…………」

　僕はカウントダウンを開始する。時宗さんは意を決したようにマストワードを……




「と、時宗さんコレ！　それはあなたには言えません！」




　…………見たまま全部読んで、どうすんの。

「……０。はい、終了」

「あほかあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　残り時間が空むなしく潰ついえ、毒空木の怒ど鳴なり声ごえが部屋中に反響した。

　稽古十本目にして、最低のテイク。僕は机に突っ伏して、恐る恐る隣の様子を窺うかがう。

「……まあ、いいだろう。よーし、休憩！　ハル、二人にドリンクだ」




　ゆずり先輩はパンっと一つ手を叩たたくと、僕らの居場所を夜の浜辺から文化部部室棟とうの一室へと引き戻した。







　藤ふじ棚だなメンバーから、めでたく二人の新人戦出場が決まったその翌日、ＨＲホームルームを終えた僕達はいつもの藤棚ではなく文化部部室棟の一室に集まっていた。

　デレプリの出場が決まった生徒には、文化部部室棟の部屋が一人に一室与えられる。大会までの期間、二十四時間自由に使える控え室兼レッスン室の存在は何かと便利で本当にありがたい。てゆーか、ぶっちゃけ、エアコンがありがたい。

「涼すずし～～。さいこー。このエアコンくんないかな～～。おーい、ジャーマネ、あたしに水を！」

「誰だれが、マネージャーだ、誰が」

　ペットボトルの一つをエアコンの前に陣取っている毒空木に放り投げ、もう一本を床にヘタれている時宗さんの脇わきに、最後の一つを長机でノートに何か書きつけているゆずり先輩に差し出した。

「今日はすみません、先輩。弓道部が忙しくなるこの時期に、こっちのレッスン見に来てもらって」

「気にするな。ウチの練習は基本的に竜りん胆どうが仕切る。私はただのお飾りだよ」

「いや、そんなことないでしょう」

「それに、元カノを便利使いするのはモテる男の特権だろう」

　すごい冗じよう談だんをぶっこんで来るな、この人は。

「ハル…………今のは冗談だ」

　照れるなら言わないでくださいよ。

「よ、よし、それじゃあ、二人とも休憩しながらでいいから聞いてくれ」

　ゆずり先輩は気を取り直してペンを置くと、毒空木と時宗さんに呼びかけた。

「とりあえず、何本か即興演技を見せてもらったが、まあ、悪くない。もともと即興演技なんてものは演技を習いたての人間がおいそれとできるものじゃないからな。二人とも一年生にしては上出来だ。さすが、期末試験上位八傑けつだけのことはある」

「でしょでしょー？」

　先輩の露骨なおだてに露骨に乗っかる毒空木。

「だが、最後のはいただけないぞ、愛あ結ゆ。マストワード、アクションを落とすと大幅な減点を食らってしまうからな」

「……ううう、はい」

　かたや、時宗さんは肩を落としてしょんぼりと頷うなずく。

「とはいえ、実際の新人戦でも極度の緊張からマスト系をど忘れしてしまうことはよくあることだ。本番ではみゃーこのように、多少強引でもいいから時間と頭に余裕のある序盤のうちにワードやアクションを入れ込んでしまうといいだろう」

「うひー。アドバイスされるまでもなく高等テクを使っちゃうあたし、ヤバくない？　アカデミってるわー」

　もーうるさい。

「さて、個人的な話をしていくと、まず、みゃーこ」

「へーい」

「お前は本当に可か愛わいらしい」

　先輩、ちょっと。

「しかし、演技を急ぎ過ぎる傾向があるな。セリフ回しに自信があるのかもしれないが、視点が固定される映像と違って舞台の観客は基本的に喋しやべっている人間を見る。もう少しゆっくり喋って客の目を引きつけた方が得だ」

「わぁ～かぁ～りぃ～まぁ～しぃ～たぁ～」

　殊こと更さらゆっくりと返事をする毒空木。絶対本番でやるんじゃないぞ、それ。

「次に、愛結。お前はとにかく落ち着け。そうすれば、大丈夫だ。最後のはアレだったが、演技を見る限り相当な練習量は窺える。レッスン頑張っているんだな。自信を持て」

「は、はい！」

「最後に全体的な話をすると、ビジュアル審査と違って演技審査はその道のプロが採点をする。そして、そういう人種はいわゆる『見せる演技』というものを極端に嫌うんだ。基礎演技の採点で大減点されてしまう。いいか、二人とも。大事なのは、とにかく、演技しようと思わないことだ。その時発生した感情を素直に発露すればいい……って、どうした、ハル。何て顔をしてるんだ？」

「ええ？　あ、いえ、なんでもないです……」

　驚いた。まさかゆずり先輩の口からこれほど的確なアドバイスがつらつらと出て来るなんて。とても、進化の過程において原人と旧人の間にキュリー夫人を置く人の言葉とは思えない。

　ゆずり先輩にコーチを依頼して正解だった。昨年の新人戦ファイナリストは伊だ達てじゃないということか。

　参考になればと、去年の新人戦のＶＴＲを見せてもらった時は、本当に驚いた。

　目もくらむような美少女達に混じって、頭にパイナップル載のっけた女の子がステージに上がって来るんだもん。しかも、あれよあれよと審査を勝ち抜いて決勝まで辿たどり着つくんだもん。決勝戦で詩し吟ぎんを吟じていなければ、優勝だってあったかもしれない。

「とにかく、アドリブ芝居は慣れだ。ひたすら数をこなせ。本番のお題は男性受けを狙ねらって恋愛ものに偏かたよることになるだろうから、そういうお題を考えられるだけ考えろ。これはマネージャーの仕事だぞ、ハル」

　だから、マネージャーじゃないんですって。

「も、ももも、もし、実じつ践せん的てきなラブシーンの練習がしたいのならば、みゃーこ限定で、わわわ、私が……」

「もう、いいからそーゆーの」

　おい、ちゃんと相手してやれよ、毒空木！

「そ、そうか、残念だ。さてと、演技審査についてはこのくらいだな。ビジュアル審査はテーマが発表されるまでやることはないからいいとして……二人とも決勝の自由審査は何をするか決めているのか？」

「はーい、あたし歌っ！」

　先輩の問いに、毒空木はシュビっと右手を挙げて、

「えっと、わたしも一応……歌を」

　時宗さんはグーとパーの中間のような左手をおずおずと肩のあたりまで持ちあげた。

「二人とも歌か。どうする、練習はしておくか？　聞くところによると決勝まで上がれればいいということだが……」

「ああ、いらないいらない」

　パタパタを手を振る毒空木。

「そもそも、教わるまでもなく、あたし歌は得意だしー。筆記が悪かったせいか歌唱の成績は悪かったけど、実技の方は…………ん？　なによ、ハル、その顔は？　あたしの歌を是ぜ非ひとも拝はい聴ちようしたいですって顔じゃない」

　違う。これは『日本に掃いて捨てるほどいる自称歌ウマ女子高生の一人がこんなところにも』って顔だよ。

　そしてその顔は、『やめろ、鞄かばんからＣＤを取り出すな』という顔をへて、『ＣＤをラジカセに挿そう入にゆうするんじゃないよ』という顔になる。

「ふむ、歌に求められる要素は多い。ピッチ、声量、リズム感はもちろん、表情、体を使った表現力と感情を言葉に乗せる力、あとなにより詩想が――」

「ああ、うっさいうっさい、パグ。イントロがいいんだから黙ってろ」

「おい、せっかく先輩が教えてくれてるのに……」

「しー！」

　毒空木は人差し指一本で僕の抗議を抑え込むと、

「いいからオーディエンスは物音一つ立てずに拝聴してればいいの。歌唱試験で音楽室を感動の渦うずに沈しずめたディーバのギグをね」

　……ギ、ギグって、あーた。

　ややあって、ラジカセのスピーカーから味わい深いペニーホイッスルのメロディが流れ出す。世界的に有名な、ばりっばりのラブソングのイントロが奏でられる。

「ハルのために、歌うからね[image: ]」

　ペットボトルをマイクに見立て、極上の笑顔でウインクを飛ばす毒空木、摑みは、まあ…………悪くない。と、その時。

「……あまり前のめりで聞かないで」

　時宗さんに奥おく襟えりを引かれて、耳打ちされた。

「あと、リアクション。気を付けてください」

「……リアクション？」

　時宗さんの発言の真意も摑めぬままイントロは終わる。

　そして、驚異の歌姫・ディーバ空木のギグは、始まった。
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　…………………………………………………………。




　時間にして４分08秒。部屋は、セメントで固められたような沈黙に満たされていた。

「いえーい！　どうだった、ハル？」

　まだ続いている演奏を無視し、毒空木が瞳ひとみを輝かせて僕を見る。

　……いや、どうもこうも。

「やばいわー。ハルがいると思うと超感情入っちゃった～～」

　……うん、感情はこもってたよね、音階からはみ出るくらいに。

「２分10秒からのラップはあたしのオリジナルなの」

　……聞きなれない二番が始まったと思ったら。

「振り付けも自分で考えてみました」

　……ああ、あの踊おどりはよかったよね。踊りに夢中になってメロディが飛ばなければもっとよかったけど。

　そして、毒空木は陰いん鬱うつな部屋の空気とあまりにそぐわない満面の笑顔で問いを重ねた。

「あたしの歌、どうだった？」




　…………これは大問題だぞ。




　正直、ちょっと期待していた部分はあった。

　なんでも器用にこなす毒空木のことだから、歌だってそれなりではあるだろうと。

　…………まさか、これほどまでの破壊力とは。

　時宗さんの注意がなければ、最初の一音で元気よく床に転がっていたかもしれない。

　そうか、そういうことか。ルックスは申し分なく、なんでもそつなくこなす毒空木は……ここで大幅に点を落としたんだな。

「え、うそうそ。なにこの空気？　あたしの歌…………悪くなかったでしょ？」

　ようやく、自分以外の人間が全員下を向いていることに気付いた毒空木が、信じられないといった表情で尋たずねる。

「…………えっと、空き地でリサイタルを開けるレベルではあるんじゃない？」

「ひどい、なによ、それ！　あんたちゃんと聴いてなかったんじゃないの？　だって、歌唱試験の時なんか、クラスのみんな静まり返って聴いてたんだから！」

　ちょうど今のようにですか？

「そうだ、白さ湯ゆ！　二人でカラオケ行ったよね？」

「はうっ！」

　まるで過去の悪事をバラされたかのように、時宗さんがビクリと体を震ふるわせる。

「その時、めっちゃうまいって褒ほめてくれたじゃん！」

「気は確かか、時宗さんっ！」

「どういうことだ、愛結！」

「ひいぃっ！」

　僕とゆずり先輩の剣幕に、時宗さんは壁際まで飛とび退すさる。

「なぜ、そんな出で鱈たら目めを言った愛結！　なぜ、私のみゃーこを謀たばかった！」

「家族を人質にでも取られたの？　なんでそんなことを言ったの、時宗さん！」

「うまいと思ったからだよね、白湯？　そうだよね？」

「えー…………えっと、それはぁ……」

　三組の眼光に射抜かれて、時宗さんはそっと目を伏せ、

「…………友達だから」

　か細い声でそう言った。

「そんなああああああああああああああああ―――――！」

　頭を抱え、床に崩れる毒空木。可か哀わい相そうに、これは確かに時宗さんが悪い。

「だって、だって、二人っきりだったんだもん！　その後何時間も一緒にカラオケにいるんだもん………………楽しく過ごしたかったの」

　わかる。気持ちはわかるよ、時宗さん。でもね……。

「その気き遣づかいが、こんな悲しいモンスターを産んでしまったんだよ」

「誰がモンスターだ、誰が！　おかしいおかしい！　こんなの絶対おかしいもん！　もっかい本気で歌うから聴いてみてよ！」

「「「殺す気かっっ！」」」

　どうしても歌うといって聞かない毒空木を止めるには、二人がかりで押さえこんで、とどめにラジカセを窓から放り出す必要があった。
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「あー、こほん。まあ、色々問題は見つかったが、ともあれこれで方針は固まったな」




　仕切り直しとばかりに咳せき払ばらいを発し、ゆずり先輩は宣言した。

「みゃーこの自由審査は、ダンスだ」

「そうですね！」

　僕は強く大きく頷いた。

「なんでよー、歌わせろー！」

「静かにしろよ、毒空木。この作戦はな、全部お前のためなんだ」

「あたし、そんなにか！」

「さて、自由審査の種目が決まったとなると、あとはビジュアル審査ですよね……」

　頰ほおを膨ふくらませてブンむくれている毒空木をチラリと見やる。

　長い髪の毛をポニーテールにまとめ上げ、普段は見えない首筋と耳が妙に色っぽい。興奮しているせいか、頰はチークを塗ったように赤く、漆しつ黒こくの瞳が濡ぬれたように輝いている。

　ほんとに、まあ、可愛いなあ、こいつは。

　昨日の僕の発言は、もちろん毒空木をたきつける手段ではあったけれど、決して噓うそは言っていない。毒空木は美しい。椿つばきさんよりも誰よりも。

　しかし、ステージで観衆を魅み了りようするのは、単なる造形の美しさばかりじゃない。ウオーキングから始まって、ポージング、立ち姿、コーディネートやなにげない所作から発せられるオーラ。己の魅力を表現する方法をいかにたくさん、そして効果的に身に着けているかが、勝敗を分ける。

「ビジュアル審査については、今考えてもしょうがない。さっきも言ったが、ファッションのお題と対戦相手が決まってからでないと対策は立てられないからな。それまでは、基礎訓練あるのみだ」

「わかりました」

「ぐえー、じみー」

　僕が頷き、毒空木がべーっと舌を出す。

「やっぱ、キルプランの方が手っ取り早くない？　パグまでいればバレないようにヤル手段なんていくらでも……」

「だから、やめろって！　警察沙ざ汰たになるだろうが！」

「警察ってのはね、証拠がなければ動けないのよ？」

　ああー、いい笑顔！　本気で考えてるよ、こいつ！　だめだ、やっぱり、まだまだ油断ならねー。これはやっぱり大会終了まで毒空木に付きっ切りでいる必要がありそうだ。他の出場者の身の安全を守るために……。

「よし、今できることはこんなものだな。質問がなければ私は弓道部に戻るが――」

「ゆ、ゆずちゃん！」

　時宗さんのらしくない大声が、パイプ椅い子すから浮きかけたゆずり先輩のお尻しりを押し戻した。

「どうした、愛結？」

「わ、わたしの歌も聴いてください！」

「歌……だと？」

　……時宗さん？

「白湯？」

　何を言い出したんだ、この子は…………とゆー三組の視線が時宗さんの顔に集まる。

「あの、私も一応音源を持ってきてて、それで、その、アドバイスを……」

「そ、そうか、しかし、愛結……」

「わかってます！　わたしなんかが決勝戦の心配をするなんて思い上がりですよね。でも、でも…………それでも聴いて欲しいんです！」

　言いにくそうに口ごもるゆずり先輩に、時宗さんは懸命に訴えかける。ここまでやる気を露あらわにした時宗さんは初めてだ。大会に出ると宣言した時から、時宗さんの中の何かが明らかに変わり始めている。

　しかし。

「それは無理だ、愛結」

　ゆずり先輩はにべもない。

「そんな！　どうして！」

「ラジカセは、さっき外に放り投げただろう」

「…………あ」

　ちなみに、放り投げたのは時宗さんだったりして。

「あぅ～～～～、そうだった～～～～～～」

　開いた窓に縋すがり付つき、裏庭で無残な姿をさらしているラジカセを見下ろす時宗さん。

「あれ、あたしのなんだから、ちゃんと弁償してよ」

　毒空木が半眼で言う。

「ううう～～～、ごめん。みゃーこ～～～」

　ああ、時宗さん。せっかくやる気になったのに。ホントにこの子は…………。

「愛結」

　ゆずり先輩はそんな時宗さんの肩に手を置き、

「お前がアカペラでも歌うというのなら、私は気が済むまで聞いてやるぞ」

「え……ゆずちゃん？」

「どうする、愛結？」

　お願いしますと言え、時宗さん。

「な、何なに卒とぞお願い申し上げますっっっ！」




　様々な女の子の様々な思惑が交こう錯さくするシンデレラグランプリ新人戦。




　本番は、もう来週に迫っていた。
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　数日後。

「うわっ、なんじゃこりゃ！」




　ＳＨＲシヨートホームルーム前の休み。僕は中庭の花か壇だんの前で驚きの声を上げていた。

　ここ最近、デレプリの準備にかまけていたせいで、充分に手を入れてやることが出来なかったお手製花壇、その名もハル園。今日こそはみっちりやってやろうとわざわざ早起きして学校に出てきたというのに。

　……なんだ、この有あり様さまは。

　目立っていた雑草はきれいさっぱり引き抜かれ、土もよく整備されて色もいい。かなり抜本的な手が入ったようだ。何より昨日までは暑さにやられ萎しおれ気味だった花たちが、まるでロウで固めたように葉先までピンと反そり返かえっている。てゆーか、あの朝顔って昨日枯かれてなかったか？　パンパンに花が咲いてるんだけど。魔術かよ。こえーよ、もう。

　こんな芸当ができるのは…………。

「おや、石つわ蕗ぶきくん。今頃何をしに来たのですか」

　やっぱり、岡おか庄しよう先生ですよねー！　ある時は地味な英語教師、ある時は地味なクラス担任、またある時は地味な学園理事長、しかして、その実体は！

「ガーデニングの鬼！　ミスター花咲じじいこと、岡庄太た郎ろう先生！」

「面と向かって、じじいとか言うんじゃありません」

　岡庄先生は、如じよ雨う露ろの先でカポンと僕の頭を小突いた。

「す、すみません、ついテンション上がっちゃって。この花壇は、アレですか、もしかしなくても、先生が？」

「ええ、最近石蕗くんが手入れをサボっているようですから代わりにね。いけませんよ、夏のこの時期に。花壇は青春と同じです。たった一度の過あやまちで全てが台無し、焼け野原になってしまいます」

　岡庄先生はすりガラスのような眼鏡めがねのレンズを光らせて、ビーフジャーキーを思わせる人差し指を振り立てた。

「は、はあ、すみません。以後サボらないように気を付けます」

　まあ、いくらサボっても焼け野原にはならないと思うけど。

「わかればよろしい。しかし、まあ仕方がない。石蕗くんも色々忙しそうですからな。なんでも毒空木さんと時宗さんのお手伝いをしているそうじゃないですか」

「あ、知ってたんですか？」

「もちろん。毒空木さんは私にはなんでも話してくれます。噓も隠し事もなしにね」

　そんなに仲いいんだ、毒空木と先生って。確かに、たった一人の園芸部の部員と顧こ問もんだけど。どうにも繋つながるイメージのない二人だけどな、どんな会話してるんだろう？

「石蕗くんに毎日毎日可愛いと言われるのが、いい加減鬱うつ陶とうしくなってきたと言っていましたね」

　大噓つかれてんじゃん。

「まあ、なんにせよ、新人戦までの期間はあなたも大変でしょうから、終わるまでは、私がハル園の面倒を見てあげましょう」

「ホントですか！　ありがとうございます…………でも、先生こそ大変じゃないですか？　園芸部の花壇の方も見るんでしょ？」

「私を誰だと思っていますか、石蕗くん。コンクリートに花を咲かせると言われる岡庄ですよ。この規模でしたらチョチョイです。見ていなさい、あなたがいない間にこのハル園を密林に変えてあげましょう」

「やめてくださいよ！」

「その代わり、あの子達のことをくれぐれも頼みましたよ」

「……え？」

「それでは、ごきげんよう。赤い～～煉れん瓦がの～～ジャ～～ング～～ル～～に～～」

　止やめてくれって、ジャングルは。あの人は本気でやりそうだから怖いよ。

　……まあ、さすがにあと三日で密林にはならんか。

　週明け月曜はいよいよ新人戦本番だ。今日の昼休みには改めて出場者と対戦表が発表されるはず。金、土、日…………あと三日。

　頑張れ、僕。あと三日。猛もう毒どくの妖よう精せいから美少女達を守るんだ。
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　その日の昼休み。

　掲けい示じ板ばんの前に出来た黒山の人だかりに混じって、僕らは発表の時を今か今かと待ち構えていた。出場者はすでに全員知っている。重要なのは一回戦のお題と対戦相手。

「あ、電源が入った！　音聞こえた！」

　毒空木がぴょんぴょん飛とび跳はねる。

　ウソかホントか電流の音が聞こえるという毒空木の言葉通り、掲示板のモニターにガーベラをモチーフにしたデレ園の校章が表示された。

「来るぞ」

　ゆずり先輩の言葉に、時宗さんの顔が緊張に強こわ張ばる。かくいう僕の顔だってそうだろう。ややあって、群衆から一斉に歓声が沸わき上あがり、第二十二回シンデレラグランプリ新人戦の出場選手がずらり掲示板に表示された。
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　通常は芸能科志望の生徒が独占するトップエイトに今年は三人も普通科志望が食い込んでいる。

　そして、肝かん心じんな第一審査のお題は………。

「な、な、なによ、これ……」

　毒空木が声を震わせた。

「……うむ」

　傍かたわらのゆずり先輩も眉み間けんに深い皺しわを寄せている。

　それもそのはず、毒空木の対戦相手は……。




「五ご色しきダリアっ！」

　思わず声が漏もれていた。

　なんてこった、毒空木のビジュアル審査の対戦相手は、ボディラインに絶対の自信を持つ学年きってのセクシークイーン、五色ダリアさん。正直、一番当たりたくなかった相手だ。

「相手よりも、お題よ。お題……」

　毒空木がかすれた声で言う。お題って………ビーチファッション。んん？　これってつまり……。
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「水着審査って言ってるようなもんじゃ――んっ！」

　毒空木の魂の絶叫が、掲示板をへし折らんばかりの勢いで発射された。

　いや、へし折りたくもなるわ。この抽選結果は、最悪だ。

「バカな、みゃーこがお色気枠わくに入れられるなんて。今年は愛結と五色で決まりだと思っていたが、実行委員は何を考えているんだ」

　普段無表情なゆずり先輩も、さすがに動揺の色が隠せない様子だ。

「……やりやがったな」

「ん？　毒空木？」

「やりやがったなぁぁぁぁ～～～～～、あぁぁぁいつぅぅぅぅらぁぁぁ～～～～～」

　うぉぃ、顔！　顔、顔、毒空木！　どエライ顔になってるから！

「あいつらとは誰のことだ？　みゃーこ」

「美化委員に決まってんじゃん！　あいつら、あたしを潰つぶすために権力使って選考に圧力かけやがったんだ、絶対そうだ！　陰いん謀ぼうよ、陰謀、こんなもん！　あの腹黒集団めぇぇぇぇぇぇ～～～～～～」

　だから、顔っ！

「ちょっと、人聞きの悪いこと言わないで」

　鬼おに空うつ木ぎと化した元毒空木を、快活な声が窘なだめた。




『きゃー、椿つばきさんよー！』

『椿さーん、大会頑張ってくださーい』

『絶対優勝してくださーい』




　当然のように黄色い声援を背負って現れるのは、毒空木曰いわく腹黒集団のボスであるところの、椿玲奈さんと美化委員ご一行。

「出たな、黒椿ぃぃぃ。こんな卑ひ怯きような真ま似ねして、よくあたしの前に顔を出せたな、おらぁぁぁぁ～～～～～」

「さっきから、何のことをいってるの、あなたは」

「あれだ、あれ！」

　毒空木は腕ごとちぎれて飛んで行かんばかりの勢いで掲示板を指差す。

「……あれが、どうかしたの？」

「一回戦のお題が水着で！　しかも相手が体を売り物にしてる、五色！　完全に美化委員の圧力かかってんじゃん！　それとも、何か！　こんな偶然があるっていうのか！」

「…………あると思うけど」

「ないねー！　絶対ない！　陰謀だ、陰謀ー！　むっきー！」

　椿さんのつっこみを即座に否定し、毒空木は喚わめき散ちらす。

「おい、毒空木、やめとけって。明後日あさつて大会なんだから、あんまり目立つことすんな」

「ちょ、なによ、ハルまで！　あたしの味方してよ！　ハルはもー、いっつもいっつも！　あんたも椿から金貰もらってんのか！」

　だから、やめろって！




『ちょっと、何あれー。滑すべり込こみ八位が椿さんに因いん縁ねんつけてるー』

『もう負けた時の言い訳してるー、みじめー』

『圧力とかバカじゃないの』




　こうなるじゃん、ほら。頼むからこれ以上敵を作らないでくれよ。

「うっせーんだよ、お前ら！　外野は黙ってろやああああ！」

「いい加減にしなさい、毒空木さん！　少しでも自分に不利なことがあれば文句ばっかり。そんなことしてる暇があったらビジュアル審査に勝つ方法を考えたらどうなの！」

「男の視線を競う勝負なんだよ！　乳しか見ねーわ！　勝ち目なんてあるか！」

「いいえ、勝てます」

　きっぱりと断言する椿さん。

「人を魅了するのは外見の美しさだけじゃありません。『美は内面から』……わたしなら勝てます」

　おおおお、言い切った。カッコええー。美少女オーラがとどまるところを知らない。椿さん大会に向けて順調に仕上がっているようだな。

「んぐぐぐぐ」

　ここまで言い切られると、もともと無茶苦茶な言いがかりを付けている毒空木は黙るしかない。

「そんな顔しないの、毒空木さん。綺き麗れいな顔が台無しでしょ。はい、笑って笑って。じゃあ、明後日、大会で会いましょ。時宗さんもね」

「え、あ、はい」

「おどおどしないの、自信を持って。大丈夫、あなたは何でもやれる女の子よ」

「わ、わたしが、何でもやれる女の子……」

　ああ、さすが、椿さん。対戦相手を気遣うこの余裕。

「それじゃあ、お互いに大会を楽しみましょう」

　戦う前から女王の風格を漂わせるその背中に、

「ばーかばーか！　あっちいけー！」

　毒空木は、やはり小学生並みの悪口を投げつけることしかできなかった。

「くやしー！　なんでだ、なんで黒椿にはいっつも言い負かされるんだ、あたし！」

　正論だからだろ。

「よし、大会までにあいつの心を折るような悪口を一人につき三つずつ考えてくること！　これ宿題ね！」

「んなことやってる場合じゃねーだろ」

「確かに、これは少々まずいことになったな」

　ゆずり先輩が重々しい口調で言う。

「みゃーこの言った通り、観覧客の視線を競う一回戦は見た目にわかりやすい身体的な飛び道具はかなり強力な武器になる。グラビア志望となれば肌の露出にも抵抗はないだろう。あの体だ。水着を着ればどうなるのか、正直私も楽しみでしょうがない」

　いきなり不ふ真ま面じ目め方面に舵かじを切らないでください、先輩。

「ふ……ふふ……ふふふふ」

　お、おう？　どうした、毒空木。何で急に笑い出した？　てゆーか、それ笑ってる人間のオーラじゃねーぞ。

「ふふふふふ…………そうか、面おも白しろいじゃん。そっちからそーゆー手でくるか。助かるわー。じゃあ…………こっちもやっていいんだよね」

「待て待て待て、何する気だ、毒空木！」

　毒空木の体から突とつ如じよとして発生した異常な量の殺気に背筋が凍こおる。

「……仕掛けてきたのは、あっちだもん。ばかね、このフィールドで…………あたしに勝てると思ってるの？」

　どういう人生を送ってきたんだよ、お前は！

「まあ、待て、みゃーこ。方法はまだないわけじゃない」

　ああ、先輩！　お願い、こいつを止めて！

「今回のお題は、ビーチファッションだ。明確に水着と書いてあるわけじゃない。そこを突けば、勝てる」

「……どうやって？」

　自信満々のゆずり先輩に、毒空木は疑わしげな目を向ける。先輩は切れ長の眼をキラリと光らせると、

「設定をヌーディストビーチということにして、全ぜん裸らで出場するのだ！　それでもう、会場の視線は男も女も関係なく眼球ごとみゃーこに釘くぎ付づけに――――」

「あほかぁっっ！」

　ゆずり先輩が、毒空木に思いっきり頭を叩かれた。

「なぜだ！　勝率１００％の作戦だぞ！」

「空気読め！　今そーゆーのいらない時でしょうが！　ああー、悔くやしい！　ほんのちょっと期待しちゃった、自分がくやしー！」

　そうだな……確かに、めちゃくちゃな作戦だ。でも……。

「いけるかもしれないな……その作戦」

　僕は無意識に思考を口に出していた。

「な、何言ってんの、ハル……まさかあんたまで、あたしに人前で、ぜ、ぜんら……」

「ああ、いや、そっちじゃなくて。前半の方」

「前半？」

「うん、だから―――」

　ひそひそと作戦を耳打ちすると、

「あ、あほか―――――――！」

　毒空木が瞬時に茹ゆで上あがった。

「な、何よ、その作戦はぁぁぁ――！　さいてー！」

「いや、でも、これなら確実に―――」

「こんっっちわー！」

　うお、びっくりしたぁ！　突然の大声が僕の言葉を遮さえぎった。振り返れば、人の群れからニョキッと顔を出すツインテールの女の子。

「どもどもー！　あんたら新人戦出場者の毒空木さんと時宗さんやんね？　いやー、会いたかってーん　よろしくよろしくー、握手握手ーっ！　ってうわ、秋しゆう海かい棠どうさんいてはるやん！　めっちゃラッキー、握手してくださいー。きゃー、めっちゃきれー。指なっが！　エッロっ」

　おおお……な、なんだ、この子。

　突然出てきてすごいテンションだな。初対面なのにぐいぐいパーソナル距離を侵してくる。名札の色からして一年生のようだけど顔に覚えはまるでない………けれど、何か知ってるぞ、この子。もしかして……

「あ、あの、あなたもしかして、天あま里さとさん？」

　時宗さんが僕らを代表してそう尋ねた。

「うわっ、知っててくれたーん。ありがとー、めっちゃ嬉うれしー。そうですー、デレ園放送部、略してＤＨＣの子リスちゃんこと、天里李り須すですー。らいら～～～☆」

　やっぱり。この子が天里李須さんか。

　すごいな、普段でもラジオと全く同じテンションなんだ。しかも……可愛いし。

　ぱっつんに切きり揃そろえた前髪に、常に笑っているような糸目が愛らしい。小柄だけれど、細かくよく動く感じが子リスのネーミングにぴったりで、全体的に小動物を思わせる女の子だ。

「へー、生ナマで見るのは初めてだけど、こんな可愛い子だったんですね、子リスちゃんって。しかも…………関西弁？」

「いやーん、可愛いやなんて、ありがとう、時宗さん。よく言われますー。って、違うか。うん、そうやねん。あたし奈良の出身やから関西弁やの。でも、放送では標準語でやらしてもらってまー。あ、なに、その顔。金曜日の担当が放送ほっぽって何してんのって感じ？　実はなー、今日は放送室を飛び出してぇー、生中継で公式発表されたばかりの出場者の突撃取材に来ましたー。って、うっそー！　騙だまされた？　騙されたやん、ビクってしたやん、今！　可愛いわー、時宗さん。もっかい握手しよ？　ちょっと、あたし左手出してんのに、右手出してどうすんの、ホンマ天然やな、時宗さん。可愛いわー。いやでもあれよ、時宗さん、ほんまはね、言うたんよ、あたし。掲示板に張り付いて生中継やりましょーって、会議で。でも、堅かた物ぶつの部長がアカンって。『我々はジャーナリズムの精神に則のつとった放送部であって、軽薄な芸能レポーターの真似事はできません』やってさ、あほちゃうか、あの眼鏡。何がジャーナリズムやねん。あーゆー人が調子乗って戦場とかいって流れ弾に当たって死んでまうんやわ。あー！　嫌やー！　部長死んだら嫌やー！　あんな、ウチな、ホンマは部長のことすっごい尊敬してるねん。あの人生まれつき舌短いのにすごい滑かつ舌ぜついいやんかー？　あれはものすごい努力の結果やと思うねん。何でも知ってはるし、努力の人やわ、あの人は。しかも、あー見えて涙もろいところもあるし。きれーやし、真面目やし。だから、倉くら敷しきさんの悪口はあたしが許さへんよ！　あ、部長の名前な、倉敷さんって。『倉庫』の『こ』に、『お屋敷』の『や』で、『倉敷』さんね。ちょっと、時宗さん、そうなんだ、ちゃうやんか。『庫屋』やでー！　それやったら『庫屋』になるでー！　逆、逆ー！　取る字、逆ー！　つっこんでー！　もう、ホンマ大丈夫なん、時宗さん。本番でアドリブ芝居やるんやろ？　これくらい突っ込めんでどーすんの。時宗さん、あたしの代わりに出るみたいなモンなんやから、頼むでホンマ。めっちゃ応援してるしな。舞台でもめっちゃおいしくイジったげるし！　てゆーか、胸でかっ。何よこれ、ちょっと触っていい？　ええやんな、触るで。はい、両手でどーん！　いやーん、めっちゃキモちぃ～～～。フカフカやーん。ちょっと写真撮らして。あ、違う違う、笑顔とかいらんから。おっぱいだけ撮らせて、はい、チーズ。あ、でも、こんな写真撮ったら彼氏さんに悪いか？　時宗さんって彼氏さんいてんの？　いや、おらへんか。おらへんなぁ、あんたは。でも、その方がええよ、時宗さんは。あんたに彼氏おったら何か引くもん。うん、絶対おらん方がええ！　ファン受けも悪なるしな、どーしてもっていうなら、女の子にしといたらええと思うわ。どうする？　付き合う？　ウチら気ぃ合うみたいやし。あ、もちろん、あれやで。営業でやで。本気にせんとってよもー。可愛いわー、時宗さん。よし、もっかい握手しょ。だから、右手出したらアカンって！　左手やん。そうそう、ウチの左手を時宗さんが左手で握ってぇ、ウチの右手が時宗さんの右おっぱいを摑むと。きゃー、何なん何なん、このクロス！　どうするどうする。ホンマに付き合う？　ウチ彼氏おるけどええかな？　噓やけど」

　うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇ――――――――！

　なに、この子。うるさっ！　うるさっ！　いきなり出てきて、どんだけ喋るんだ。初対面だろ、時宗さんと。ああ、目ぇ回ってる。時宗さんが目ぇ回してるよ。

「ああ、アカンアカン。こんなんしてる場合やなかった。仕事で来てるんやから、あたし。今日は大会で流す用の、出場者の一言コメント取りに来たんよ。はい、お願い」

　喋るだけ喋って満足したのか、天里さんはバッグの中からＩＣレコーダーを取り出して、時宗さんにずずいと押し出した。

「え、コ、コメント？　本番で流れるんですか？」

「そうそう、がんばりまーす的なこと言ってくれたらええから、ドジっ子っぽくね」

「わ、わたしドジっ子なんかじゃないです！」

「はい、３・２・１、きゅー！」

　話すだけで聞くことに興味がないタイプらしい天里さんは、時宗さんの抗議を聞き流し、レコーダーのスイッチを入れた。時宗さんは一瞬悔しそうに唇くちびるを嚙かむと、

「初めまして、時宗愛結です」

　意外にきびきびとした口調で語りだした。

「わたし、ドジっ子なんて言われてますけど、それが間違いだってことをこの大会で証明したいと思います」

　おお、いいぞ、時宗さん。言ってやれ、その調子だ！

「わたしは……わたしは……誰でもヤレる女の子なんですっ！」

　…………時宗さん？

「はい、いただきましたー♪」

「ああ！　間違えたー！　何でもやれる！　何でもやれる女の子なんですぅぅぅぅ」

　絶妙の間違い加減だな、時宗さん。

「撮り直して！　撮り直してくださいー！」

「大丈夫大丈夫。編集でちゃんとしとくからー。ほな次、毒空木さんねー。３・２・１・きゅー！」

　レコーダーを向けられて、毒空木は静かに呼吸を整えた。

　そうだ、毒空木、わかっているな。余計なことを、言うんじゃない。これ以上敵を作らないためにも、ここで求められるのは殊勝なコメントだ。

　変にひねらなくていいからな。あ、猛毒の妖精って意外に真面目なとこもあるんじゃーんって、思って貰えるようなコメントを、

「初めまして、毒空木美也子です………………………………………………………………。よく来たなあ、愚ぐ民みんども！　今日はあんたらに本物の美ってもんを見せてやるわ！　女神の誕生に立ち会えたことを、生しよう涯がい感謝するといいわ！」

　……はい、やらかしたー。うん、知ってたよ、こうなることは、もう。

「はい、いただきましたー♪　ええわー、二人ともサイコーやん。ほな、本番楽しみにしてるからね～～。あ、青桐さーん、ＤＨＣですー」

　遠ざかっていく天里さんの背中が人ごみに消えるのを待って、




「また、やっちゃったぁぁぁぁぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～」




　毒空木が膝ひざから崩れ落ちた。

「なんで、学習しないんだよ、お前は」

「ち、違うの、マイクがいけないの。マイクがあたしを豹ひよう変へんさせるの！」

「なにはともあれ、これでますます負けるわけにはいかなくなったな」

　ゆずり先輩が額ひたいを押さえて深々と息を吐き出した。そんな先輩を毒空木はチラリ一いち瞥べつし、

「うぐぐぐ、ハル」

　僕のズボンの裾すそを引っ張った。

「……さっきの作戦、もっかいちゃんと教えて」

「え、ウソ！　あれ、やんの？」

　自分で発案しておいてなんだけど、あれはかなり…………あれな作戦だ。

「背に腹は替えられないじゃん」

「そ、そうか。大丈夫、毒空木さえその気になれば、絶対勝てるから」

「やるからには全力でやるからね…………もし失敗したら、責任とって結婚して」

　ペナルティが重すぎる！

「ハルくん！」

「ふぎぎゃあ！」

　時宗さんにビタンと背中を叩かれた。

「ど、どうしたの、時宗さん。いきなり」

「わたしもやります！」

「はい？」

「わたしもこうなったらやってやります！　わたしが何でも出来る女の子だってこと、みんなに見せてやるんです！」

　力強く宣言し、拳こぶしを握り締める時宗さん。

「あ、うん、そうだね。頑張って、時宗さん！」

　男子三日会わざればというけれど、ここ数日での時宗さんの変わりようはどうだろう。そんな時宗さんを見つめるゆずり先輩の目が、妙に優しく思えるのは多分僕の気のせいではないだろう。




　美少女達の祭典、第二十二回シンデレラグランプリ新人戦。女の子は、確かに燃えていた。
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「うおおおおおおおお！　来たぞ！　ついに来たぞ、ハル――――――――――――！」

「お、お、おち、落ち着け、手て島しま！　そんなにこ、こ、興奮するうううう！　うっひょおおおおおおおおおおお！」




　興奮が止まらない手島を諫いさめるつもりが、つい一緒になって思い切りはしゃいでしまった。だって、無理だろう。興奮するななんて言えるはずがないだろう。この日をどれだけ楽しみに待っていたことか。僕だけじゃない。この会場にいる全員が、この日を一日千秋の思いで待ちわびていたはずだ。そう思うと…………ああ、ソワソワしちゃう。顔とか無意味に叩たたいてしまう。はあ！　だめだ、顔を叩くと、興奮が、テンションが余計に沸わき上あがってくる！　一回テンション発散しといたほうがいいかな、いいよな？　今ならいいよな？

「ふおおおおおおおおおおおおおおおお！　デレ園、サイコぉぉぉぉ―――――――！」




『うおおおおおおおおお！　デレ園サイコ―――――――――！』

『お前も、サイコ――――――――――――――――――――！』




　僕の雄お叫たけびに、後方席の名も知らない誰だれかが賛同してくれた。

　ああ、デレ園さいこー。




　新人戦当日。

　デレ園の千人収容のデレ園ホールは、超満員の観客で煮え立つような熱気に満たされていた。煌きらびやかに装飾されたステージから一番近くがまず在校生席、その後ろに数列だけ用意された父兄席と関係者席、そのさらに後方、最も多くの席が割り当てられているのが、ファンクラブが九割を占める一般観覧席だ。やはりというか、一番の盛り上がりを見せているのも、一般観覧席。年数回、決められたイベントでしかデレ園に立ち入ることが許されない彼らは、今自分がデレ園にいるというだけで、溢あふれる熱情を抑えきれないのか、すでにもうなんか歌っている。スゲー楽しそうだなあ。いいなあ、あっちに混ざりたいなぁ……。

　いやいや、違う違う！　何言ってんだ、こっちの席の方がいいに決まってんじゃん！　大会に出場しない在校生にとっては、大会の観覧は義務ではなく、自由参加とされている。とはいえ、もちろんほとんど全ての生徒が観覧を希望するわけで。となると発生するのが壮絶な席取り合戦。しかし、なんと僕達は……。

「……ハルよ。俺おれは今日ほど、お前の親友であって良かったと思うことはねーよ」

「そうだろう、そうだろう。ひれ伏せ。この一週間ひれ伏しながら生活しろ」

　最前列のど真ん中の席にいたりするのだ。

　それもこれも、すべてはこの僕のおかげ……。

「いよいよか、弓でもそうだが、他人の応援というのは自分以上に緊張するな」

　ではなく、前回のファイナリスト特権を持っている、ゆずり先輩のおかげなんだけど。

「で、ハル。親友のお前にどうしても聞いておかなくちゃいけねーんだけど、隣にいらっしゃるスーパー美人様は、お前とどーゆーご関係だ？」

　手島が僕の肩に手を回し、真剣な面おも持もちを寄せてくる。

「あれ、手島は先輩知らなかったっけ？　紹介するわ。先輩、こいつ手島です」

「ああ、やはりそうか。話はかねがね伺うかがっているよ。私は体育科二年の秋しゆう海かい棠どうゆずり。ハルの元カノ兼…………将来の妻候補だ」

　だから、そういう冗じよう談だんはやめてくださいって！

「え？　え？　え？　元カノで妻？　そもそも彼女？　んん？」

　ほら、パニクってるよ、手島が。

「冗談だって、手島。先輩は友達だよ。ホントに彼女だったら嬉うれしいけど、先輩は他に好きな人がいるからさ」

「あ、ああ、そうなんか……」

　なんでお前が残念そうなんだよ、あほか。




　手島の微妙な表情を隠すように、館内の照明が一斉に消灯した。

　観客の興奮を育てる数秒の間を置いて、スピーカーがドラムとベースの低音を弾き出す。いよいよだ。いよいよ、来る。

　リズムは鼓こ動どうを急せき立たてるように加速しうねり最高潮を迎えた瞬間カットアウトされ、ステージに落ちた円えん錐すい形けいの光がマイクを握った一人の少女を照らし出した。

「皆様、大変長らくお待たせしました！　第二十二回シンデレラグランプリ新人戦、ただ今開幕いたしますっ！」




　――――――――ドンッ！




　爆音が弾けた。紙かみ吹雪ふぶきが視界を覆い尽くし、音楽とレーザーが暴れ狂う中、司会の天あま里さとさんが負けじと声を張り上げた。

「出場者入場！」

　歓声が爆発した。

　ステージ横のモニターに一人の少女が映し出されたからだ。

『皆様、本日は私達の晴れ舞台にお越しいただきまして、誠にありがとうございます。皆様の前に出られる今日この日を本当に楽しみにしていました。どうか、最後まで一緒に楽しんでいってください』

　なるほど、大会用のコメントはここで流れるのか。それにしてもさすがだ。迷いのない言葉、張りのある声、力のある眼まな差ざし。映像だけですでに観客を魅み了りようしてしまっている。真っ先にステージに呼びこまれるのは、やはりこの人しかありえない。




「期末試験、第一位―――椿つばき玲れい奈なっっ！」




『うおおおおおおおおお、玲奈ああああああああ！』

『玲―――奈ああああああああああああああああ！』

『椿さ―――――ん！　うぎゃああ――――――！』




　うるせえええ！　ファンの声援が、あ、痛い痛い痛い！　もう、耳が痛い。

　男女混じった大だい絶ぜつ叫きようが、ステージ中央に作られた大階段を揺らす。その最上段から純白のワンピースに身を包んだ椿さんが姿を現した。満場の拍手と歓声をまるで当然のものであるかのようにその身に浴びながら、椿さんはゆっくりと大階段を下りてくる。

　――――本当に、どんだけ神々しいんだ、この人は。

　今日のためにたっぷりおめかししてきたであろう子リスちゃんには悪いけれど、明らかに別種の生き物が降臨したのだと思わされた。これが、学年首席のオーラなのか。

「………出てきた時点で、優勝は決まりだな」

　早々と下されたゆずり先輩の優勝宣言に、異論を唱えることはできなかった。




「続きまして、期末試験、第二位！」

　出場者の紹介はまだまだ続く。スクリーンに新たな少女の姿を映し出す度たび、純白のワンピースの少女が大階段に現れる度、最高潮だと思われていた歓声と熱狂が乗数的に跳はね上あがる。

　もう音には慣れた。でも、なんだろう、この熱気は。目が、目がチカチカする！　熱狂か？　もはや熱狂が目に見える状態に入ったのか？　人知を超えた熱狂と興奮。これが誰もが憧あこがれるシンデレラグランプリなのか。あのステージに立ってみたい。男の僕でも心の底からそう思った。




「続きましてっ！　期末試験、第八位――――」

「おい、次だ！　ハル！　来るぞ、みゃーこが来るぞ！　みゃーこ、みゃーこぉぉぉ！」

「イタイイタイイタイ！　わかってます！　わかってますから、肩をパンチしないで！」

　重いんだよ、あなたの一発は！




「―――毒どく空うつ木ぎ美み也や子こ！」




『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　会場が揺れた。歓声半分、野次半分といった、このどよめき。

　やっぱり、みんな知ってるんだ、あいつのことを。ファンの間でも猛もう毒どくの妖よう精せいの注目度は、良くも悪くも絶大のようだ。学園一と謳うたわれる美び貌ぼうと、凶暴性、そして、




『よく来たなあ【ピー】共！　今日はあんたらに本物の―――』




　ヒールまんまのこの発言…………。半分あった歓声も素早くブーイングに取って代わられた。しかし、その罵ば声せいも長くは続かない。具体的に言うと、ワンピース姿の毒空木が大階段に現れるまで――――ああ、来た。

「うわっ……」

　天里さんの小さな驚き声がマイクに乗って会場に流れた。そして、満場のブーイングが一斉に掻かき消きえた。それはまるで、目の前に現れた美少女を、「視みる」ということ以外に、いささかも神経を費やしたくないかのように。

　一千人が息を飲んだ猛毒の妖精の微笑ほほえみは、

「……可か愛わいいなぁ、あいつ……」

　僕が金こん輪りん際ざい口にするまいと決めた本音すら、何の抵抗もなく心の奥底から摑つかみ出だしてみせた。

　まあそれでも、

「みゃーこおおおお！　愛してるぞおおおおおお！」

　頼もしいことに、僕の本音は真横から上がった大音声にきれいさっぱり掻き消されていたのだけど。




「そして、期末試験、第十位！」

　猛毒の妖精が残した衝撃が未いまだ収まらない会場に、天里さんのアナウンスが鳴り響く。

「ああ、時とき宗そうさんだ！　先輩、時宗さんですよ！」

「頑張れよ、愛あ結ゆ。大丈夫だ、私がついているぞ、愛結！」

「ん？　時宗さんって、誰？」

　何で知らないんだよ、手島このやろー。黙って見てろ。そして、しばしのちに慄おののけ。時宗さん、可愛いんだからな！

「時宗愛結！」

　来たー、時宗さ――――ん！　はい、可愛いー！　はい、これ可愛いー！　見て見て、みんな！　どーんでしょ？　おっぱい、どーんでしょ？　ああ、良い！　あのワンピースすっごい良い！　誰の意匠か知らないけれど、時宗さんの首から下と腹から上の魅力を最大限に引き出してくれている！　おおお、やべー。首から下と腹から上の振動が！　階段を一段下りる度に！　もうたまらん……って、あれ、どうした。時宗さん。顔真っ青じゃん。ちょ、緊張し過ぎだって、膝ひざガクガクじゃん！　コケるなよ？　だめだよ、ここでは絶対だめだよ、時宗さん！　ここ、人生で一番コケたらいけな―――――。




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　………やっぱり行くよね、君は。

　階段上部から最下段まで見事に転がり落ちる時宗さん。そのタイミングで、計ったように流れる気合充分の出場コメント。

『わたし、何でもできる女の子なんです！』




「………階段は、下りられへんけどな」




　会場が爆笑の渦うずに包まれた。

「ああああああ、時宗さ―――――ん！　なんで君はもう、時宗さ――――――ん！」

「いや、あれでいい！　素晴らしい！　やるじゃないか、愛結！」

　僕が頭を抱えて俯うつむく隣で、ゆずり先輩は正反対のガッツポーズを上げていた。

「こういう大会ではとにかくインパクトが大事なんだ。キャラクターと言い換えてもいい！　見ろ、愛結のやつめ、もう観客の心を摑んでいるぞ！」

　………はあ、そんなもんなんすか？　確かに、手島は手ぇ叩たたいて喜んでるけど……。




『頑張れー！』

『コケた子、がんばれー』

『もっかいこけてー』




　あれま、声援まで貰もらってるし！　な、なんか悔くやしいな。なんだよ、お前ら。僕らの時宗さんだぞ。昨日まで気付きもしなかったくせに。

　ステージ上では毒空木に手を引かれた時宗さんがようやく他の出場者と合流したところだ。椿さんを中心に一列に並んだ美女達が、一斉に深々と頭を下げる。




「以上、聖セントシンデレラ学がく園えん第二十二回生、八名のシンデレラ、揃そろい踏ぶみでございまぁ――すっっ！」




　万ばん雷らいの拍手がホールを埋うめ尽つくしていた。
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　１ｓｔ　ステージ　ビジュアル審査




《ルール》

　出場者二人が事前に指定されたジャンルのファッションで左右のランウェイに同時に上がり、集めた一般観覧席の視線の数を競う。視線のカウントは視線認証カメラで行い、二分間の試技終了時点でより多くの視線が集めていた者の勝ち。どちらかの視線がゼロになれば、その時点でコールド負けとする。尚なお、審査中の衣服の着足しは一切認められない。




「残り時間一分、これは思わぬ大差がついてしまったぞー！　てゆーか、椿さん可愛いーなー、おい！　反則だろ、あれー！」　




　興奮した子リスちゃんのＭＣが、会場の熱狂をさらにヒートアップさせた。わんわんと鳴り響く音楽と手拍子に合わせて、左右二本のランウェイ――まあ、つまり、道ですよ。道状のステージを歩く二人の美少女。……いや、もうこれは……一人と言ってしまっていいんじゃないだろうか。

　それほどまでに、ファン、在校生、人種を問わず圧倒的に視線を集めていたのは、椿さん。ステージ横のモニターには、視線認証カメラがカウントした一般観覧席からの視線が、残酷なまでに正確に表示されていた。そして、




　ド――――――――――ン！




　重々しい低音とともにスモークが吐き出され、音楽とムービング照明が落とされる。

「そこまでー！　椿さん、コールド勝ちだー！」

　無情にも奥おく田ださんのカウンターには０の文字が表示されていた。割れんばかりの拍手に混じって聞こえたため息は、もう少し椿さんを見ていたかったという苛いら立だちからだろう。

「圧倒的だー！　不利だと思われていたギャルファッションでまさかのコールド！　椿さんはあまりにも椿さんだったー！」
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　ステージ中央ではランウェイから戻った椿さんが対戦相手と握手を交わしている。うわ、奥田さんめっちゃ落ち込んでるよ。そりゃあ、そうだよな……。椿さんはそんな奥田さんを抱きしめて、耳元に何かを囁ささやき――――ホッペにちゅー。ああ、うるせー、ファンうるせー！

　椿さんは真まっ赤かになる奥田さんの手を取って観客の拍手に応こたえさせ、そのまま手を繋つなぎながら退場していった。




「はぁ～～～、聖きよいわ～～～～～、椿さん。見たか、手島！　登場から退場まで完かん璧ぺきのステージだっただろ！」

「なんで、ハルがドヤ顔なんだよ。俺は奥田さんも良かったと思ったけどな」

　はあ？　何言ってんだよ、この手島。王道を否定して通つうぶるんじゃねーよ、この手島。

「せ、せ、先輩はどう思いました？」

　しかもなに、先輩に話しかけてんだ！　僕のゆずり先輩だぞ！

　ゆずり先輩はそんな手島の言葉に微かすかに頷うなずき、

「順当勝ちだ。対戦相手の子は普段からお題に近いファッションをしているんだろうな。自分の領域だと思って真っ向勝負に出たのが悪かった。ステージングの基礎技術で圧倒的に劣おとっていたからな。しかし、あの椿玲奈。見れば見るほど素晴らしい。みゃーこ一筋の私も心が揺らぎそうだ」

　……先輩。今日はそーゆー発言はなるべく控えてもらえませんか。

　手島の、『おい、今の先輩の発言ってなに？』的な視線を無視して、ステージに目を向けると、司会の子リスちゃんが軽快なトークで次の準備が整うまでの間を埋めている。

「さて、ここまで二組の熱戦をご覧いただきましたー♪　いやー、勝敗はあれど、みんなムカつくくらい可愛かったですねー。同じステージに立ってる私は公開処刑の気分です。って、何頷いとんねん、Ｂ組の坊ぼう主ず頭あたま！　ブチ殺すぞ、上がってこい！」

　口悪りーなー、子リスちゃん。言うまでもないだろうけど、毒舌は在校生限定にしてくれよ……。

「おっと、次の準備が整ったようですねー？　それでは三組目参りましょ～～」

　打って変わって愛あい嬌きようを振りまく、子リスちゃん。

　よし、次はいよいよ時宗さんの番か。頑張れよ、時宗さん。いい流れで来てるからね、時宗さん。落ち着いて、とにかく落ち着いて。




「明らかに運営側のチョイスミスと思われた喪も服ふく対決、意外なワンサイドゲームになったギャルファッションに続くのはー、シックなフォーマルドレスですよ～～。ビジュアル審査のお約束ともいえるドレス対決に挑むのは、アイドル科志望・宜ぎ野の座ざ三姉妹の次女こと宜野座昼ひる顔がおさんと、ウチのお気にの時宗愛結さん。この二人は一体どんな艶あで姿すがたを見せてくれるのでしょう。そーれでは、参ります！　ビジュアル審査三組目、フォーマルドレス対決、テーイクオフッ！」

　ＭＣの合図に合わせて、音楽とレーザー照明がほとばしる。スポットライトが右側のランウェイを照らし出しスモークにあおられて、妖よう艶えんなブルーのチャイナドレスの少女が現れた。

「ええー！　何だ、あれ。いいんですか、あれ！　先輩！」

「……まあ、ドレスには違いないからな」

　苦々しい表情の僕とゆずり先輩とは対照的に、会場は一瞬にして盛り上がる。

「チャイナドレース！　フォーマルやー言うてんのに、いきなり捻ひねってきたぞ、宜野座次女！　いや、中国ならフォーマルか知らんけど。さて対する時宗愛結はこの空気を変えられるかー！　いったれ、ど天然！　奇跡を起こせ、ど天然ー！」

　……無茶苦茶言われてるな、時宗さん。

　そして、左のランウェイにスモークがあがり、音楽に招かれるように真っ赤なドレス姿の時宗さんが入場してきた。

　うん、いい………いいんだけど。インパクトには、やや欠けるか……。

　肩から胸元までを露出し、腰でキュッと絞って足元に向かって傘のようにまた開くシルエット。ドレスと言われれば真っ先に頭に浮かぶ形だけど。これぞ正統派って感じなんだけど…………ずるいよ、チャイナは。しかもミニのダブルスリット入りとか。

「それでは審査スタート！　皆様、穴の開くほどご覧くださーい！」

　天里さんの声を合図に手拍子が始まり、時宗さんと宜野座さんがランウェイを歩き出す。同時にモニターに表示された視線カウンターが目まぐるしく変化する数字を弾きだした。お客さんの視線を十秒ごとにカウントしモニターに表示する視線認証システムは、観客の興味の移り変わりを正確に数字に表していく。上下動を繰り返しながら、徐々に数字を伸ばしていくのは、

「……やっぱり、宜野座さんか」

　露出は偉大だ。深く切れ込んだスリットからチラチラ覗のぞく太ももが、ほぼ男子で占められている一般観覧席の視線を摑んではなさない。しかも、下に何穿はいてるの、あれ？　ガーターベルトっていうの、あれ？　卑ひ怯きようだろ、女スパイか！　絶対見るわ、あんなもん。ああ、くそ、頑張れ。時宗さん。

　しかし、劣勢はダイレクトにパフォーマーに伝わり、心から平静さを奪っていく。焦あせりは緊張を呼び、足元を震ふるわせる。

　……え、うそだろ。コケちゃだめだぞ、時宗さん。それさっきやったから。二回目は、もうないぞ、時宗さん。

「きゃあっ！」

　祈りも空むなしく、タイルの目地に躓つまずく女、時宗愛結は盛大に右足を躓かせて、

「えいっ！」

　――転ばない。ぎりぎり右手をついて持ちこたえた。さらにその直線状に左手をつき、それでも消えない勢いは左足を高く蹴けり上あげることによって推進力に変えられた。

　結果、ぐるりと一回転。

「よいしょおっ」

　時宗さんは、ランウェイで見事な側転を決めていた。

「ええー、何今のー！　側転！　何でもできる子時宗さんは側転もできるぞー！　あははははは、何やってんの、パンツ丸見えやーん！　ぐははははははは！」

　………会場がにわかに笑いに包まれる。そして、




『もう一回！　もう一回！　もう一回！』




　沸き上がるもう一回コール。時宗さんは現状が理解できないかのようにオドオドと周りを見渡すが、やがて意を決して両手を高く振り上げた……って、だめだだめだ、時宗さん！　そのアンコールは応えちゃだめだ――！

　なんて声が聞こえるはずもなく、時宗さんは渾こん身しんの側転を再演し、

「えいっ、えいっ、えいっ」

　二回、三回と、四回と、意外に綺き麗れいな回転を披ひ露ろうして、

「ひぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――！」

　……そのままランウェイから転がり落ちていった。




「あはははははははははは！　マジか！　マジか、時宗さ―――ん！　爆笑！　会場、まさかの大爆笑だー！　やべー、この子超好きー！　あははははははははははははは！」

　ＭＣを放ほう棄きし笑い転げる天里さんと、試合を放棄して笑い転げる宜野座さん。

　デレプリ初の爆笑をかっさらった時宗さんは、同時に会場中の視線も独ひとり占じめし、よもやの大勝を収めるのだった。
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「いえーい、時宗ボムの衝撃が未だ収まらない会場だけど、時間がないから次行きまーす！　野郎どもー、お待ちかねのお色気枠だぜー！」




　ようやく馬ば鹿か笑わらいから解放された子リスちゃんが、仕切り直しと声を張り上げ、観客の歓声を煽あおる。

「……さあ、いよいよですね、先輩」

　僕は座席の肘ひじ掛かけを握る手に体重をかけ、上体を正して背筋を伸ばした。

「うむ」

　ゆずり先輩が、戦闘準備を始めるようにぽきぽきと指の関節を鳴らす。

　毒空木の出番だ。

　先行逃げ切りを狙ねらう毒空木にとって、ここがいきなりの正念場。セクシークイーンの五色ダリアさんを相手に、ただ勝つだけでなく圧勝を収めなくてはならない。

　深い息を吐き出すゆずり先輩も、やはり落ち着かない様子だ。

「今日、この日のために死ぬ気でデジタルカメラの操作を覚えたのだ！　一枚のミスも許されない。みゃーこの勇姿、あますことなくおさえてやるからな！」

　ああ、違った。普通に待ちきれないだけだった。めっちゃ楽しみにしてるじゃん、ゆずり先輩。まあ、それは先輩だけじゃないけれど。

「うっひょー！　待ってたぜー！　水着審査ー！　うおー！」

　手島を筆頭に、男子の熱量が異常な程沸き立っている。

「おおおお、来る！　野郎どものエナジーがビンビン伝わって来るぜー！　暑苦しー。しかし、わかる！　わかるぞ、野郎どものその気持ち！　年々過激さを増すデレ園ビジュアル審査お色気枠、一昨年のミニスカート、去年のホットパンツに続いて、今年はついに運営委員がやってくれたー！　カメラの準備はいいか？　ビジュアル審査第四組、ビーチファッションいっくぜー！」




　圧倒的な大歓声溢れる会場に、ダンスミュージックが鳴り響く。

　頼んだぞ、五色さん。毒空木にさずけた僕の作戦は、君の協力も不可欠だ。

「皆様ー、右手をご覧くださいませー。ビーチファッションのために生まれた女、五色ダリア登場だ―――！」

　天里さんの呼び込みに応えて、五色さんが右のランウェイから…………うおおおおおおおお、来た―――！　五色さ――――ん、なんじゃあ、あの水着はああああああ！

　当然ビキニと思っていたけど、裏をかいてのワンピースタイプ。でも、切れ込みが、切れ込みが尋じん常じようじゃない。胸元から始まった切れ込みが、臍へそ下したまでえぐっている。さらに両脇の切れ込みも、あれ？　下までいっちゃってんじゃん。うそ、どうやってくっついてんの、あの水着？　後ろ、後ろも見せて！　一回転して。よし、いいぞ、五色さーん！　ありがとー。




「おおおおお、えっろーい！　なんちゅう水着着てんだ、この女！　やっべー、鼻血でそー！　期待を裏切らないぞ、五色ダリア―――！」

　あっという間に、最高調に達する観客の歓声とボルテージ。カメラのフラッシュが花火のようにそこかしかこで煌きらめいた。

「まずいぞ、ハル。予想以上の盛り上がりだ。何か作戦を授けていたようだったが、本当にみゃーこがあの女に……」

「はい、勝てます。それも大差で」

　不安げなゆずり先輩に僕は確信を持ってそう答えた。

「本当か？」

「はい、ただ、かなりのハードワークになると思うので、毒空木がやりきってくれるかどうか、それだけが心配です。」

「ハードワーク？　……大丈夫だ、みゃーこならやってくれる！　頑張れ、みゃーこ！」

　先輩の祈るような視線が、未だ主あるじの現れない左ランウェイに注がれる。




「へいへいへーい、とんでもない盛り上がりだが、女はもう一人いるんだぜ、野郎ども。左手をご覧くださいませー！　さあ、猛毒の妖精頼んだぞー！」

　弾ける歓声。そして、空白のランウェイにスポットライトが落ちる。

「……へ？」

　そして、会場が静せい寂じやくに包まれた。

「どういうことだ、ハル！」

　ゆずり先輩が肘掛けを叩いて立ち上がる。それもそのはず、ランウェイに現れたのは、

「……何で服着てんの？」

　Ｙシャツにジーンズ。麦わら帽ぼう子しとサンダルが申し訳程度にビーチ感を醸かもし出だす、肌の露出を極限まで抑えたビーチファッションを纏まとった毒空木だったから。




「空気読んで、毒空木さ――――ん！　アカンアカン、何考えてんの！　勝負を捨てたか猛毒の妖精――――――！」




『ふざけんなあああああああああああああああああ！』

『帰れええええええええええええええええええええ！』




　おお、すげー。予想通りとはいえ、凄すさまじい野次。

　しかし、同時にこれは期待の裏返しでもある。口では嫌っているふうでも、みんなやはり、泣く子も黙る猛毒の妖精の水着姿を心底楽しみにしていたんだ。

　行ける、これなら……勝てる。作戦発動だ、毒空木！




「あーあー、なんかテンション下がってもーたなー。はーい、それじゃあ、ビーチファッション対決、あ、いや、五色ダリア鑑賞会を始めまーす。野郎ども、秒殺コールドを避けるためにちょくちょく毒空木を見ることを忘れんなよって……て、あれ、何やってんの、毒空木さん？」

　ざわめきが会場に走る。観客達が見ているのは、真っ赤な顔した毒空木がラウンドガールよろしく、頭の上に掲げている一枚のプラカード。巨大モニターがその文言を大写しにする。




『カウンターの数字が１００を超えるごとに、一枚ずつ……』




「なに？　一枚ずつなに？　ああ、だめだ。時間いっぱいだ！　それでは一般観覧席の皆様、審査をお願いしまーす！　穴の開くまでご覧くださーい！」

　お決まりの音楽が流れると同時に、ランウェイを歩き出す毒空木と五色さん。

　そして、モニターに表示された五色さんの視線カウンターがものすごい勢いで上昇を開始する。が、やっぱり、プラカードの文言が気になるのだろうか、平服を纏う毒空木の数字も僅わずかながら上がっていく、そして、数値が１００を超える。

　よし、行け、毒空木！

「ぐぐぐぐぐぐ、ハ、は、ハルのばかー！」

　何やら叫び声を上げながら、毒空木は作戦通り、ジーンズの裾すそを引きちぎった。元々切れ目の入っていたジーンズパンツは綺麗に腿もものラインでちぎれ、即席のホットパンツが出来上がる。

　毒空木の弾けるような健康的なフトモモが姿を現した。




『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




　そして、沸き上がる歓声はさらなる視線を毒空木に集め、毒空木の視線カウンターが２００を超える。

「ハル、殺す――――――！」

　ジーンズを完全に脱ぎ去れば、中から出てくるのは白ビキニのパンツ。フトモモからお尻しりにかけての毒空木自慢のラインが露あらわになる。再び沸き上がる、野太い歓声。

　よし、どうやらルールは理解してもらったようだ。ここから、一気に奪い去る！

「お、おおおい、ハル、これってまさか……」

「そうだな、手島。そのまさかだ……」

　大会実行部は、今頃血相を変えて新人戦要綱を捲めくっているだろう。だが、すでに確認済みだ。審査要綱に書かれていたのは、

　―――審査中の衣装の着足しは一切認められない。

　この一文のみ。脱いではいけないとは、書いていない。




　そうこうしているうちにもカウンターは加速度的に跳ね上がる。来たぞ、３００！

「ふんがー、ハル殺すー！」

　何かを叫ぶ毒空木のＹシャツが引き裂かれ、タンクトップ姿に早変わり。うっすら汗ばむ細い腕とひきしまったお腹なかがライトの明かりをキラキラと照り返す。

「ひっでー！　なんちゅうことを考えるんだ、毒空木美也子――！　ああ、見ちゃう、でも見ちゃう自分が悔しいよー。どうするどうするんだ、五色ダリア―――！」

「あ、あいつ……」

　五色さんの表情が変わった。さすがに異変に気付いたようだが、もう遅い。すでに限界まで見せてしまった五色さんに伸びシロはない。男というものを見誤ったね、五色さん。男ってのは、すでに開いちゃってる袋とじには興味を示さないもんなんだよ。

　そして、カウンターがさらに１００を数え、ついにタンクトップも脱ぎ捨てられ、猛毒の妖精のビキニ姿がランウェイに完成した。うっひょー、いいぞ、毒空木！　健康的なお前の体には、やっぱり白がよく似合う。
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　歓声と手拍子で割れんばかりのデレ園ホール。毒空木の視線カウンターは、もはや天てん井じよう知らずで伸び続ける。

「やばいやばいやばい！　これ以上はやばいだろ！　なあ、ハル、どうする気だよ、猛毒の妖精は！　これ以上カウンターが上がっちゃったら…………え、いくのか？　ここはヌーディストビーチですとか言っちゃうのか！　どっち？　上下どっちいくんだ！」

　ふ、愚ぐ問もんだな、手島。そんなの決まっているだろう。

　カウンターが次の１００を刻めば、猛毒の妖精は、毒空木は…………。




「そこまでぇぇぇぇー！　勝負あり、勝者は毒空木美也子ぉぉぉぉぉ――――！」




　……コールド勝ちするんだよ。




　総立ちの会場に、地割れのような雄叫びが轟とどろく。

　ビジュアル審査四組目、ビーチファッション対決は、大方の予想を裏切り毒空木がコールド勝ちで五色ダリアを破った。

　男子の歓声と女子のブーイングが入り混じるランウェイに、敗者五色さんはがっくりと崩くずれ落おち、勝者毒空木は、

「ふええええ―――ん、ハルのばかあああ―――！」

　一目散に控え室へと逃げ帰るのだった。







「と、とんでもないもん見ちゃったなー。思い切ったことすんなあ、猛毒の妖精……」

　ふふふ。そうだろう、手島。しかし、その仕掛け人はこんな近くにいるんだぜ。

「ハ……ハル……おまえ、おまえ……」

　ゆずり先輩の長い指が、僕の肩にかけられた。

　ああ、どうですか、先輩。この僕の完璧な作戦は！

「……最低の作戦だな」




　そのセリフは、鼻血だくだく流しながら言われても説得力がありませんよ、ゆずり先輩……。
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「おっつかれー！　いやー、よかったよー。二人ともー……ってうわっ！」




　二次審査まで二十分の休憩を挟はさむというので、出場者控え室を訪ねてみたのだけれど……な、なんじゃ、こりゃ。

「もうお嫁にいけないもうお嫁にいけないもうお嫁にいけないもうお嫁に…………」

「またコケちゃったまたコケちゃったまたコケちゃったまたコケちゃった…………」

　戦車が五、六台四方八方から通過したかのように荒れ放題に荒れた部屋の隅で、ガウンをすっぽり被かぶってガン凹ヘコみ中の美女二人。いや、これが勝者の控え室かよ。

「おいおーい、どーしたんだよ、二人ともー。せっかく二人揃って高得点で一回戦を突破したってのに。いや、完璧だったよ、完璧！　ほらほら、元気出せって！」

「出るか、ぼけええええ！」

「危ないっ！」

　おー、パイプ椅い子すが飛んでくるか、普通。弱っているかと思いきや、まったく油断のならない猛毒の妖精――

「あほ――――――っ！」

「ふんがあっ！」

　……ああ、早速油断した。今度は妖精本人が飛んで来た。

「あほあほあほー！　死ぬほど恥ずかしかったんだからなー！　責任とれー、責任とって結婚しろおおおおお！」

　ノゲイラばりのタックルから流れるような動きでマウントを取られ、襟えり首くび摑まれてがっくんがっくん揺すられる。

「おっ、おっ、落ちっ着けっ毒っ空っ木っ！　水着審査で水着になっただけだろ」

「だけとかいうなー！　乙女おとめ的てきには一回死んだわー！　お前も死ねー！」

「だめだ！　みゃーこ、目はやめろ！　目はまずい！」

　ゆずり先輩の奮闘により、僕の眼球だけはどうにか守られたのだった。

　ええ、眼球だけは。







「あー、何はともあれ、一次審査お疲れ様だったな。二人とも一時はどうなることかと思ったが、無事に通過できて良かった」

　暴風雨のように荒れ狂う毒空木と、暗くら闇やみに沈む時宗さんをやっとのことで宥なだめすかし、ゆずり先輩が厳おごそかに言う。

「いよいよ、ノルマのかかった二次審査だが。ここからは、目立つが勝ちの一次審査とはわけが違う。心してかかれよ」

　そうだ。ここからは、デレ園の講師や、招かれた業界のゲストがパフォーマンスを審査する。一次審査のように小細工は通用しない。

「で、二次審査の対戦相手だが」

　ゆずり先輩は言葉を続ける。

「繰り返すまでもないと思うが、一次審査の得点上位二人が、それぞれ得点下位二人と対決する。すなわち、みゃーこの相手は青あお桐ぎり絵え里り子こ。そして、愛結が……」

「椿さん……ですか」

　ようやく血の気が戻ってきた時宗さんの顔が、再び青ざめる。無理もない。苦手な演技審査で相手があの完璧聖女の椿さんでは……。

「大丈夫だよ、白さ湯ゆ」

　毒空木が時宗さんの背中を今度ばかりは優しく叩く。

「あんなに練習したじゃん。白湯ならきっとイケるから。あのインチキ女に一泡吹かせてやってよ！」




「誰がインチキですか、誰が」




　その言葉に応えたのは、毒空木の傍かたわらで緊張に唇くちびるを震わせる時宗さんではなく、

「よくもまあ、あんな恥知らずなことを………」

　控え室の戸口で怒りに肩を震わせているガウン姿の聖女と、美化委員の一団。メイクを落とす途中で飛び出してきたのだろうか。中途半端なギャルメイクの椿さんが逆に可愛い。

「黒椿！　人の控え室に何しに来たのよ！　敗者を笑いに来たのか？」

　いや、勝者勝者！　君ら二人とも勝者だから。まあ、ある意味敗者かもしれないけど。

「出ていけよ！　実行委員呼ぶぞ！」

　突然のライバルの襲来に、毒空木は食い殺さんばかりに吠ほえ立たてる。

「すぐに出ていくわ。でも、その前に一つお願いがあってきたの。もうこれ以上、聖シンデレラ学園の名前を汚すようなことをしないで。お願いだから……」

「なによ。あんたが出ろ出ろ言うから出てやったのに、まだ文句があんの？」

「文句の言える筋合いじゃないのはわかっています。だから、これはお願いよ。どうかお願いします」

「あたしはルールの範囲内で出来るだけのことをやっただけだし。卑怯ってのは、大会運営に圧力をかけるような行為を言うのよ。文句があるなら実行委員に言えば？　仲良しなんでしょ」

　おお、切れ味鋭いね、毒空木さん。とても、数秒前までガウン被って震えていた人物とは思えない。

「……そう。毒空木さん、あなたが常に聖女たれというデレ園魂だましいに無理解なのはよくわかりました。はなはだ不本意ですが、確かにルール上勝ちは勝ちです……だから、おめでとう。あなたがこの大会を通じて少しでもデレ園魂を学んでくれたらと願います」

「知るか、ばーか」

「時宗さん、次、頑張ろうね。それじゃあ」

　毒空木の悪態を受け流し、椿さんは時宗さんに笑顔を向けると、ゆずり先輩に軽い会え釈しやくを送って控え室を後にした。そして、美化委員がぞろぞろとその後に付き従い、やがて戸口には一人の美化委員だけが残される。ショートカットに相変わらずのスパッツと腰巻きジャージ。右足をギプスで固め松まつ葉ば杖づえをついた美化委員。

「菜な花ばなさん！　もう退院してたんだ」

「ああ？　当たり前だろ、とっくの昔に退院してるわ」

　菜花さんは相変わらずの憎まれ口を僕に叩くと、

「おい、毒空木」

　椿さんに啖たん呵かを切ったままの表情で固まっている毒空木を見み据すえた。

「何、あんたも文句あんの？」

「いや、その……」

　毒空木の眼光に射すくめられたわけではないだろうが、菜花さんはモジモジと下を向き、

「水着でダリアに勝つなんて。すげーじゃん、マジで……」

　恥ずかしそうにそう言った。

「はい？　な、なによ、あんた……気持ち悪いなぁ……」

　あ、毒空木さん照れた。

「お嬢じようはああ言ってるけどさ。なりふり構わず勝とうとする姿勢は、あたしは嫌いじゃないから。二回戦頑張れよ、じゃあな！」

「え、ちょっと、おい！」

　一方的に言い残して、菜花さんは部屋を出ていった。まだ松葉杖に慣れていないんだろう。ゆっくりとゆっくりと。

「な、なんなのよ、あいつ。何ここに来て急にちょっといいやつキャラ出してんのよ…………ホラー映画だったら死んでるぞ」

　予想外の相手から予想外の賞賛を受けて表情の置き場が定まらない様子の毒空木、

「ねえ、ハル…………あたし何て言えばよかったの？」

　上うわ目め遣づかいで僕を見上げて唇を尖とがらせた。

　……ありがとうって、言やぁいいんだよ。




「まもなく二次審査を開始しまーす。出場者は舞台袖そでに集まってくださーい！」

　実行委員が出場者を呼ぶ声が廊ろう下かに響いた。

「よし、もう一つだ！　ここが正念場だぞ。愛結、みゃーこ！」

　ゆずり先輩が手を一つ叩いて、控え室の空気に芯しんを通す。

　そうだ、ようやくだ。ここさえクリアすれば…………犠ぎ牲せい者しやを出すことなく大会を終えられる。

「うん―――よしっ」

　僕の両りよう頰ほおをピシャリと叩いて気合を入れなおす毒空木。良い顔だ、どうやら冷静さを取り戻したようだ。

　…………叩くのは普通自分の頰だろうとかいう指摘は、今は飲み込んでおくことにしよう。

「こら、愛結。いつまで落ち込んでるんだ、シャンとしろ。お前に負けた相手に失礼だろう」

「は、はい、すみません！　シャンとします！」

　ゆずり先輩の発破で時宗さんのメンタルも整ったようだ。本当に頼もしいな、この人は。勉強はできないけど。この人を見ていると、勉強しかできない僕って、逆になんなんだって思ってしまう。

「お前達ならきっとやれる！　忘れるな、気持ちを素直にだ！」

「おう！」

「はい！」




　ゆずり先輩に先導され、美少女二人は隆々たる気合をみなぎらせて舞台袖へと向かっていく。その背中を僕は心配と期待と、羨うらやましさの混じった思いで見つめていた。二人が部屋から出ていった後も、戸口に残る残像をずっとずっと見つめていた。

　ら――、

「……あの、控え室鍵閉めるんで早く出てください」




　実行委員の女の子に部屋から追い出された。




[image: ]






「らいら～～～～☆　まぁぁぁたせたなー、野郎どもぉぉぉー！　シンデレラグランプリ新人戦、セカンドステージ！　演技審査、は―――じめ―――るよ――――っっ！」







『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

『子リスちゃあああああああああああああああああああああん！』




　第一審査を終え、衰おとろえるどころかハイテンションにますます拍車のかかった天あま里さとさんのＭＣが、休憩を挟はさんで落ち着いた客席に火をつける。

　なんか、ファンまで作っちゃってるし、すげーな、この子。

「司会進行は引き続き、このあったし～～。休憩中に、ＭＣの発言は勝敗に影響を与えるから個人的な感想を控えろとマジダメ出しされちゃったけど、ま―――ったく反省する気のない天里李り須すがおつとめしまーす！」

　うん。反省は………しようか。

「あー、怒ってる！　部長が舞台袖そででめっちゃ怒ってる！　へへーん、ステージに上がればこっちのもんやもん！　それでは演技審査一組目、いってみよー」







　２ｎｄ　ステージ　演技審査




《ルール》

　競技者二名は、各々ランダムに選ばれた二つのお題（マストワード・マストアクション）を必ず使用して三分間の即興演技を行う。演技終了後、十人の審査員が持ち点10点をいずれかの競技者に割り振り、総得点数で勝敗を決する。
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「新人は毎年必ず苦戦を強しいられ、大事故に至ることも珍めずらしくない即そつ興きよう芝しば居いに挑むのは、一回戦で驚異の一分コールドを達成した椿つばき玲れい奈なと、一回戦でまさかの大爆笑をさらった時とき宗そう愛あ結ゆ。ダントツの優勝候補にウチの時宗さんはどこまで食らいつくことが出来るのでしょうか！　それでは、選手入場！」

　天里さんのコールに招かれて、二人の競技者がステージに現れる。先ほどまでの艶あでやかな姿とは一転、時宗さんも椿さんも上下白のスポーツウエアに身を包んでいた。使用できる武器は己の演技力のみ。




「時宗さん、大丈夫ですかね、先輩」

　控え室で気合は確認したけれど、こうして客席からステージの上の時宗さんを眺ながめると、背中の汗がとまらない。

「正直勝つのは難しいだろう。一矢だ。一矢報いればそれでいい。それが今後の愛結の糧かてになるはずだ」

　ゆずり先輩は時宗さんから片時も目を離さずにそう言った。

　……一矢。椿さんは一次審査でそれすら許さずに完勝した。それも、相手の得意なフィールドでだ。

「私は信じているぞ、愛結」

　ゆずり先輩のこめかみにも一筋の汗が光っているのが見えた。







「それではモニターにご注目くだっさい！　二人のマストはこっちら！」

　誰だれもが固唾かたずをのんで見守る中、モニターが運命のワードを映し出す。






　シチュエーション……オフィス




　時宗愛結　マストワード…………ずっとあなたが好きでした

　　　　　　マストアクション……匍ほ匐ふく前進




　椿玲奈　　マストワード…………あなたになら殺されてもいい

　　　　　　マストアクション……頭をなでる





　おお、このお題は………………わかんない。どっちだ、簡単？　難関？　ゆずり先輩の表情を盗み見る。

「悪くない。イメージが湧わきやすいシチュエーションだし、ワードもシンプルだ。匍匐前進さえクリアすれば悪い点にはならないだろう。頑張れよ、愛結」

　だそうですよ、時宗さん！　超頑張れ時宗さん！

「それではいってみましょー！　演技審査一組目、アクショーン！」




　舞台中央で握手を交わし、左右に適度な距離をとる二人の競技者。

　忘れるなよ、時宗さん。先輩からもらった数々のアドバイスを。

　時間と頭に余裕のあるうちにマストを済ませてしまうんだ。そうすれば、後はなんとでもなる。散々やってきたことだ。君なら出来るよ、時宗さん！

　ホントは出来る子時宗さんは布を弾き飛ばしそうな雄大な胸に手を重ね、深く息を吐き出すと、演技の世界へと一歩を踏み出した。




　―――――ず、ずず、ずずずずずず。




　……匍匐前進で。




「お、お、お、お、おはよー、お母さん。ま、ま、まさか、あの崖がけから落ちて生きてるなんて思わなかったわー。い、いつのに変わり身の術を身につけたの？」




　オフィ―――――――――――――――――――ス！

　時宗さん、ここオフィィィィィィィィィィィィィス！

　匍匐前進通勤って、どこの戦場に支社出してんだこの会社！　あと、なんでお母さんが会社にいんの、てゆーか、お母さん何者なの！

　だめだ、完全にパニクってるよ、時宗さん。そして、誰よりこんな無茶苦茶なパスを出された相手役の椿さんが一番パニクってるはずだよ！




「こら、愛結。いくらわたしが家では母親代わりの姉だからって、会社では先輩って呼べって言ったでしょ。あとウチが忍者家系だってことは門外不出だよ、忘れないで。まったくいつまでも学生気分じゃ、困るからね」




　全部拾ったああああああああああああっっ！

　すげえええ―――――、椿さんすげえええええええええ！

「ノータイムであの無茶ぶりを拾うのか。恐ろしい一年生だな。随ずい分ぶんと、椿にポイント稼かせがれてしまったぞ」

　ゆずり先輩が苦しげに言葉を漏もらす。

　確かに、序盤でいきなり出遅れてしまった。けれど、おかげで大クラッシュも回避した。ここから冷静に立て直すんだよ、時宗さん。




「ごめんなさい、お姉ちゃん……いや、先輩か。だめだ。お姉ちゃんの前だとついつい気が抜けちゃうよ」

　悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんで、小首をかしげる時宗さん。




　おお……いいじゃん。いいじゃん、時宗さん。

　元々妹である時宗さんに、偶然登場した『お姉ちゃんと妹』という設定が腑ふに落ちたのか、すごく自然な切り返しだ。

　よし、まだいけるよ、時宗さん。でも、そろそろ匍匐前進はやめようか。ほら、椿さんの手を取って立ち上がって。そう、しれーっと。何事もなかったようにしれーっと立ち上がれば……。




「ぎゃん！」




　こけるんだよねー！　人生の要所要所でこけてきた君が、ここでこけないはずないんだよねー！

　切れ味抜群の時宗ワールドに、いつ笑ってやろうかと待ちかまえていた客席からドッと爆笑が沸わき上あがる。

　ああ、くそ。気持ちはわかるけど笑ってんじゃねーよ！　時宗さんがますます混乱すんだろーが。

「愛結……」

　ゆずり先輩が祈るように合わせた手に力を込める。大切な弓道家の指を、握にぎり潰つぶしてしまわんばかりに祈りを込める。しかし、焦あせりが焦りを呼ぶのか、時宗さんは再び転ぶ。そして、笑い声はホールを揺らし続ける。

　ああ、もう…………黙れ、お前ら。一生懸命やってる人間を笑うんじゃねーよ。

　頑張れ、時宗さん。僕らだけは応援してるぞ。笑い声に紛まぎれて、声は届かないだろうけど、この目を見て。あなたを応援するこの、熱視線を……

「―――あれ？」

　声がこぼれ出た。

　ステージに這はい蹲つくばる時宗さんと目が合った気がしたからだ。

　多分気のせいだろう。目の悪い時宗さんが、この大観衆の中から僕を見つけ出せるはずがない。だから、時宗さんの崩くずれそうな瞳ひとみからすっと迷いが消えたような気がしたのも、僕の気のせいだ。

　ステージの上では椿さんが転びまくる時宗さんの頭を撫なでて、

「本当にドジなんだから、あなたは。でも、そんなあなたが大好きよ。あなたになら殺されてもいいかも。なんてね～」

　確実にワードとアクションをクリアしていく。ますます差が開く一方だが、

「うん、そうだね。ごめんね、お姉ちゃん」

　時宗さんは動じない。よどみのない動作で立ち上がると、

「今日のわたし、ほんとにどうかしてるみたい。門外不出の秘密まで口に出しちゃって。ううん、それだけじゃない。ずっと秘密にしておこうと決めたことまで抜けちゃいそう……お姉ちゃん、わたしね」

　今まで聞いたことのないような自然なセリフを紡つむぎだす。いや、これはセリフなのか。　まるで時宗さんの本当の感情が言葉になっているかのような………。

　ゆずり先輩が言っていた、一番大事なアドバイス――――気持ちを素直に。

　僕達の目は、まだ合ったまま。




「ずっと……あなたが好きでした」
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　……え？

　言葉がストンと胸に落ちてきた。

　笑い声が一瞬にして掻かき消きえる。

　誰もが黙りこくり、時宗さんが起こした心の波紋が全身の隅々まで渡るのを実感し、




「そこまで―――！　三分終了―――！」




　時間終了のコールを合図に歓声が爆発した。

「なんだ、今のはああああ！　序盤から安定の時宗ワールド炸さく裂れつかと思いきや、土ど壇たん場ばでねじ込んだマストワードのリアリティーは何なんだー！　やべー、キュンときたー！　あたしキュンときたー！　もっかい見たいー。この子決勝でもっかい見た―――い！」




「え、あ、あの、わたし……え？」

　鳴なり止やまぬ拍手と歓声の中、張本人だけがそれを理解できないように瞳を右往左往させている。

「時宗さん」

　そんなライバルの肩を椿さんがそっと叩たたき、

「確かに、頑張ろうとは言ったけど。そこまで頑張られると、困るじゃない」

　苦笑交じりに何事かを囁ささやいた。




　拍手はまだ鳴り止まない。審査員席の先生方が頭を抱える中、二人は転ぶことなく堂々とした足取りで袖へと下がるのだった。
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「さー、波は瀾らん尽づくめの演技審査も次が最後、いよいよファイナリストが決定するぜー！　二組目では、第一審査で椿さんに続いてコールド勝ちを達成したあの毒どく空うつ木ぎ美み也や子こに、期末試験第二位俳優専攻志望の青あお桐ぎり絵え里り子こが立ちはだかるぞー」




「おお、来たぞ、猛もう毒どくの妖よう精せいだ！　こんどは何をやらかしてくれるかなー」

　期待にときめく手て島しまの横で、僕はゆっくりと唾つばを飲み込んだ。

　いよいよだ。ようやくここまでたどりついた。ここさえ切り抜ければ、この大会が無事に終わる。

　思えば、何度夢に見たことだろう。猛毒の妖精による血ち飛沫しぶき舞い散る地獄の大会を。飛び起きる度たびに寿命が縮む思いだった。その苦労もようやく終わる。

　客席がドッと沸いた。

　二人の演者がステージに現れたからだ。先ほどと同じく白のウエアに身を包んだ青桐さんと毒空木。さすがに緊張しているのだろう、毒空木の眉み間けんに刻まれた皺しわは、対戦前の握手を交わすとさらに深いものへと変化した。

　片や青桐さんは落ち着いたもの。おでこの上でぱっかりと分かれた髪の毛を腰まで伸ばした青桐さんは口元に静かな笑みを湛たたえ、最小限の動作で毒空木の挨あい拶さつに応こたえている。俳優専攻志望とあって、演技にはかなりの自信があるようだ。一次審査に続いてここも厳しい相手だけれど、やれるはずだ、毒空木。

　お題さえ、お題さえ味方してくれれば。なんとか………。




「それでは皆さん、モニターをご覧ください。演技審査二組目、お題カモーン！」

　天里さんの呼びかけに応えてステージ横モニターが色彩を変える。






　シチュエーション……屋上




　毒空木美也子　マストワード…………やっと会えたね

　　　　　　　　マストアクション……抱き締める




　青桐絵里子　　マストワード…………いつまでも忘れない

　　　　　　　　マストアクション……涙を流す





「よしっっっ！」

　ゆずり先輩が握にぎり拳こぶしを肘ひじ掛かけに叩き落とした。

　理由は聞くまでもない。

「あー、ついてないぞ、絵里子様！　涙って。泣く演技だけでも難しいのに、涙って！　エグっ。これは猛毒の妖精に追い風かー！」

　追い風だ。間違いなく追い風だ。ステージ上の毒空木の表情も心なしかほっとしているように見える。落ち着きを取り戻したか、これならいける。そう確信した僕は、




「それでは行ってみよー、演技審査二組目！　アックショーン！」

　―――すぐに思い知らされることになる。

　お題が発表された後も、変わらず青桐さんの口元を飾り続けていた微笑のわけを。

「……美也子。ごめん……ごめんね……」




　開始一秒、青桐さんはもう泣いていた。




　ぼろぼろと涙を零こぼして、号泣していた。

　会場にどよめきが走る。

　……噓うそだろう。

　しかし、ステージ横のモニターは、青桐さんの濡ぬれた頰ほおを、止めどなく涙を溢あふれさせる両目をしっかり捉とらえている。

　マジかよ、あの子。ああ、くそう。なんで、楽勝だなんて思っちゃったんだ、僕。舐なめていた。期末試験第二位という実力者を。シンデレラグランプリという大会を。




「ごめんね、美也子。あなたを独ひとりにしてしまって………」

　青桐さんはまだまだ泣き続けている。客席に向かって、舞台の手前ギリギリで。

　たまに下を覗のぞき込こむような仕草を入れるのは、舞台の端をそのまま屋上の端と定めているからだろう。

「絵里子……」

　ここで毒空木も動く。そうだ、何か仕掛けろ、毒空木。このまま絵里子様独演会を続けさせるわけにはいかない。空気を変えろ、毒空木！

「ねえ、絵里子……どうしたの？　絵里子？　絵里子ってば」

　しかし、青桐さんは応えない。背中越しに語り掛けてくる毒空木の言葉を無視して、ただただ、屋上の端で泣くばかりだ。これは………だめだろう。明らかな演技ブロックだろう。減点の対象のはずだ。

「美也子……」

　誰もがそう思った瞬間、青桐さんがようやく動いた。

　でも、それは毒空木のセリフに応えたわけじゃない。滑すべるように立ち位置を舞台後方へと移動させただけ。そこで虚うつろな目で毒空木を見つめて、悲しげにセリフを漏らす。

「ごめんね、美也子……あなたはいつもそうやって、いなくなったわたしを探している。ごめんね………あなたを残して、死んでしまったりして……」




「そういうことか……」

　それまで黙って青桐さんの演技を見つめていたゆずり先輩が、うめき声に近い言葉を漏らした。

「あの青桐という女、幽ゆう霊れいだ」

　……何を言いだした、この人？

「いや、あの青桐という女が幽霊だと言ってるんじゃないぞ」

　言ってたじゃないですか。

「幽霊を演じているんだ。恐らくあの屋上で死んだという設定なんだろう」

　初めからそう言ってくれ。そうか、毒空木の呼びかけに応えなかったのは、そういうわけか。いや、設定上応えられないというべきか。

　大胆なことをするな、役者志望は。自分を幽霊に見立てて演技に入るなんて。開始一秒の涙といい……正直、引き込まれる導入だ。

「感心している場合か、ハル。これはマズいぞ」

　確かに。青桐さんは開始数秒で観客と、何より大事な審査員の心を摑つかんでしまった。　これはかなりのポイントを稼がれているはずだ。マズいぞ、毒空木。

「いや、マズいのはそこじゃない」

　あれ、違うんですか？

「みゃーこの動きが封じられたと言ってるんだ」

　……動き？

「みゃーこのマストアクションは『抱き締める』だ」

　はあ。

「……幽霊には、触れない」

　……え。

「ええええええええええええ―――――！」




　思わず声を漏らしてしまったのは僕だけじゃなかった。青桐さんの意図が伝わり始めた客席がざわつき出す。審査員席の先生達も互いに耳打ちを交わしている。




「ありがとう、美也子。優しくしてくれて。わたし、ずっとここで見ているからね……」




　しかし、青桐さんは現世の喧けん騒そうなど聞こえないとばかりに、涼しい顔で泉下の住人を演じ続ける。今は亡き自分を追いかけてくれる親友に語りかける。

「わたし、美也子のこと。いつまでも忘れないからね」

　マストワードを放り込む。




「ちょ、ちょ、ちょ、ずるいでしょ、あれ！　あれじゃやりたい放題じゃないですか。ありなんですか、あんなの」

「審査員の目にどう映るかだな。毒空木の演技を無視していると捉えられれば減点だが……私にはギリギリ拾っているように見える」

　僕の目にはズルにしか見えねーよ！

「演技の構築が見事なんだ。自分のマストアクションが一人で成立すると判断するや否いなや、いきなりの涙で度ど胆ぎもを抜いて、一息で幽霊の自分とそれが見えない友人という図を作り上げてしまった。あの完成度で構築されてしまうと、それを崩す方が心証が悪い」

　納得いかねー！

　知るか、そんなん。もういいよ。やっちまえ、毒空木！　抱き着いちゃえ。『あたし霊感あるんですー』とか、『お薬出しときますね、絵里子ー』とか、何とか言って抱き着いちゃえばいいだろう。

「絵里子……」

　しかし、毒空木は動かない。舞台のへりで、背後の青桐さんを振り返ることもできないまま立ち尽くしている。

　そうこうしている間にも時間は刻々と過ぎていく。ほら、後一分だ。時間がないぞ。行けよ、行くしかないだろう。飛び着け。飛び込んでから考えろ！　行け、毒空木！




「―――っ！」




　行った。僕の思いが通じたのか、毒空木が飛び出した。大きく。力強く……前へと。

　って逆逆っ！　青桐さん、後ろっ！

　宙へ踏み出した毒空木は、そのまま落下を開始する。

　舞台から、屋上から、落下する。

　ああ、違う。そうか。それでいいのか。すげー、よく気付いたな、毒空木。

　ややあって聞こえる毒空木の落下音。どよめく会場。舞台に一人残される青桐さん。そうだ。青桐さんが、命あるものには触れられない地縛霊だと言い張るなら、毒空木も死ねばいいだけだ。

　そして、

　――――ヒタッ。

　毒空木が戻ってくる。

　舞台のへりに手をついて、井戸から這い上がろうとする女霊のごとく、ずるりと屋上へと這い上がってくる。

　残り時間、十秒。再び舞台に立った毒空木は、




「絵里子……やっと会えたね」




　文字通りこの世のものとは思えないほどの殺気を瞳に込めて、青桐さんを睨にらみつけた。出たよ。猛毒の妖精の真骨頂。この眼光は………慣れてる僕でも怖いんだ。

「ひいいっ！」

　ああ、青桐さん。幽霊が幽霊に怯おびえちゃだめでしょう。マイナス１だよ。

　残り時間五秒。

　毒空木は背を向けて逃げようとする青桐さんを後ろから抱きすくめ、




「いやああああああああああああああ―――――――――――――――！」




　二人で舞台の端から転落していった。

「そこまで、三分――――――――――！」

　どよめきが歓声となって会場を揺らす。

「ひっくり返したー！　序盤の完かん璧ぺきな青桐ワールドを、ギリギリ力技でひっくり返しました、毒空木美也子ー！　やっべー、なんじゃこりゃー！　再び頭を抱える審査員。相方とものギリギリの対決を審査員はどう評価するのでしょう。それではファイナリストの発表までしばしの休憩を挟みたいと思います。私が司会を降ろされていなければ、十五分後にまたお会いしましょー。らいら～～☆」




　天里さんの自じ虐ぎやく的てきなアナウンスを幕引きに、客席の照明に灯がともる。

　と、同時に、

「危なっかしいことをするな、みゃーこは」

　大きく息を吐き出す音が聞こえた。

　見れば、ゆずり先輩が、椅い子すから腰を浮かせてじっとステージ下を覗き込んでいる。

　舞台の下では、もつれ合いながら転落した毒空木と青桐さんを実行委員が助け起こしている真っ最中だ。

　ゆずり先輩は不安げにその様子を見つめつつ、

「あんな風に転落したら、怪け我がをしたって不思議じゃないぞ」




　小さな声で、大きな大きなフラグを立てた。
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「ファイナリスト、はっっっっぴょぉぉぉぉ―――――――！」




　もはや病的ともいえるテンションで天里さんがマイクに向かってがなりたてた。




「野郎ども、十五分間の休憩とか言いながら随分長らく待たせちまったなぁぁ――、誠に申し訳ございません。深くお詫わび申し上げます。審査が難航してしまいまして。よ―――――やく、結審です！　それではファイナリストの発表の前に、二次審査に挑んだ四人のシンデレラにもう一度大きな拍手をお与えくださいませ～～～～」

　満場の拍手に迎えられ、白ワンピースに着替えなおした四人がステージに整列する。椿さんを先頭に青桐さん、時宗さん。そして…………毒空木。




『玲奈ぁぁぁぁぁ―――――――――――！』

『椿さぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！』

『絵里子様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――!!』




　長い休憩を挟んだ観客のボルテージは落ちるどころか、むしろ焦じらされて上昇しているようだ。

「椿さ―――――ん！　こっち向いてぇぇぇぇ」

　あーあ、手島まで盛り上がっちゃって、まあ。羨うらやましいことこの上ないわ。僕もあんなふうに純粋な気持ちではしゃぎたい。ああ、関係者でさえなければぁぁぁ～～。

　観客の声援と拍手があらかた止んだ頃を見計らい、天里さんは二つ折りになった白いカードを頭上に掲げた。

「波瀾の第二審査を終え、審査員がはげるほど悩みまくった結果が、今ここに、私の手の中に握られています！　ファイナルに勝ち上がる二名はいったい誰か。ただ今から発表させていただきますっ。一組目！」

　天里さんが芝居がかった仕草でカードを開くと、あらかじめ打ち合わせてあったのだろう。二人の少女が一歩前へと踏み出した。スポットライトが強こわ張ばった表情の時宗さんと椿さんを照らし出す。

　いつになく弱気な顔を見せる女王を後押しするように客席から椿さんコールが沸き起こり、

「愛結……」

　ゆずり先輩の口からは時宗さんの名前が零れた。

　僕も両手を合わせて神様に祈る。全く存在なんて信じていないけれど、それでも祈る。

　……普通に考えれば、ここは椿さんだ。

　デレ園の入学試験から、中間試験、一次審査とあらゆる勝負を圧倒的な力で制してきた椿さん。それまで通りのことが起きるのなら、１００対０で椿さんが勝つ。

　でも、ここは。この二次審査だけは……あるかもしれない。波瀾が。その予兆は椿さんも感じているのだろう。珍しく緊張した面持ちがそれを物語っている。

　時宗さんが勝つなら僅きん差さ。大勝はありえない。割れろ、割れろ。票よ……割れろ。




「採点結果、65対35……」




　割れた。でも……

「勝者、椿玲奈―――っっ！」

　音楽と照明にあおられて歓声が爆発した。時宗さんのライトが消え、椿さんのほっとした表情だけが舞台に残る。

　……届かないか、時宗さん。

　僕はがっくりと首を垂れ、

「よくやったぞ、愛結―――――――――っっ！」

　ゆずり先輩は大声を放って立ち上がった。

「よくやった、よくやったぞ、愛結！　私は、私は、お前が誇らしいぞ、愛結――！」

　客席中が椿さんの決勝進出を祝って総立ちになる中、ゆずり先輩だけが、一人時宗さんの名前を叫んでいた。椿さんに一矢報いた時宗さんを讃たたえていた。

「何をしている、ハル！　お前も立て！　愛結の名前を呼んでやれ！」

「は、はい……ってあれ？　先輩、もしかして……泣いてます？」

「知るかっ！　私など見るな！　愛結だ、愛結を見ろ！　あそこにいる愛結を見ろ！　何しょげてるんだ愛結！　観客に応えろ。そうだ、笑え！　可愛いぞ愛結――――！」

　ファンクラブを自称する弓道部の部員達が憧あこがれるのは、先輩の美しさより強さより、こういう所なのかもしれない。この人の部活に入ってみたい。ちょっとだけそう思った。

「お前になら抱かれてもいい――――――――――！」

　だから、そういう言動は慎つつしんでくださいってば。




「続きまして、二組目！」

　止むことのない歓声を断ち切るように、天里さんが最後のファイナリストを読み上げにかかる。

　毒空木と青桐さんが揃そろって前に進み出た。

　自信を示すように青桐さんは大きく一歩。

　毒空木は小さく半歩。

　スポットライトに二人の姿が映し出され、ほんの一時静せい寂じやくを取り戻した会場が再び声援に埋め尽くされた。会場の後押しをうけるのは圧倒的に青桐さん。

　ついにきたか、この瞬間が。

　さてと、神様……………………改めてお願い申し上げます！

　僕は両手をパンっと合わせて額ひたいに擦こすりつけた。

　言いません。さっきはあんなに祈ったのに叶かなえてくれなかったとか、その分の埋め合わせをこっちでくださいとか、そんなことは言いません。全くのっ！　真新しい気持ちでっ！　お願い申し上げます。毒空木を勝たせてください。そして、あなたというものの存在を、一度でいいから確認させてください！

　おっと、生意気な言い方でしたか？　違うんです、僕は何も、私利私欲のために申しているのではありません。平和のためなんです。全ては、このシンデレラグランプリ新人戦を一人の犠ぎ牲せい者しやもなく終わらせるためなんです。

　…………………………………………………って、あれ？

　僕はここへ来て、とんでもないことに気が付いた。




　なんで、祈ってるんだ？




　猛毒の妖精の魔の手から出場者を守るため？

　だとしたら、その任務って、もう完了してないか？

　ここで毒空木がファイナリストになれなかったとして、落選した毒空木がファイナリスト達を襲うようなことが、あるか？　ないだろう。そんなことをしても意味がない。そんなことをしたって自分がファイナリストになれるわけじゃない。なら、毒空木が正々堂々とここまで戦った時点で僕の任務は完了してないか？

　じゃあ、なんで毒空木の勝利を祈ってる？

　そうだよ、逆だ。むしろ、負けるべきなんだ。そしたら、僕は椿さんと付き合える。あの忌いまわしのツアーに終止符を打てる。あの猛毒女と手を切ることが出来るんだ。ステージ上の毒空木は、不安げな眼まな差ざしを足元に落としていた。ふわふわの髪の毛が、スポットライトを反射してキラキラと輝く。

　この冗じよう談だんみたいな美少女と出会って二カ月ちょっと。いったいどれほど酷ひどい目に遭あわされてきたことだろう。当たり前のように蹴けっ飛とばされ、叩かれ、殴なぐられ、踏まれ、罵ののしられ、水をかけられ、変なものを食べさせられ、女子全員に告白を強要され。

　それらがすべて、ここで終わる。今ここで、毒空木の名前さえ呼ばれなければ……。

　もう二度とアイツと関わることはないだろう。藤ふじ棚だなに行くことも、話をすることもないはずだ。僕と猛毒の妖精の全ぜん告コクツアーはここで終わる。

　毒空木の名前さえ呼ばれなければ。




「審査結果、47対53！」




　毒空木の名前が呼ばれなければ…………。







「勝者、毒空木美也子―――っっ！」







　その瞬間、ホールは地響きのような悲鳴と野次に満たされた。

　気が付くと僕は、

「よっしゃあああああああああああああああ――！」

　両手を天に突き出して歓喜の雄お叫たけびをあげていた。




　何度も何度も毒空木の名前を呼んでいた。
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「うう、イテテ」

　濡れタオルに包まれた中指がじくじくと痛みを訴えている。




　……いやー、はしゃぎ過ぎた。

　いくらテンションが上がったとはいえ、座席の背もたれからジャンプするのはやり過ぎだった。薄暗い客席の中、案の上着地に失敗し、床に手をつこうとしたら突き指してこの様だ。小学生か、僕は。そもそも何であんなにテンションが上がっちゃったんだろう。落ちるべき毒空木が決勝に残ってしまったというのに。

　苛いら立だちをつのらせるのは、リズミカルに訴える傷の痛みより、僕の中に突発的に発生した謎なぞの心理作用の方だ。

「ばっっっっかじゃないの、ハル。客席で観てるだけの人間が何で怪我してんのよ？　わかんないの？　暗い中、椅子から飛び降りてはいけませんって、口で説明されないとわかんないの？」

　あと、至近距離からザクザク突き刺される毒空木の毒舌のせいだ。

　三次審査まで再び十分の休憩を挟むというので、濡れタオルを使わせてもらおうと控え室までやってきたのだけれど………。

「鳥だって夜は飛ばないのよ。え、魚類ですか？　あなた魚類の方ですか？」

　僕が部屋に入るなり毒空木の舌ぜつ鋒ぽうが留とどまる所を知らない。

「こーゆー時に女優の世話をするのが、ハルの仕事なのに！　ほんっっっと、使えないジャーマネなんだから！」

「誰が女優で誰がマネージャーだよ」

　せめてもの反撃を試みるも、背中を丸めてパイプ椅子に腰かける毒空木は、お前の役目は黙って自分の愚ぐ痴ちを聞くことだと言わんばかりに顔を背そむけ、己の足元に視線を落とした………僕の中指と同じように、痛々しく濡れタオルに包まれた右足首に。

「ど、どうですか、ゆずちゃん。みゃーこの足は？」

　時宗さんも心配そうに毒空木の足を見つめている。

「だめだな、腫はれが酷くなっている。本当に、今までよく歩けていたもんだ」

　濡れタオルを開いて、ゆずり先輩は首を振った。

　もちろん、言こと霊だまなんてものがあるはずがないのだけれど、フラグは最悪のルートを呼び込んでいた。

　青桐さんと絡からみ合あうようにして舞台から転落した毒空木の右足は時間とともに赤く腫れあがり、今や足首としての括くびれを消失させるまでに悪化している。

「明るい舞台から急に暗い客席に飛び降りると、目が明暗の変化についていけず、床までの距離を誤って怪我をすることがよくあるんだ。ましてや、あんな危険な落ち方をして。捻ねん挫ざですんだのは、運が良かった方だ」

「良いわけあるか！　最低だ、最低！　白さ湯ゆは側転しながらランウェイから転げ落ちて怪我一つしなかったのに！」

　まるでそれが時宗さんの過失であるかのように唇くちびるを尖とがらせる毒空木。

「う、うん。わたしは普段からコケ慣れてるから。怪我とかは滅多にないの」

　なんでも慣れとくもんだなぁ。

「ねえ……どうする、みゃーこ。自由審査、もうすぐ始まるけど……」

　時宗さんが不安げな表情で壁の時計と毒空木の顔を交互に見やる。毒空木の自由審査は、ダンス。

「どーするも何も、出るに決まってんじゃん！　ジャーマネ、あたしに衣装を―――イツッ！」

　立ち上がろうとした毒空木の顔が痛みに歪ゆがむ。

「何をやっているんだ、みゃーこ！　まだ立っちゃだめだ！」

「離せ、パグ！　あたしに触んなって言ってんでしょ！」

「その足で踊おどれるはずがないろう。座ってるんだ！」

「やだっ！」

「みゃーこ！」

　無理矢理にでも立ち上がろうとする毒空木を、ゆずり先輩は力づくで抱き止めて、

「気持ちはわかるが、決勝は辞退するしかないんだ、みゃーこ」

　誰も言えなかったその言葉を、祈るような口調で囁いた。

「…………………」

　毒空木は力なく椅子に腰を落とすと、

「……じゃあ、治してよ」

「え？」

　ボツリと呟つぶやいた。

「足……治してよ。コーチなんでしょ？　預かった選手の体調をバッチリ仕上げんのが、コーチの仕事じゃん！」

「それは………」

「出来ないんなら偉そうな事言うな、役立たず！」

「毒空木っ！」

　そんなことは今まで一度だってしたことはなかったけれど、僕はほとんど反射的に大声をあげて、思い切り机を叩いていた。突き指した右の拳で。

　痛い。いっっったいぃぃ！　死ぬほど痛い…………けど、だめだ。今のはだめだ。

「今のはだめだぞ、毒空木。謝れ」

「………………」

　毒空木は応えない。俯うつむいて、長い髪の毛で表情を覆い隠したまま何も言わない。

「ハ、ハルくん……」

　ああ、ごめんね、時宗さん。大きな声を出して。でも、だめだ。あの発言だけは絶対にだめだ。この一週間、ゆずり先輩がどれほど僕達のために世話を焼いてくれたと思ってるんだ。弓道部の部長という立場でありながら、どれだけ僕達のために尽くしてくれたと思ってるんだ。

「毒空木！」

「いいんだ、ハル」

　さらに言い募ろうとした僕の前に、ゆずり先輩が体を割り込ませる。

「でも！」

「いいんだ。私のためにありがとう。でも、もうこれ以上みゃーこを怒ど鳴ならないでやってくれ」

　先輩は微かすかに口の端を上げて僕を制すると、毒空木を振り返り、

「すまなかったな、みゃーこ」

　静かにそう言った。

「もし、私の足と交換することが出来るのなら、何本でも差し出しているところだが、私にはそんな力はないんだよ。コーチとして私が出来るのは、これ以上、みゃーこの体を痛めつけさせないことだけなんだ。許してくれ、みゃーこ」

　なんでだ。おかしいだろう。なんで、なんで先輩が謝るんだ………。

「……おかしいじゃん。なんで、パグが謝ってんのよ……」

　それは毒空木も同じ意見だったようだ。短く吸い込んだ息を一端肺にため、

「……ごめんなさい」

　震ふるえる声でそう言った。

「ごめんなさい……噓…あたしが今言ったこと全部噓……ごめん、ごめんね……傷つかないで……ゆずり……ごめん」

「私が傷つくわけないだろう」

　ゆずり先輩は毒空木の頭に優しく手をのせると、

「初めて名前で呼んでもらったんだ、一週間は息を吸わなくても生きていけるよ」

　冗談めかして微笑んだ。




　毒空木は何も言わず、ゆずり先輩の脇わき腹ばらに顔を埋うずめてＹシャツを濡らし続けた。
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　３ｒｄ　ステージ　自由審査




《ルール》

　競技者は一名ずつステージに上がり四分間パフォーマンスを披露する。二名のパフォーマンス終了後、審査員は合同で審査を行い、勝利者を決定する。尚なお、パフォーマンスの種類は一切問わないものとする。







　澄んだ高音が会場を包み込んでいた。

　三次審査が再開された時はあれほど騒がしかった観客達も、今はその音色を一音も聞き逃すまいとため息をつくことすら憚はばかっている様子だ。

　椿さんの自由審査は歌。

　それはまさに天使のソプラノ―――――――『アベマリア』。




「はあ～、癒いやされる～わ～。歌まで完璧だなんて、留まる所を知らねーな、椿さんは」

　うるせーな、手島。椿さんの歌に割り込んでくんじゃないよ。

　思えば、今、僕は初めて観客としてシンデレラグランプリと眺めている。

　色々あった。

　本っっっ当に色々あった一週間だった。振り返れば苦い思い出ばかりだけれど、それもようやく終わった。そして、その苦労のご褒ほう美びにこの歌声を取っておいてくれたというのなら、今日の神様はグッジョブすぎる。

　ステージの上に、伴奏もなくただ一人で立つ椿さん。

　足元にオブジェのように転がされたマイクにはスイッチすら入っていない。身一つで、千人収容の館内の隅々まで、決して押し付けることなく、澄んだ歌声を届けている。

　脱帽だ。

　彼女の前ではどんな賞賛の声も安っぽい。

　ビジュアル、演技、歌。すべてが規格外。これほどの技術を手に入れるのに、椿さんはどれほどの犠牲を払ってきたんだろう。

『美は内面から』

　彼女のモットーを体現するような、圧巻のパフォーマンスは最後の一音まで聴衆を魅み了りようし続けた。




「エクセレ――――――――ントっっ！　椿玲奈椿玲奈椿玲奈椿玲奈――！　ああ、ウチ涙が止まりません。審査を待つまでもない。もう優勝だろうよ、この子！　野郎ども、クイーンを讃えろー！　ありがとうございます。第二十二回新人戦でしたー」

　天里さんに言われるまでもなく、総スタンディングオベーションだった。

　在校生も、ファンクラブも、審査員までもが彼女に最上級の賞賛と敬意を送っていた。

　ああ、ありがとう。椿さん。

　こんなエンディングをありがとう、椿さん。

「おおっと、いけねー。そうかそうか。ファイナリストはまだ一人残ってるんだった。あぶねー、危うくシメちゃうところだったよ」

　うん、いいんだよ、天里さん。ここで締めてくれて。もう、これ以上、ステージに上がる人間はいないのだから。

「失礼いたしました。それでは三次審査最後の一人行ってみましょうって……え、何？　……うそ、そんな急に！」

　マイクが、途切れ途切れに運営の混乱を拾って会場に伝える。

　遅まきながら毒空木の決勝戦辞退が伝えられたようだ。チラリと隣を覗いてみるも、腕を組んで眠るように座席に沈むゆずり先輩の感情は読み取れなかった。

　そして、ようやく折り合いがついたのか、平静を取り戻した声がマイクに乗る。




「皆様、大変長い間お聞き苦しい点があった事をお詫び申し上げます。ここでご来場の皆様に残念なお知らせをお伝えしなくてはなりません」

　それは今までのハイテンションとは似ても似つかない声。

　ファイナリストの審査辞退という悲報を伝える、別人のような厳げん粛しゆくな声……ってゆーか、完全に別人の声。

「天里李須は再三の注意にもかかわらず、問題のある司会を続けたためここで降板。ここからはＤＨＣ部長の倉くら敷しき澄すみ玲れがお届けいたします」

　あれ、天里さんが退場しちゃったよ。いや、違うだろう。そうじゃなくて退場するのは毒空木……。

「それでは、引き続き参りましょう。三次審査二人目、第二十二回シンデレラグランプリを締めくくりますのは、一年Ｇ組毒空木美也子」




　どういうことだ。

　後任の司会の合図にあわせ、スポットライトが空からのステージに落ちる。ややあって、純白のワンピースに身を包んだ妖精のような美しい少女が、片足とパイプ椅子を引きずりながら光の輪の中心に進み出た。

　噓だろう。

　何やってるんだ。なんでそこにいるんだ、毒空木。

　とっさにゆずり先輩と顔を見合わせる。先輩の瞳にも驚きよう愕がくの色が浮かんでいた。

　そりゃあそうだ。さっき控え室で散々話し合っただろう。辞退だよ、毒空木は辞退するんだよ。もう目的は達したのだから。ツアーの存続は守り抜いたのだから。

　脂あぶら汗あせを浮かべながら青ざめた顔で舞台に立つ毒空木、足が治っているふうにも、ゆずり先輩と足を取り換えたふうにも見えない。

　じゃあ、なんで三次審査の舞台に立っている。

　毒空木は覚悟を決めたように息を止めると、パイプ椅子の側面を客席に向ける形でセットし、その上にどっかりと座り込んだ。そして、椿さんが床に置き捨てたマイクを拾い上げる。

　……まさか、歌う気か。

　確かに、歌なら座った状態でもパフォーマンスは可能だけれど…………だめだぞ、お前の歌は。

　あれは、部室棟とうの練習部屋に永遠に封印したシロモノだ。

　決してシンデレラグランプリという晴れ舞台に、ましてや、椿さんの超絶パフォーマンスの後に持ち出して来ていいものじゃない。絶対ダメだ。やめろ、お前のために言ってんだぞ、毒空木！

　そんな僕の心の叫びが届くはずもなく、毒空木はマイクのスイッチを入れると、

「……座りリフティング、やります」

　抑よく揚ようのない声でそう言った。




　……は？




　生徒観覧席、関係者席、一般観覧席、審査員席。一千人の頭上に、一斉にクエスチョンマークが浮かび上がる。

　何言った、アイツ？　座り……リフティング？

　針のような沈ちん黙もくの中、毒空木が舞台袖に向かって合図を送ると、実行委員の腕章をつけた男子生徒が、本当にいいのかという表情でサッカーボールを放り投げた。

　綺き麗れいな弧こを描いたサッカーボールは緩ゆるやかに縦回転しながら、そのままヒタリと吸い付くように毒空木の素足の左足の甲で静止する。

　毒空木はそのボールを真上に蹴り上げ、感触を確かめるように二度ポンポンと足の甲で弾かせると、三度目に大きく打ち上げた。

　そのボールを額で返し、再び足の甲でキャッチして、そのまま腰より高く足を持ち上げ、脛すねから腿ももへと転がして腰で止めた。

　それから、また左足を床まで下げて、同じコースでボールを転がし、タイミングを合わせて起こしたつま先の頂点でピタリと止める。

　すごい。座った状態で、なおかつ片足だけでこれだけのボールコントロールができるなんて、本当に、すごい。けれど……………何やってんだよ、毒空木。

　ここがどこかわかっているのか。学年一の美少女を決めるシンデレラグランプリ新人戦の決勝で、なんでボールを蹴ってるんだ、毒空木。

　てんてんとボールの弾かれる音が沈黙のホールに響く。その音に誘われるようにして、次第にざわつき始める客席。

　そして、




『ねえ、何やってんの、あの子？』

『ちょ、なんでボール蹴ってんの、バカじゃないの？』

『ふざけんなよ、おーい！』




　ざわめきに野次が交じり出すのにさほどの時間はかからなかった。

　一いつ旦たん上がってしまった罵ば声せいは加速度的に声量を増し、あっという間にホールを埋め尽くす猛烈なブーイングの嵐あらしとなる。そりゃあ、そうだ。いくら何をしてもいいと明記されているとはいえ、美を競う大会で、リフティングはないだろう。

　元々が毒空木の失敗を願っていた観客達だ。ここぞとばかりに、罵り、嘲あざけり、口笛を吹き、嬉き々きとして足を踏み鳴らす。

　それでも毒空木はボールを蹴る。

「なんでだよ……」
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　無意識にそう漏らしていた。

　何で出てきた、毒空木。こうなることは、わかっていただろう。なのにどうして、決勝の舞台に出てきたんだ、毒空木。

　ブーイングは今や最高潮に達していた。

　それでも、毒空木はひたすらにボールを蹴る。

　もはやそれしか見えないかのように、頭で肩で膝で足首でボールを弾く。いくら左足しか使っていないからと言って、あれだけ体を動かして右足に響かないわけがない。痛いのだろう、脂汗を流しながら、それでも毒空木はボールを蹴る。迷いない瞳でボールを追う。

　…………僕が言ったからか。

　あの時、藤棚で。

　優勝したら、好きになっちゃうかもよって、言ったからか。

　噓だろう……あんな一言を信じて、お前は………あれだけ拒否していたサッカーボールを……。

　たとえどんなに酷いパフォーマンスでも、辞退さえしなければ、優勝の可能性はゼロじゃない。辞退さえしなければ……。

　野次の声はまだ止まない。

「毒空木………」

　この騒音の中でどれだけ叫んでみても、僕の声が毒空木に届くことはないろう。ボールに集中している毒空木に僕の姿が見えることもないだろう。

　それでも僕は、毒空木が四分間のパフォーマンスを終えるまで、ずっと声援を送り続けていた。

　舞台の袖に消えるまで、大きく大きく、手を振り続けていた。




「ありがとうございました。これにて三次審査を終了します。審査結果が出ますまで、吹奏楽部の演奏を聴きながらお待ちください」




　満場の帰れコールは、倉敷先輩が落ち着いた声で審査の終了を告げるまで鳴りやまなかった。
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　こうして、大荒れの新人戦は大荒れのままその幕を閉じるのだった。

　言うまでもないかと思いますが、優勝はもちろん椿さん。

　一次審査から三次審査までの総得点数、三次審査の得点数、そして、準優勝との得点差で歴代一位という圧倒的な大勝利だった。




　波瀾の第二十二回シンデレラグランプリ新人戦は、結果椿さんの、椿さんによる、椿さんのための大会として記憶にも記録にも刻まれることとなった。
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「出てきた！　時とき宗そうさん、こっちこっちー！」

「あ、ハルくん、ゆずちゃん！」




　在校生や関係者や観客でごった返すホールロビーに恐る恐る姿を現した時宗さんは、行きかう人波の隙すき間まに僕達の姿を見つけると、パンパンに膨ふくらんだ紙袋を両手に下げて小走りに走り寄って来た。

　すれ違う人達がいちいち振り返るのは、ばいんばいんに揺れている胸のせいだけじゃないだろう。あの地味なステルスちゃんが、今日一日で随ずい分ぶん有名人になったもんだ。




「お疲れ、愛あ結ゆ！　今日は本当に素晴らしかったぞ、愛結ぅ～～～～～～～～～～～」

　ゆずり先輩が時宗さんをカウンターで抱きしめる。

「ぐぇっ、ちょ、ゆずちゃん。苦しいって、ははは…………ちょ、痛っ、いたたたたたた！　折れる折れる、ほんと、やめて！」

　加減を知らないゆずり先輩の腕から、命からがら逃げだす時宗さん。

「だ、大丈夫、時宗さん？　とりあえず、お疲れさん」

「げほっ、げほっ。あ、ありがとうございます。す、すべて皆さんのおかげ……げふっ」

　顔面鬱うつ血けつしてんじゃん。本当に大丈夫かよ、時宗さん。

「どうだった、初めてのデレプリは？」

「え、そうですね……」

　僕の質問に時宗さんは一瞬視線を宙にさ迷わせると、

「よくわからなかったです」

　苦笑いでそう言った。

「最初っから最後まで緊張しちゃって、わけがわからないうちに終わっちゃったから。本当にわたしなんかが出て大丈夫だったんでしょうか……」

「何を言ってるんだ、愛結！」

　もじもじと謙けん遜そんする時宗さんの背中を、ゆずり先輩が貫通するほどの力を込めて平手で叩たたく。

「だから、痛いって、ゆずちゃん！　ホックを狙ねらわないで」

「お前が覚えていなくても、私はちゃんとお前を見ていたぞ。大会に相応ふさわしい立派なシンデレラだったよ。そうだったな、ハル」

「うん、本当に良かったよ、時宗さん」

　ゆずり先輩に促うながされ、僕も大きく頷うなずいた。

「特に演技審査が良かったよね。なんか真に迫ってて」

「演技審査………はうっ！」

　突然、時宗さんの顔がばふっと紅こう潮ちようした。こんなに急激に血の流れが変化して大丈夫なのか、顔面って。

「あ、あれは違うんです！　わ、忘れて、忘れてください！」

「いや、忘れるって、無理でしょう、そんなこと」

「だ、だめです。無理じゃないです、頑張って！　わたしも協力しますから！」

　何をする気なんだ。

「お願い。ほ、ほんとに忘れてください。でないと、みゃーこに怒られる！」

　そして、なんで急に毒どく空うつ木ぎの名前が出てくるんだ。ホントに難しい子だな、時宗さん。

「うーん」

　謎なぞのパニックを起こす時宗さんをまじまじと眺ながめて、ゆずり先輩は短い唸うなり声ごえを上げた。

「せっかく大会で自信をつけたんだ。変な遠慮なんかしないで、いっそ奪ってくれれば私も助かるのだがな、愛結」

「う、うるさいよ、ゆずちゃん！」

　ゆずり先輩の謎発言を時宗さんだけは理解できたようだ。多分、卑ひ猥わいな意味だったんだろう、時宗さんは赤い顔をさらに赤くさせて先輩の肩をぽかぽかと叩いた。




「さて、ところで、みゃーこは一緒じゃなかったのか、愛結」

　時宗さんのぽかぽかパンチを平然と受けとめて、ゆずり先輩が周囲に視線を巡めぐらせる。

「あれ、みゃーこならわたしに荷物を全部押し付けて、先に控え室を出たはずなんだけど。トイレかな」

　―――トイレ。

　まさか、決勝であんな醜しゆう態たいを晒さらしたことを悔くいて、トイレで一人号泣してたり、

「ああー、松まつ葉ば杖づえだっるー！　気を利きかせて迎えに来てよね、ほんっっっと最後まで使えないマネージャーだわー」

　……するわけねーか。

　両脇に松葉杖を挟んだ毒空木が、ムカつくほどサバサバとした表情でロビーに現れた。

「持って」

　そして、僕に向かって杖を投げつけ、

「はい、おんぶして」

　平然と両手を広げた。

「お、お前な～～」

「なーによ、その顔は。ファイナリスト様のおんぶが出来るなんてご褒ほう美びでしょうが。特別に上半身裸になることを許可してあげるわ」

「やるか、そんなこと！　お前はホントに――」

　と、その時。




『ほらほら、見て見てー、あれあれー』

『うわー、毒空木ー』

『うっそ、マジ出てきたの？』




　聞こえよがしの囁ささやき声ごえが、僕の反論を口元で飲み込ませた。

　見回せば、いつの間に出現したのか、ぐるりを取り囲む人の壁。

　ああ…………さっそく、来たか。




『よく出てこられたねー、アイツ』

『あたしなら絶対無理だわ、どんな神経してんのよ』

『大会無茶苦茶にしといてね～～？』




　無遠慮な嘲あざけりと好奇の視線。

　まあ………こうなるわな。もともと嫌われ者の毒空木が、誰だれもが羨うらやむ神聖な大会でこれだけド派手に暴れ回ってしまったんだ。こういう反応が返ってくることは、充分想定できることだった。




『第一審査も酷ひどかったけど、最後のあれなに～～？』

『座りリフティング（笑）。超上う手まいでやんの』

『あれはないわー。不登校五年分の黒歴史だよね～～～』




　毒空木がギリリと奥歯を嚙かみしめる。

　耐えろ、毒空木。だって、彼女達が正しいのだから。お前が、お前の守りたいモノのために、歯を食いしばって頑張ったのだとしても、それは見ている彼女らに一切関係のないことなんだから。だから、僕達はどう言われようが、飲み込むしかないんだよ。

　それが完全に正解で、完全に正しい。そう、これは完全なんだ。

　……だから、これから僕がやることは。




「うっきょおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　完っっっっ全に、ただの八つ当たりだと思ってくださって結構で――――す！

　僕はあらん限りの声を張り上げると、両手を広げてびよーんとその場で飛とび跳はねた。




『ひぃぃぃぃぃぃぃ。え、な、な、何アイツ、急になにやってんの！』

『あ、あいつ、知ってる蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしじゃん！』

『怖い怖い、こっち見てる！　こっち見てるしぃぃぃぃぃ！』




　思ったとおり、効果抜群じゃん。これなら……いける。

「よし。行くぞ、毒空木！」

　確信と決意を持って毒空木を振り返れば、

「……ちょ、ハル。どうしたの、怖いって……」

　いや、なんで、お前まで引いてんだよ！

「お前のためにやってんだろーが、こっちは！」

「え、なになに、わかんないって。落ち着いて、一回落ち着いて、ハル」

「うるせーよ！」

　こうなったら問答無用だ。僕は絶賛ドン引き中の毒空木の肩に手を回すと、

「よ――――いしょぉぉぉぉぉ～～～～！」

　裏モモに腕を差し込んで、有う無むを言わさず小さな体を持ち上げた。

「きゃあ！　なに、ハル。ちょ、パンツ見えるって！」

「しばらく見せとけー！　うきょきょきょきょきょきょ――――！」

　そして、走れない毒空木を抱えて人の群れへと突入する。




『うわ、うわ、うわ―――！　こっち来るー！』

『きゃあああ、逃げてー！　みんな逃げて―――――――！』

『いぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』




　すげー。割れる割れる。

　僕が近づくだけで、まるで同極の磁石に弾かれるように、女子の集団が割れていく。

　さすがの反発力。見たか、これぞデレ園最強の防御壁、蟯虫齧り虫の盾たて！

　ごめんなさいね、みんな。暴徒化したファンから女優を守るのも、マネージャーの大事な仕事なので！

「うひょー！　うっひょー！　うひょひょひょひょひょひょひょひょ――――！」

　僕は腹の底から叫び声をあげながら、さながら海を割るモーゼのごとく十と重え二は十た重えの人垣を指一本触れることなく突っ切った。




「ふんばらばー！　ふんばらばー！　むべらべべんだばぬぐらばら―――！」

「ハ、ハル、待って……もう抜けたから、もう大丈夫だからっ……走らないでっ！」

「なー！　つべんなにゃー！　ままみんでぃわわー！」

「せめて静かに走って！　みんな見てるからー！」

　泣き叫ぶ毒空木を抱えたまま、人でごった返すロビーを抜けてホールを飛び出し、校庭へと続く石いし畳だたみの舗装路を駆け抜けた。




　腕の中の毒空木を決して誰にもぶつけないよう、奇声を上げて駆け抜けた。
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「はぁっ、はぁっ、はぁっ、つ、疲れた……暑い、死ぬ……はぁっ、はぁぁぁぁぁ」




　荒い息をつきながら、僕はガーデンテーブルに突っ伏した。動きを止めた途端に、全身から急激に汗が噴き出してくる。

「疲れたのは自業自得じゃん。あたしは散々止まってって言ったのに」

　ガーデンチェアに腰かけた毒空木が頰ほおを膨らませる。

　言うな、毒空木よ。ああいうのはな、いったん始めちゃうと止め時が非常に難しいんだよ。『あ、あの人、今心折れたんだ』って思われないためにも、少なくとも周りに人がいなくなるまでは、やり通さなくちゃいけないんだよ。

　幸いなことに、デレ園えんの敷地で人ひと気けのないところを探すのは簡単だ。何せ広いので。ぱっと思いつくだけでも、文化部部室棟とう、裏庭、特別教室棟、裏山、時計塔…………そして、中庭。

　とゆーわけ、僕と毒空木はやっぱり藤ふじ棚だなにいた。夕日に変わりかけた太陽が、ギラギラと熱線を落としてくる。

「あー、あつ。あたしまで汗かいてきちゃった。ねー、ハル。水買ってきて」

　今だけは勘かん弁べんしてください。今はまだ、息を整えるので精いっぱいだ。

「けちー。ファイナリスト様なのにー。いいよじゃあ、自分の飲むから」

　いや、持ってんのかよ。

　スカートのポケットから水のミニボトルを引っ張り出す毒空木、こくこくと喉のどを鳴らして水を流し込むと、

「……ぷはっ」

　半分空からになったボトルをテーブルの真ん中にそっと置いた。

「終わっちゃったね、デレプリ」

「………そうだな」

「どうだった、あたし？」

「うん、よく頑張ったよ」

「やっぱ酷かったかなリフティング……？」

「………いや、悪くなかった」

「噓うそだよ、みんな笑ってたもん……」

「みんなじゃないって」

「……みんなだったよ……」

「毒空木？」

　こいつは―――――もしかして本当にトイレにいたんだろうか。もう必要ないはずのアイメイクが不自然なほど丁てい寧ねいに修正されている。

「……少なくとも僕は笑わなかったぞ」

「…え？」

「あとゆずり先輩も、時宗さんだって…………」

「………うん」

　生暖かい風が藤棚を駆け抜ける。湿り気を帯びた風は、毒空木のふわふわの髪の毛を躍おどらせて、




「わたしも笑ってなかったわよ」




　凜りんとした声を僕らに届けた。

「あれ、椿つばきさん!?」

「うげ、黒椿！　あ、痛っ！」

　突然の天敵の襲来に、足のケガも忘れて立ち上がる毒空木。

「ちょっと、大丈夫、毒空木さん？」

「う、うるせー！　何しに来やがったのよ、腹黒女！」

「ホールのロビーであなた達が暴れていたという報告を受けたから、一応様子見にね」

　そう言って、椿さんはガーデンチェアに腰を掛ける。

「ちょ、何勝手に座ってんのよ、帰れよ！」

「すぐに帰るわ。でも、あなたに一言お礼が言いたくて」

「え、お礼って……？」

　予想外の言葉をかけられ目をパチつかせる毒空木に、

「毒空木さん、シンデレラグランプリに出場してくれてありがとう。最後まで、辞退せずに戦い抜いてくれて、本当にありがとう」

　椿さんは前髪がガーデンテーブルに触れるほど深々と頭を下げた。

「は、はあ？　無理矢理出場させといて、お礼とか意味わかんないんだけど。つーか、言っとくけど、アレだかんね！　決勝戦では負けたけど、賭かけ自体はあたしの勝ちなんだからね！　わかってんの？　ばーかばーか、負け椿ー！」

　おお。ここへ来て、まだそんな減らず口がきけるのか、毒空木。

「そうね、お見事だったわ。とゆー訳で石つわ蕗ぶきくん」

　椿さんは苦笑いを浮かべながら、僕の方へ向き直ると、

「わたしはまだまだあなたとお付き合いできるような人間ではありませんでした。あなたの告白、謹つつしんでお断り申し上げます」

　再び深々と頭を下げた。

　って、あれ………これってもしかして、フラれ数に入るのか？　傍かたわらを見れば毒空木が当たり前じゃんとばかりに顔をニヤつかせている。いや、ちょっと待て。これは違うだろうよ！　これはそもそもデキレースであって真剣告白とは関係ない―――

「それじゃあ、わたしはそろそろ行くわね。菜な花ばなも待ってるだろうし」

　僕と毒空木の視線のせめぎ合いを遮さえぎって、椿さんが席を立つ去り際に、

「二学期からはサボらず授業に出席してね」

　と、毒空木に釘くぎを刺し、アッカンベーに見送られつつ椿さんは藤棚を去って行った。




　そして、再び僕らは暑苦しい藤棚に残される。二人きりで………残される。

　時宗さんや、ゆずり先輩が追いかけてくる気配もない。

　……よし。やるなら今だ。

　僕は頰を叩いて気合を入れると、

「毒空木っ」

　ペットボトルの残りを飲み干しにかかる猛毒の妖精に呼びかけた。

「ご褒美……いらないか？」

「ふえ？　ご褒美？」

　毒空木はモチベーション維持のため、ツアーの合間にちょくちょくご褒美を要求してくる。最近ではそれがエスカレートし、ツアーと全く関係ないところでも、『あたし頑張ったんだから』という理由で僕に対価を要求してくるようになった。

　とはいえ、僕の方からご褒美を促すのは、これが初めてのことで。

「いいの？　やったー！　ちょうだいちょうだい！」

　当然、毒空木は喜色満面で食いついてきた。うん、しょうがない。今回ばかりはしょうがない。

「うひひひ～～。なによなによ、うれしーなー。やっぱりダメとかなしだからね。どれにしようかな～～。ふひひひひ」

　クスクス笑いながら分厚い手帳を捲めくる毒空木。どうやら望みのご褒美リストを手帳に書き込んでいるようだ。

　今までのパターンなら…………まあ、キスだ。

　毒空木の悲願とも言える、キス。

　よし…………僕も男だ。毒空木にあれほどのことをやらせてしまった責任を取らないわけにはいかないだろう。口はまあ、あれだけど、ホッペなら、仕方ない！

　もし、毒空木がマウストゥマウスを要求してきたら………………え、やるか？　やるのか、僕。いやでも、確かに、それが責任を取るということだろう。いや、でも口って、そんな……。

　チラリと対面の毒空木を覗のぞき込こむ。毒空木の艶つややかな唇くちびるを覗き込む。

　やるか、僕。やってしまうのか、僕。いや、違う。僕が毒空木とキスがしたいというわけではなく、あくまで要求に応こたえるという形でね！

「よしっ、決めた！」

　バシッと音を立てて手帳を閉じる毒空木、

「やっぱり、これが鉄板よね」

　頰を真まっ赤かに染めながら、恥ずかしそうに僕を見上げる。

　そうだ。決めるのはあくまで毒空木。僕はそれに応えるだけ………。

「えっと……えっとね……」

　毒空木は前髪を手て櫛ぐしで何度も撫なでつけると、スカートの裾すそをピンと伸ばし、




「もう一回、お姫様抱っこ……して？」




　真っ赤な顔でそう言った。




　デレ園全ぜん告コクツアー戦績　ゼロ勝七十敗。

　しばしの試験休みを経て、ツアーはようやく再開する。







　あとがき




　皆様、こんにちは。桐きり山やまなるとです。

　本編だけでなく、あとがきまでお付き合いいただきまして、誠にありがとうございます。連れん敗ぱいガール、おかげ様で三巻までたどり着くことができまして、椿つばきさんを再登場させることができました。これからも精しよう進じんしてまいりますので、引き続きお付き合いのほどお願いいたします。

　今回は刊行まで間が空いてしまいまして申し訳ございません。

　ここへ来るまでに実に色々なことがありました。

　引っ越しをしたり、パソコンが壊れたり、友人が結婚したり、姉が出産したり、梅田駅が水浸しになったり………………………ずっとひた隠しにしていた私がライトノベルを書いているという事実が親戚にバレたり。

　恐れていたことが、ついに現実になってしまいました。

　いやー、エグい。親戚バレはエグいですよ。

　もちろん、私も作家の端はしくれでございます。夏目漱石先生に読まれても恥ずかしくない覚悟で物を書いております。

　が、親戚だけは話が別です。

　恥ずかしいったらありゃしません。こうならないように、家族には固く口止めをしておいたのに。実にあっさりと裏切られてしまいました。

　ちょっとした用事があって実家の母に電話をした時のことです。

　用事自体はすぐに片付き、二、三の世間話をして、そろそろ電話を切ろうかなと思った矢先、

「あ、そうそう、親戚のおばさんにあんたのこと話したら、本買ってくれたからお礼いっときなさい」

　と、伝え忘れた連絡事項程度のテンションで告げられて、心臓が止まりそうになりました。

　すごいよ、母さん。約束を破ったことを告白するのに、何の躊ちゆう躇ちよもないんだね。悪びれるとか、ごまかすとか、言いつくろうとか、そーゆーの何にもないんだね。羨うらやましいよ、その図太さ。ちゃんと遺伝させてくれよ、そーゆー所。ありがとうよ、おかげで強くなれた気がするよ。

　強くなった気がしている桐山なるとの活躍を、是ぜ非ひご期待ください。




　最後になりましたが、今回いつもにましてお世話になり倒した担当様と、時間がない中いつも以上に素晴らしいイラストをあげていただきました七なな桃ももりお様（あなたの神速とクオリティあっての本作品です。いや、本当に）と、刊行に携わっていただいたすべての方に感謝を棒ささげたいと思います。本当にありがとうございました。
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